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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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『ええ、そうですわよっ！　貴方あなたのことが好きですわよ、それがどうかしましたのっ?!』

『ちょっ、待て！　そんなこと言われて、俺おれはどうすりゃ……!?』

『どうするかなんて勝手に決めればいいですわ！』




「…………はぁ……」

　脳裏に浮かぶ一連のシーンに、彩さい京きよう朋とも美みはベッドに転がったまま深くため息を吐ついた。

　寝返りを打つ拍ひよう子しに腕うでを上げて、瞼まぶたを隠かくすように顔の前へやる。カーテンから入り込んでいる朝の光は遮さえぎることが出来たけれど、気分は晴れてくれなかった。

　もう、あれから何日が過ぎたのだろう？

　そろそろ二週間は経たつはずなのに、あの時見てしまった光景は鮮せん明めいさを保ったままで、ちっとも記き憶おくから薄うすれてくれない。自分の記憶力の良さを恨うらめしく思うだなんて贅ぜい沢たくだけど、そうぼやきたくなるくらい心の健康に悪い回想だった。

　低血圧の自分が、ここ数日は目覚まし時計が鳴る前に起きてしまうのだから、どれだけ実生活に影響が出ているかがとても良く分かる。しかも寝不足のせいで授業中は眠ねむくて辛つらいし、放課後の交遊時間も頭が回らなくて、何度か受け答えと話題の選せん択たくを間違えそうになってしまい、肝きもが冷える思いをした。

　それもこれも、原因は……

「秋あき晴はる、と…………セルニアさん………………かぁ……」

　呟つぶやいて、数時間後には同じクラスで顔を合わす二人のことを思い浮かべる。

　朋美がこの一年間で一番多く話をして、一いつ緒しよにいる機会が多かったのは、間違いなくあの二人だ。だから他ほかの人が気付かないようなことでも分かるし、些さ細さいなことでも変化があれば目に留まる。

　あの告白……のようなものの後、二人が付き合いだした気配は無い。それどころか互たがいを強く意識し過ぎているのか、まともな会話さえ無かった。特にセルニアはあからさまに秋晴を避さけているようで、普段の明るさもすっかり鳴りを潜ひそめて、他のクラスメイトが心配する始末になっているくらいだ。

　つまり、まだ挽ばん回かいの目はある──

「……と言ってもねぇ…………どうするかなぁ……」

　朝から早くも数度目のため息が漏もれて、朋美は俯うつぶせになって枕まくらに顔を押しつけた。

　これがただの勝負事なら、迷ったりはしない。勝ち負けはともかく全力で楽しむのが自分のやり方で、その中で出来る限り勝利をもぎ取る努力をするのがいつものパターンだ。

　……けれど、これは話が違う。

　例えば告白することになればこれまで通りの関係とはいかなくなるし、『勝つ』ということは『付き合う』ということに繋つながる。

　秋あき晴はるのことは好き……だけれど、付き合いたいかどうかとなると、少し首を傾かしげてしまうのが本音だ。去年、クリスマスイヴの舞ぶ踏とう会の時に自分の気持ちはある程度確認出来たのに、そこは変わらなかった。

　なのに秋晴が誰かと──特にセルニアと付き合うことを想像すると、心穏おだやかではいられなくなるのだから、我ながら勝手だと思う。

　結局、様子見をしながらも朋とも美みは動く踏ふん切りをつけることが出来ず──ついに、二月も半ばになってしまった。

「……あー、もうっ。明日あしたまでにはどうするか決めるつもりだったのにぃ……」

　そうぼやいたところで、目覚まし時計がけたたましい大音量で鳴り始め、起きる時間だとアピールしてきた。

　もぞりと体を起こした朋美は目覚ましのアラームを止めるが、その際に視界の端はしに壁掛けのカレンダーが映り込む。

　特にスケジュールは書き込んでいないものの、祝日やイベントの類たぐいは初めから印字されているそれを見れば、明日は平日。

　ただしそこにはピンク色の字で、しかもご丁てい寧ねいなことにハートマーク付きで──『バレンタインデー』と、書かれていた。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




　普通の高校だと二月頃になると三年生は自由登校の期間に入る、と日ひ野の秋晴は聞いたことがあった。

　確かあれは中学の時で、隣となりの席だったクラスメイトが『高三の兄貴が学校無いからって深夜まで遊んでて、うざったい』みたいな話をしていて、そこから聞いた流れだったと思う。

　大学受験が終われば後は骨休みとして使っていいってことなんだろうが、白はく麗れい陵りようでは普通に三年生も登校して授業を受けている。まあエスカレーター式で大半の生徒がそのまま大学に進級するらしいし、日頃からのんびりした雰ふん囲い気きの学校だから今いま更さらリフレッシュが必要にはならないかもだ。

　……そう納得はしたものの、一つだけ納得しきれない現実が目の前にあって、秋晴はそれをまじまじと見た。

　すると問題の相手はすぐに視線に気付き、手にしていたティーカップを皿の上に置く。

「あら？　わたしの顔に、何かついてますか？」

　どこかのドラマで聞いたことがあるような常じよう套とう句くがきたので、秋晴は凄すごく残念な気持ちになりながら頷うなずいてみせる。

「……あの、クリームが鼻の頭に」

「まあ、気付きませんでした。誰かの悪戯いたずらでしょうか？」

　あんたの定番うっかりだよ、とは流石さすがに言えない。互たがいに客の立場でいるとはいえ、相手は最上級生だ。狙ねらってボケているならともかく、天てん然ねんを炸さく裂れつさせている人に強気に出るのは性格上ちょっと難しい。

　食堂にある全すべての卓たく上じように常備されている紙ナプキンでクリームを拭ぬぐった四し季き鏡かがみ沙さ織おりは、同じ人類かどうかを疑いたくなる美び貌ぼうに笑みを浮かべて、細めた目でこちらを見てくる。

「それにしても、タイミング良く日ひ野のさんを捉つかまえることが出来て幸運でした。約束もしていませんし、放課後はどこにいるか分からないことが多いですから」

「まあ、そうですけど……携帯にメールくれれば、寮りように戻った後なら連絡取れますよ？」

「理り屈くつとしてはそうですが、世の中は複雑なんですよ？」

　とてもとても思し慮りよ深い発言をするように勿もつ体たいぶって間を取った沙織さんは、微かすかに表情を引き締しめて、

「実は先日、登録されていた全てのアドレスが消えてしまったんです」

「え、消えたって……どうして？」

「『はい』か『いいえ』かと聞かれたので、『はい』を選んだら消えました」

「それ絶対にあんたの操そう作さミスだろ!?　水すい没ぼつさせて壊こわしたとか携帯を無くしたとかならともかく、うっかり消すってハードル高すぎるし！」

　予想以上のくだらない理由に、秋あき晴はるは思わず全力で突つっ込んでしまう。駄だ目めだ、やっぱりこの人は規格外だ。意味ありげな風だけど絶対に大した理由じゃないんだろうな、と分かっていたのにこの破壊力は凄すごすぎる。

　精一杯の忍にん耐たいでため息を吐つくのを堪こらえた秋晴は、興こう奮ふんしたせいか息苦しくなったのでシャツの首もとに指を入れて開きながら、

「……で、用って何ですか？」

　今いま更さら感はバリバリだけど敬語に戻もどして訊きくと、沙織さんは優ゆう雅がな仕し種ぐさで制服の上から超高校級の豊かな胸に手を置き、

「明日あしたは何の日か、ご存じですよね？」

「そりゃあ、まあ。バレンタインデーのことですよね？」

　ここ数日、うんざりするくらい耳にしているイベントを口にして、秋晴は眉み間けんに皺しわを寄せる。別にバレンタインに良い思い出がないからじゃなくて、最近ずっと轟とどろきがうざいアピールをしていた姿が脳裏に浮かんだからだ。

　あの似え非せ関かん西さい馬鹿、上育科従育科の垣かき根ね無く、必要以上に女生徒の手助けをしようと張り切って、しかも尽ことごとくだだ滑すべりして……フォローに回るこっちの身にもなれと言いたい。まあ一番苦労したのは三さん家けだけど。上育科のお嬢じよう様連中に自分が近付くと、愛あい想そ笑いをしていても二次災害を起こす結果になってしまうので。主に従育科の女子連中に頭を下げて『躾しつけがなってない』と言われるのが自分の役回りだった。

　……いやまあ、それを除外したとして、バレンタインデーにそこまで良い思い出はないんだけど。本命チョコなんて、勿もち論ろん貰もらったこと無いし。

　なので笑顔になる要素なんてどこにも存在せず、秋あき晴はるは台所の隅すみに黴かびを見つけた時のような苦い顔で、質問してきた上級生の対応を待つ。

　新旧含めて傷口を抉えぐってくれた沙さ織おりさんは、そんな痛みはちっとも分かち合えないようで、のんびりとした表情をする。

「ええ、そうです。折せつ角かくですからわたしからも日ひ野のさんにチョコを差し上げようと思ったんですが、生あい憎にくと明日あしたと明後日あさつては撮さつ影えいで白はく麗れい陵りようを出なければならなくて」

「仕事が順調なのはいいことだと思いますけど……じゃ、わざわざその為ために？」

「そうです。日頃のお礼も込めて、日野さんにチョコを贈おくろうと。料理は苦手なので手作りではなく市販品を用意することしか出来ませんでしたが……」

　申し訳なさそうにそう言う沙織さんに、秋晴は胸に温あたたかな気持ちが広がるのを感じた。姉妹揃そろってマイペースで、普通の慣例だなんて気にも留めないイメージが強かったけど、まさか自分の為にチョコを用意してくれていたとは。

　有り難いし、おまけにバレンタインのチョコをこんな美人から貰えるなんて、これで喜ばないのは男としてどうかしてる。

　一気にテンションが上がった秋晴は、人生の記念すべき日に感激してテーブルの上に両手をついて、

「や、手作りだなんて贅ぜい沢たくなことは言いませんって！　市販品だろうとコンビニで売ってる十円の物だろうと、わざわざ用意してくれただけで十分嬉うれしいですから！」

「まあ……そうなんですか？」

「そうですって。俺おれに限らず、男なら誰でもそう言うと思いますよ」

「でしたら、とても申し訳ないです──チョコレートを差し上げられなくなってしまったのが」

　おっとりとした口く調ちようのまま呟つぶやかれたその言葉に、秋晴はしばし思考停止して……それからようやく何を言われたのかを呑のみ込んで、浮かべていた笑みが引き吊つった。

「え、え？　あげられなくって…………なん……どうして……!?」

「プレゼントする物の味を渡す本人が知らないのはどうかと思って、味見をしたんです。念の為に二箱買っておいたので、その内一つを開けて」

「それなのに、何で……」

「試食中に偶ぐう然ぜん遊びに来た早さな苗えさんにも振る舞ったのですが……気が付いたら二箱とも食べてしまっていて……」

　痛ましい事故でも話すように言う沙織さんだけど、どう考えても自じ責せき事故だよ。勝手に壁にぶつかりに行ったようなものだろ、これ。

　秋あき晴はるがショックを抜けて呆あきれ眼まなこで見ていると、うっかりが過ぎる最上級生はテーブルの上に置きっ放しだったこちらの手を握にぎり込んできて、

「わたしが言うのもおかしいかも知れませんが、早さな苗えさんを怒おこらないであげて下さい」

「あ……いや、別に責める気は元々……」

「確かに『一つ食べますか？』と勧すすめて残された最後の一つを食べたのは早苗さんですが、妹は何も知らなかったんです。だから責任は、半分くらいしか無いはずですから」

「いや半分どころか殆ほとんど四し季き鏡かがみに責任ないだろ?!」

　最後の一つと聞くと何だか責任が重そうだけど、そこまで食べていたのは沙さ織おりさんだ。明言はしてないけど、四季鏡が部屋に来た時にはナチュラルにプレゼント用のチョコをほぼ食い尽つくした後だってことだし。

　責任の擦なすり付けをするような人じゃないけど、天然で責任半々にしている辺り、やっぱり侮あなどれない。姉妹愛は結構あるはずなのに、どういう思考回路なんだか。

　驚おどろきと呆あきれで、チョコレートが貰もらえないショックは多少薄うすれた……とはいえ、やっぱり嬉うれしかった反動もあって、落ち込みはする。

　秋晴が力無く項垂うなだれていると、不意に握られたままだった手が引っ張られた。

　え、と声を発する間もなく、掴つかまれた掌てのひらを上向きにされて、

「とりあえず──というのは失礼かも知れませんが、チョコレートの代わりに、これを」

　そう言って手の上に乗せられたのは、カラフルな包みに入った小さなキャンディー。

　カラオケの受付横に置いてありそうなそれをまじまじと見つめる秋晴に、沙織さんが無む駄だに色っぽい声で説明してきた。

「この間の撮さつ影えいの時、貰ったものです。すぐに手に入るお菓子が、これしかなくて……」

「…………いや……そこまでしてわざわざくれなくても……」

　正直なところ、何が何でも欲しいって訳じゃないので、飴あめとか貰っても微び妙みようなリアクションしか出来ない。相手が沙織さんじゃなかったら馬鹿にしてるのかって思う代しろ物ものだし。

　気持ちはありがたいけどテンションを上げられない秋晴に対し、沙織さんはふわりと春の野原みたいに柔やわらかく微笑ほほえみ、

「やっぱり、甘あまい物より体で応じてあげた方が良かったですか？」

「いや何でそんな極きよく端たんな話に?!　義理チョコの代わりって、どれだけ自分を安売りするつもりだよ!?」

「でも、体の大きさを考こう慮りよして高級チョコに換算すればそれなりの額にはなるので、あまり安くはありませんよ？」

「具体的に掘り下げる部分はそこじゃねぇっ！」

「あら……」

　困りました、みたいな顔をされてしまったけど、本当に困っているのはこっちだと秋あき晴はるは言いたくなった。出来れば大人おとなしい下級生でいたいのに、この人はそれをさせてくれない。突つっ込み疲れるし、終しまいにはこっちが間違ってる風な反応されるし。

　やれやれと言いたいのを堪こらえ、秋晴が手に乗せられた飴あめをポケットの中に入れると、

「わたしからは大した物をあげられませんでしたが……代わりに、早さな苗えさんが頑がん張ばってくれるみたいですよ？」

「え？　四し季き鏡かがみのヤツが、何を？」

「今日きようは従育科の皆さんと一いつ緒しよに、お菓子作りをしているみたいですよ」

「……あー。そういや、そんなことも……」

　ここ最近、放課後の授業の後で女子連中が何やら話していたのを思い出す。皆でケーキだかクッキーだかを作ると張り切っていたけど、やっぱりあれはバレンタイン絡がらみだったのか。男子禁制の空気があったので、何となく予想はしていたけど。

　ただ、四季鏡が戦力になるとは思えないが……そこはあれか、皆で一いつ緒しよに一つのことをすることに意義があるってことでいいか。

　秋晴が一人頷うなずいていると、沙織さんはちらりと右手首に付けた腕うで時計に視線を落とし、

「それでは、わたしは出発の時間が迫っていますので、失礼させて頂きますね」

「あ、はい。道中、気を付けて」

　すっ……、と音を立てずに席を立った沙さ織おりさんは、丁てい寧ねいにこちらへと頭を下げて食堂を出て行く。

　自分もそれに続こうかと思ったが、まだカップにミルクティーが半分ほど残っているのが見えたので、秋晴は浮かしかけた腰こしを落とした。

　どうせ今すぐに寮りように戻もどっても、菓子作りに勤いそしむ女子連中から煙けむたがられて自室に追いやられ、のんびりロビーで休むことは出来そうもない。それなら少し時間を潰つぶして帰った方が良さそうだ。

　そう思って、担たん当とうエリアの女子従育科生が沙織さんの使っていたティーセットを手際よく片付けるのをぼんやり眺ながめていると……どうしても考えてしまうのは、あるクラスメイトのことだった。

　最近、ずっと同じ相手のことで頭を悩ませているせいか、自然とため息が出そうになる。

「……もう二週間は経たつ、のか……」

　一月の従育科試験から──セルニアに告白されてから、半月近く経過している。

　それだけ経てば何か起こるのが普通なんだろうけど、現実には何一つ進展していなかった。

　投げっぱなしの告白の翌日から、あからさまにセルニアがこちらを避さけるんだから、それも仕方ないはず。目を合わせない、近寄っても来ない、じゃあこっちから勇気を出して歩み寄ろうとすれば強きよう烈れつに睨にらんで威い嚇かくしてくるという猛もう獣じゆうっぷり。あれを前にして尚なお接せつ触しよくするっていうのは、一流のハンターでも無理だと思う。

　向こうがそんな風だから、秋あき晴はるも自分の気持ちを整理しようにも上う手まくまとまらず、告白に対する返事も決まっていない。

　……というか、『好き』と言われた気もするけど同時に『嫌きらい』とも言われたような気がするし……おまけにお付き合いみたいな要求も無しで、そっちはそっちで勝手にしろときた。これでどうしろっていうんだか。

　おかげで最近は授業に追いつくだけでも一杯一杯で、トレーニングや自習にはちっとも身が入らない始末だ。

　今日きようも見事に無視されたから、この分だと明日あしたのバレンタインデーにチョコを貰もらえるなんてことはまず無いと見た。……告白されたはずなのに貰えないって、本気でどういうことなんだろーか？

「なんだかなぁ……いつまでもこうって訳でもないはずだから、いい加減少しは考えないといけないんだけど……」

　呟つぶやいて、重苦しい気持ちに潰つぶされるように秋晴はテーブルに突つっ伏した。行ぎよう儀ぎ悪いとは思うが、今はそんなことを気にして取り繕つくろえるテンションじゃない。

　ティーカップに当たらないよう注意しながら投げ出した腕うでを枕まくらにして、そこに額を当てた状態で、考える。今日までに何度となく考えて答えが出なかったことだけど、放置したままではいられない。

　──自分はセルニアのことをどう思っているのか、ということを。

　かなり親しい部類に入る女友達……という認識はしていたけど、正直それ以上は考えていなかった。

　そりゃあ美人だから間近で見たり不意に触ふれたりすればドキドキするし、一いつ緒しよにいると楽しくて飽あきない相手だし、普通に高校生活をしていたのならもっと『先の展開』を想像して胸を膨ふくらませていたと思う。

　でも現実には白はく麗れい陵りようの従育科でハードな授業を受けて、たまに息抜きくらいは出来ても基本的には余よ裕ゆうのない生活を送っていたから、彼女を作るだなんて発想はまるでなかった。

　告白されて、ようやくで考え始めた訳だけど……これは難しい問題だ。『好き』か『嫌きらい』かの二に択たくでいえば好きな相手なはずなのに、付き合っている想像がまるで出来ない。

　せめて『付き合うのか付き合わないのか選びなさい！』と言われれば、答えを絞しぼり出せていたかも知れないが……駄だ目めだ、流石さすがにその言い訳は聞き苦しいにも程ほどがある。

　男らしくない考えをしてしまったことを猛もう烈れつに悔くやみ、秋晴は顔を伏せたまま後頭部をガリガリと掻かく。

　早く何らかの答えを出さないといけないっていうのは分かっているのに、どうして自分はこうも煮え切らないんだと歯噛がみをしたくなって……

「あ…………秋あき、晴はる？」

「……ん？」

　どこか戸と惑まどうような声で名前を呼ばれ、重たい頭をもたげてみる。すると右手側に、近くを横切ろうとしていたのか顔だけこちらに向けて足を止めている朋とも美みがいて、どういう訳か気まずげな表情を浮かべていた。

　幼おさな馴な染じみに対してその反応どうなんだと思いつつ、秋晴はのろのろと体を起こし、

「こんな時間に食堂に来るだなんて、誰かと待ち合わせか？」

「そういう訳じゃないんだけど……ちょっと、気分転換に自分の部屋以外の所で過ごそうかなと思って……」

「ふぅん……？」

　イマイチ要領の得ないことを言うと、朋美はこちらのテーブルに視線を落として、

「そういう秋晴こそどうしたのよ？　誰かと一いつ緒しよにいたの？」

「ああ。四し季き鏡かがみの姉の、沙さ織おりさんと」

「それは……また随ずい分ぶんとレアな組み合わせね。妙みように人ひと気けが少ないと思ったら、そのせいもあるのかも」

　大おお袈げ裟さな、と言おうとしたものの、秋晴は開きかけた口を噤つぐむ。朋美の発言はちょっと頷うなずけないものだったが、事実として食堂はガラガラだ。しかも今来たばかりの朋美は知らないだろうけど、自分が来た時はいたはずの利用客が、半分以上いなくなっている。

　沙織さんといたから、というのは関係無いかも知れないが、自分がいると逃げるように去って行く上育科生が多いのは秋晴も良く理解しているので、反論しても空むなしいだけだ。

　この手のことに関して諦あきらめが早くなったのはいいのか悪いのか、微び妙みような気持ちを抱いだきながら秋晴は朋美を見やり、

「暇ひましてるならちょっと話していかないか？　まだ寮りように戻もどるには早そうだし、時間を潰つぶそうにも図書館は今使えないし」

「使えないって……あ、中等部生がいるから？」

　流石さすがにすぐ勘かん付づいた朋美に、秋晴は黙だまって頷うなずく。

　中等部の三年生限定で『卒業を控ひかえた高等部三年生に詩を贈おくる』というイベントがあるらしく、図書館で古こ今こん東西の詩集を参考にして懸けん命めいに詩作をしているのだとか。締しめ切りが来週の頭だということで、図書館には連日中等部の三年生が通い詰つめているそうな。

　……と、何日か前にピナが愚ぐ痴ちっていたので覚えていた。ちなみに愚痴になった理由は詩が思い浮かばないからじゃなくて、他ほかの皆は数人のグループで意見を交換しながら作っているというのに、中等部に友達がいないピナは一人ぼっちだったから。強がって『妾わらわは孤高の詩人じゃからな！』と言っていたのが余計に痛々しかったので、忘れようにも忘れられない。

　秋晴がなんだか切ない気分になってきたところで、思案するように口元に手を当てていた朋美が頭を振るのが見えた。

「いいわ、暇ひま潰つぶしに付き合ってあげる。……わたしとしても、少し思うところがあるし」

　腹黒さんらしく何やら思わせぶりなことを呟つぶやくと、数分前まで沙さ織おりさんが座っていたイスに腰こし掛かけた。すぐに担たん当とうエリアの従育科生が来て、朋とも美みは渡されたメニューを申し訳程度に眺ながめてからディンブラのミルクティーを頼む。

　注文を受けたメイド服の同級生が下がるまで黙だまって眺めていた秋あき晴はるは、朋美と差し向かいで話す状況にどことなく緊きん張ちようしてしまう。

　おかしい、慣れ親しんだ相手のはずなのに……と思いはしたが、すぐに答えらしきものは見つかった。

「そういや、お前と話すのってなんか久しぶりだな？」

「……そう？　教室で会った時は欠かさず挨あい拶さつをしているつもりよ？」

「や、確かに挨拶はしてるんだけど……」

　前はただ挨拶で終わらず、そこから適当な雑談に移ったり今日きようの予定を訊きかれたりと、何かしらの会話に発展していたような気がする。奉ほう仕し活動で食堂やカフェテラスにいる時も、暇ひまなら遊びに来てくれていたし。

　それがここ最近は二、三言葉を交わすだけで終了、奉仕活動中には姿を見かけることもなかったはずだ。

　まともな会話は全然していなかったと本当はもっと早く気付いても良かったはずなのに、今になってようやく引っかかりを覚えたのは──

「わたしと違ってセルニアさんとは挨あい拶さつすらしていないじゃないの。そう考えると、まだ話している方だと思わない？」

「うっ……」

　考えていたことを抜群のタイミングで朋美から言われ、秋晴は言葉に詰つまってしまう。こいつ実はエスパーで、心を読まれたんじゃないだろーか？　……いや、超能力が使えるんなら納得するだけでいいけど、そんな特殊能力は無いのにあんな真ま似ねが出来るっていう方がよっぽど驚きよう異い的だ。

　久しぶりのまともな会話でいきなりびびらせてくれた幼おさな馴な染じみを改めて怖こわいヤツだと認識しながら眺ながめ……ふと、秋晴は違和感を覚えた。

　いつものように意地悪要素を多分に含ませた優等生笑顔を作っているんだろうと思ったら、妙みようなことに浮かない表情をしている。怪け我がをしないギリギリの加減で人を突つき倒すのが大好きな腹黒さんらしくない。

「なあ、もしかして体調悪いのか？」

　つい秋晴がそんな質問をすると、朋美は一口食べた新作アイスが予想から大きくコースアウトした味だった時みたいに口元を歪ゆがめ、

「……実はちょっと、ね。最近、寝付けなくて」

「あー、だから授業中や休み時間も他ほかの奴やつ等らとあんまり喋しやべってなかったのか」

「そうだけど……見てたの？」

「見てたっつーか、お前とセルニアの二人が静かだと教室の雰ふん囲い気きもいつもと違うだろ。誰だって気付くはずだぞ」

　普段から話題の中心人物が二人揃そろって黙だまっていれば、そりゃあクラスも妙みような空気になる。上流階級のお嬢じよう様方はそれを敏びん感かんに察知したらしく、下へ手たに触さわらず密ひそやかに会話を交わしていたし、従育科の女子連中はどこか居い心地ごこち悪そうな感じだったし。

　朋とも美みが意外そうにこっちを見ているのが、秋あき晴はるにとっては逆に違和感があるくらいだ。

「なんか悩みでもあるのか？　俺おれで良かったら相談に乗るぞ」

「……まさか、あからさまに悩み顔をしていた秋晴にそんなこと言われるだなんて……」

　本気で意外だったらしく、朋美はやや落ち込んだ様子でため息を漏もらした。いやそこまでダメージ食らうって、どれだけこっちの評価低かったんだよ。それとも自分が朋美を見て思ったように、向こうから見ても相当に悩んでいる様さまを晒さらしていたってことなのか。

　どっちが正解なんだろうと秋晴が複雑な気分で考えていると、担たん当とうエリアの従育科生が注文していたミルクティーを持って来る。

　目の前で注そそぎ終わったのを見計らって朋美が「ありがとう」と如じよ才さいなく礼を言うと、微かすかに照れた笑みを浮かべてメイド服の同級生は下がっていった。この辺りの社交性は本気で見習わないと。ただでさえ外見で損をしているんだから、愛あい想そくらい良く出来ないと将来的に死活問題になり得るし。

　秋晴が感心混じりで眺ながめていると、運ばれてきたミルクティーを一口だけ飲んでソーサーに戻した朋美が、

「そう、ね……折せつ角かくだから相談に乗って貰もらおうかな」

「お、その気になったか。まあ、どれだけ役に立つかは分からないけど」

「大だい丈じよう夫ぶよ、元々あんまり期待していないから。話したい気分になったから、っていう理由が大きいだけだもの」

　……そこまでハッキリ言われると、身の程ほどは分かっていてもちょっと傷つくんですけど。優等生で通っている朋美が歯に衣きぬを着せないっていうのは信頼の証しよう拠こ……だとしても、やっぱヘコむ。

　テンションがだだ下がる秋晴を他よ所そに、幼おさな馴な染じみの腹黒さんは微かすかに口元を綻ほころばせ、

「ちょっとね、相談を受けたのよ。女の子の友達から、好きな人に関して」

「ぅ、ん？　それって俺おれが聞いても大だい丈じよう夫ぶな話なのか？」

「勿もち論ろん。個人が特定出来そうな情報は伏せるから、秋晴がよほど無茶な詮せん索さくをしない限りは誰のことか分からないもの。それに秋晴だって、言い触ふらしたりはしないでしょう？」

「そりゃあ、まあ」

「なら気にしなくても平気よ」

　そういうものなのか、と納得をして、秋あき晴はるは腕うで組ぐみをする。いいのかなー、というもやっとした気持ちは残っているけど、朋とも美みが言うなら大だい丈じよう夫ぶなんだろう。自分は何回か過去の思い出を暴ばく露ろされているが、人の秘密を軽々しく喋しやべるヤツじゃないし。

　……なんだか更さらにテンションは下がったものの、頑がん張ばって表情に出さないように努めて、秋晴はさっさと話を進めようと訊たずねた。

「で、友達から恋愛相談を受けたのか？」

「そうなるのかな……好きな人がいるらしいんだけど、その人が告白される場面を見てしまったらしいの」

「……それはまた……ショッキングだな」

　やや掠かすれた声になってしまったが、秋晴は何とかそう返すことが出来た。いやもう、心臓がバクバク言っててうるさいくらいだ。

　理由は勿もち論ろん、分かっている。朋美の話した『友達の話』と同じようなことが、数週間前自分の身に起きたから。

　自分の場合は見てしまった側じゃなくて、告白されたってだけだけど……いや待て、『だけ』っていうのはちょっとおかしいか。告白されるだなんて、人生で何度あるか分からないビッグサプライズな訳だし。

　ともあれ、少し時間は経たったとはいえ、これからも含めた全高校生活の中でトップスリーに入るのはほぼ確実な衝しよう撃げきイベントだった。そのショックは今も尾を引いていて、だからこそ自分には無関係なはずの誰かの告白話に敏びん感かんに反応してしまったんだと思う。

　平静を装ったつもりだけど、勘かんの鋭するどい幼おさな馴な染じみに動どう揺ようしているのがバレてやしないかと冷や冷やするが、朋美は真まっ直すぐにこちらを見ずに、やや視線を外していた。

　あれなら流石さすがに気付いていないだろうと秋晴がホッとしていると、憂うれいを帯びた声が聞こえて来る。

「ええ、その子もショックだったらしいわ。しばらくは何も手につかないくらいに……でも、時間が経って日常感覚が戻もどるに連れて、気付いたみたいなの」

「気付いたって……何に？」

「告白されたはずなのに、どうやら二人は付き合っていないようだってことに」

「へー……告白したっていう子は容姿的にはどうなんだ？」

「そこまでは知らないわよ。それって重要なの？」

　ジロッと視線がこちらを向いて少し気まずくなるが、秋晴は怯ひるまずに小さく頷うなずいて、

「だってほら、告白されるって嬉うれしいことだろ？　よっぽど外見が……なんというか気に召めさないってパターンじゃなければ、じゃあとりあえず付き合ってみるか、ってなりそうな気がするんだが」

「ふぅん……秋あき晴はるは容姿で付き合うかどうか選んじゃうんだ？」

「いやだから一般的な話な?!」

　おかしい、相談を受けているはずなのに、何な故ぜか責められている気がする。ごく当たり前の答えを言っただけで、どうしてあんな底辺の人間を見るような目をされなきゃいけないのか。

「俺おれが言いたいのは、あれだ。その告白したって女と好きな男が付き合ってないんなら、相談してきた朋とも美みの友達にもまだチャンスがあるってことだろ？　何を悩んでるんだ？」

「理り屈くつだけで考えればそうなんだけど、ね……」

　そう言うと朋美は疲れたように目を細めて、

「……友達曰いわく、傍はたから見ていた印象だとその二人は仲が良かったらしいのよ。どうして付き合わないのか、不思議に思うくらい。一方、私の友達はそんな場面を目もく撃げきしてしまったのにも関わらず、どうにも踏ふん切りがつかないって…………はぁ……」

　何な故ぜだか重いため息を吐つくと、ティーカップを手に持って……なのにそれを飲もうとせず、朋美は視線を落としたままだ。

　らしくない、という一言だけで済ませるにはどうにも様子がおかしいけど、深く突ついて訊きいてもいいのかどうか。話の方向がずれてしまうし、感覚的にそう思うだけなので説明を求められると困るので。

　秋晴が迷っていると、朋美は憂うれいを帯びた目をこちらへと向けてきて、

「相手が告白を受けない理由、ねぇ……秋晴はどう思う？」

「どう思うって……状況がいまいち分からないんだが」

「適当に想像で補ってくれればいいわ。仲の良い女の子に告白されて、自分には特に付き合っている相手もいなくて──っていう前提で、なのにそれを受け入れられない。秋晴ならどんな理由でそうする？」

　これまた難しいことを訊きかれてしまった。

　前提条件は呑のみ込めたけど、それにしたって想像で補う域が広すぎると思う。相手の顔も性格も分からない、具体的にどんな関係だったのか、告白されたシチュエーションも不明なままだ。これで想像しろって言う方が無茶だろ。

　……なのに漠ばく然ぜんととはいえ秋晴の脳裏に良く知っている誰かさんの顔が浮かんだのは、『告白された側』という共通項から連想される出来事があったからだ。

　尤もつとも、自分の場合は色気もなければ感動するシーンでも無かったので、参考になるのかと訊かれるとかなり微び妙みようになってしまうが。

　それでも答えるとすれば、

「俺おれなら……他ほかに好きなヤツがいるか、誰かと付き合う気が無いかの二に択たくだと思う」

「他ほかに、ね……順当な意見で面白くはないかなぁ」

「誰が大おお喜ぎ利りやれって言ったんだよ。普通に考えればそうだろ？　もしくは……告白はされたけど、付き合ってくれと要求されてないとか」

「告白なのに？　そんなこと、有り得るの？」

　驚おどろくことに実際にあった出来事です、とは流石さすがに言えない。まあでも、自分の身に起きたことじゃなければ秋晴だって同じ質問を口にしていると思う。それくらいあの告白は有り得ない内容だった。

　不ふ意い打うちの上に盛大な当て逃げを食らったようなあの時の気分を思い出して、秋あき晴はるは眉み間けんに皺しわを寄せつつ右耳にあるピアス代わりの安全ピンを指でなぞり、

「そういうことも無くはないだろ。勢いで告白したはいいものの、ノープランだったから後あと先さき考えてなくて困ったことに……っていうのも」

「うーん…………そうね、可能性としてはあるのかも」

　やや納得がいかない様子を残しつつも、朋とも美みは同意してくれた。そのことに秋晴は、表情に出さないように安あん堵どの息を吐つく。

　良かった、これでもう変な追及はされずに済むかもだ。ただ意見を求められただけのはずなのに、内容が内容だから身をガリガリ削けずられているような精神的ダメージがあって、長く続くとやばかった。

　もうこれ以上は変な質問されませんように、と祈いのりながら向かいに座る幼おさな馴な染じみの顔を覗のぞき見ると、朋美は朋美で何やら難しい顔をしていて、

「勢いかぁ……なんだか羨うらやましいな」

「そうか？　その場のノリに任せてやっちまって、後で死にたくなるくらい後悔することって多いぞ？」

「それでも、よ。わたしの場合、流れと感情に身を任せてしまう前に、どうしたって理性がブレーキをかけてしまうんだもの。一度止まってしまうと、そこから進むのに物凄すごく勇気が要いるんだから」

「へー……そういうもんなのか？」

「分かり易やすく例えるなら、そうね……飛び込み台の上に立ってすぐに飛ぶのは意外に出来ちゃうものだけれど、台の一番先まで行って下を覗のぞき見てから『さあ飛んで下さい』って言われても怖こわくてなかなか踏ふみ出せないでしょう？　ああいう感じよ」

　言われてみると、かなりリアルに想像出来た。確かに、その手の場面で一度尻しり込ごみしてしまうと立て直すのは相当難しい。下へ手たすると飛べないまま、上ってきた階段を逆走する情けない姿を晒さらしてしまうところまであるかもだ。

　まあそんな場面はそうそうないだろうが、心理的に尻しり込ごみしてしまう、っていうのは良く分かった。

　……分かった、けども。

「問題は相談してきたっていうお前の友達だろ？　どうするつもりなんだよ？」

　やや詰きつ問もんするような口く調ちようになってしまったけど、ここは話の中で外せないポイントなので、秋あき晴はるは顎あごを引いて朋とも美みを見やる。

「踏ふん切りがつかないって言ってたが、その友達はどうしたいんだ？　現状維い持じでいいって思ってるのか？」

「いいとは思っていない、らしいわ。でも、『じゃあ自分も告白しなきゃ』って動くには躊躇ためらいがあるって」

「気持ちは理解出来るけど、今は大だい丈じよう夫ぶでもグズグズしてたらどうなるか分からないぞ？」

　告白の後に即そく返事を求められたっていうならもう決着済みだろうが、『よく考えて返事をくれ』みたいに言われたのなら、これから良くない結果が出てしまう可能性だってある。まあ、よく考えた末に断る可能性もあるんだろうが、そこを期待して待ちに徹てつするっていうのは悪あく手しゆ過ぎる。

　自分だって分かることなんだから、当然目の前にいる幼おさな馴な染じみは理解しているはずだが……と、秋晴はまじまじと朋美の顔を見た。

　視線が合うと、気まずげに朋美は目を逸そらし、

「言ったでしょ？　理り屈くつだけで動けるのなら、誰も他ほかの人に相談なんてしないわよ」

「まあ、それも分かるけど……」

「誰かが告白したから自分も、っていうのは短たん絡らく的だけど悪くは無いと思うわ。でも、それこそ勢いでやってしまうことで、何日も経たってじゃあ今から……っていうのは、余よ程ほどの熱意と覚かく悟ごが必要になるじゃない？」

「あー……」

「それからもう一つ、肝かん心じんなのは──好きだって感情はあっても、そこから先に進むことを望んでいるかどうかは別だもの」

　しみじみと呟つぶやかれた言葉を聞いて、秋晴は唇くちびるを結んで腕うで組ぐみをした。

　先日、似たような感じの相談を大だい地ちからされたけど、あれとはちょっと違う気もする。

　大地の場合は自分の感情がどれくらいのものなのか推おし量はかれなくて、しかも理由があるらしく告白も難しいから悩んでいたが……朋美の友人の場合、そもそも付き合いたいって気持ちが無いように聞こえた。

　秋晴自身にはちょっと分からないけど、そういう感覚の人もいるんだということは何となく把は握あくしている。あれだ、『好きだし付き合っていて楽しいけど結けつ婚こんは無理』みたいなカップルがいるのと似たようなものだろ。

　ただ──そうと理解した上で、余計なことだとは十分に分かった上で、それでも言いたいことがある。

　だから秋晴はテーブルに身を乗り出して、

「相談相手がどう思っているのかは分かった……けど、それでも迷ってるんだろ？　自分なりの答えは出ていそうなのに」

　こちらの問いに、朋とも美みは怪け訝げんそうな顔で頷うなずく。

　何を言いたいのか分からないのかも知れないが、こっちの言いたいことなんてシンプルだ。次の一言で八割方は伝わるはず。

「放って置いたら、その好きな相手は他ほかの誰かと付き合うんだろうな」

「っ……でも、分からないわよ？　告白を受けるかどうかなんて、」

「目もく撃げきしたっていう告白を断ったとしても、だ。いつか他の誰かと付き合うだろ」

　言いながら、朋美の表情に苦いものが混ざったのを確認。察しの良いヤツだから、どうやら伝わったっぽい。

　それでも一応、ちゃんと意図を示しておこうと、秋あき晴はるは続ける。

「別にその相談したって友達が『好きだけど付き合う気は無い』ってスタンスを貫けるなら構わないんだけどな。でも、好きな男が他の女と付き合い始めたら、そいつはどうするつもりなんだよ？」

「…………どうする……かな……？」

「付き合っている姿を見るのって、辛つらいんじゃないのか？　その時になってから動こうとしても、『別れて自分と付き合ってくれ』なんて言っても上う手まくいくとは思いづらいし……それでも付き合いたいって気持ちが無くて不快感だけあるなら、もっと面めん倒どうなことになるぞ」

　それならまだ出遅れ告白の方がマシだ。だって『その女と別れて。でも私は付き合う気とか無いから』なんて言われて頷うなずくヤツなんてまずいない。

　まあ普通ならそんな発言するはずないんだけど……となると、黙だまって見ているか、見ないようにするかの酷ひどい二に択たくになる訳だ。

　大して好きじゃないとか、えらくドライな性質とかなら大だい丈じよう夫ぶだろうが──友達に相談するくらい悩んだのなら、簡単に割り切れない人って感じがする。

　じゃあ、やっぱり苦しむことになると思う。リアルに体験したことはないけど、想像しただけで結構精神的にくるものがあるし。

「その友達がどんなつもりで相談してきたのかは知らないが、現状維持のままっていうのは賛成しない。自分のタイミングで動けないのは大変だろうけど、だからって何もしないでいると、えらい後悔する羽目になると思うぞ」

「……確かに、そうね」

「まあ、俺おれが言える筋合いじゃないけどな。難しい問題だし」

　デリケートな問題という意味と、もう一つ他の意味も兼ねて秋晴は呟つぶやく。

　このままじゃいけないのは自分も一いつ緒しよだ。告白されたのに何も行動を起こしていない……どころか、自分の気持ちさえ明確に把は握あく出来ていないんだから、本当に人のことを言えた状況じゃない。

　ただ──セルニアは『この雪せつ辱じよくは晴らす』『首を洗って待っていろ』と、告白の後とは思えないセリフを言っていた。

　今のところはまだそれらしいアクションがないけど、気の短いドリルさんが一ヶ月も二ヶ月も先延ばしにするとは思えない。気が変わっていないのなら、遅くとも今月中には改めて何か仕掛けて来るはずだ。

　その時までには、ちゃんと返事が出来るようにしないと。

　今日きよう明あ日すに『その時』が来る可能性もあるけど、もしそうなったら……覚かく悟ごを決めるしかないよなぁ。色々な意味で。

　と、自分の抱かかえた問題に気を取られていた秋あき晴はるの耳に、妙みように重い呟つぶやきが聞こえて来た。

「……難しい……けど、放っても置けないわね」

「友達が悩んでるんなら、そうだな。多少煩うるさがられても言ってやるべきだろ」

「そう、ね。このままじゃいけないっていうのは本人も分かっているはずだもの。誰かが背中を押して、ようやく動けるってこともあるしね」

「…………って言う割には浮かない顔だな？」

　納得したようなセリフとはそぐわない沈しずんだ表情をしているのが気になって、つい訊きいてしまう。

　がらんとした食堂だけど、それでも数人の生徒はいるし、奉ほう仕し活動をしている従育科生もいる。そんな公の場所であの朋とも美みが、優等生の仮面を取って悩ましげな陰かげを見せているとか、気にならない方がおかしいはず。

　秋晴がそう考えている間にも、朋美は深いため息を吐ついて、

「……頭では分かっていても気持ちが追いついていない、っていうのかな……もしくは、エネルギーが足りないというか……」

　またらしくない発言がきた。

　これはある意味、仮面優等生を演じきれていないことより意外性が強い。あの朋美が弱音らしい言葉を言うだなんて、春に雪が降るくらいのインパクトがある。

　だから秋晴は思わず、呟つぶやいていた。

「へぇ……なんか珍めずらしいな」

「何がよ？　わたしだってたまには悩むし、考え込んで眠ねむれなくなることもあるわよ」

「や、そういうことじゃなくてだ。お前らしくないって意味だよ」

　不ふ機き嫌げんそうに言われたので軽く弁解すると、朋美は一層目つきを険けわしくしてしまわれた。うん、間違いなく弁解失敗。

　ここで慌あわててしまうと藪やぶ蛇へびになりそうだし、まだ全部言い切った訳でもないので、秋晴は安全ピンに手を伸のばしながらゆっくりと口を開いた。

「朋とも美みって頭が良い割に、いつも感情優先で動くだろ？　利益があるとか勝ち目が高いとか、そういうのも度ど外がい視しして」

「ん……まあ、そうかな」

「だからそんな風に考え込んで動けなくなってる姿を見るのは珍めずらしい、って意味で言ったんだよ。やりたいことをやりたいように、確実な勝利とかより困難だけど面白い展開を選んで、ひたすら前に向かっているのが朋美らしい……って気がするな」

　少なくとも大きく間違っているとは思えない。

　だって母親の再さい婚こん切っ掛けで大金持ちの娘むすめになって、楽して不自由なく暮らせることが保証された安あん泰たいコースを進めたっていうのに、負けず嫌ぎらいが高じてお嬢じよう様の巣そう窟くつの白はく麗れい陵りように入学するようなヤツだ。ブランド志向ってだけで出来る努力のレベルじゃない。

「気持ちが先にあって、そこから実際にどう動くか決めるのが朋美だろ？　しかも止める理由だっていくらでもあるだろうに、選ぼうとしないし」

「…………まるで馬鹿みたいな言い方するのね？」

「賢かしこくは無いかもしれないけど、見ていて楽しそうだったのは確かだな」

　……まあ、自分が被害を受けるパターンが多かったので、ちっとも喜ばしくはないんだけど。むしろ悪あく魔まかこいつはとか思うくらいだし。

　ただ、物凄すごく厄やつ介かいなことに、そういう時の朋美が活いき活いきしていたのは間違いない。

　だから秋あき晴はるはやや苦い表情になってしまいながら、

「相談事だからいつも通りにいかないんだろうが、小こ難むずかしく考える前にどうしたいのかをハッキリさせろよ。その相談してきた友達ってのは背中を押して欲しいのかもしれないけど、色恋沙ざ汰たなんて当人にしかどうこう出来ないものだしな」

　言ってしまってから、ちょっと偉えらそうに言い過ぎたかもと心配になる。そもそも自分だって好きだの告白だので悩んでいるっていうのに、どこから目線で語ってるんだ。

　……あれ、おかしい。励ますつもりだったのが、巡めぐり巡って赤あかっ恥ぱじという自分への大ダメージに変化してるのはどういうことなんだろーか？

　急激に恥はずかしくなってきた秋晴は、火ほ照てって赤くなっていそうな顔をさりげなく手で隠かくしながら、朋美の反応を窺うかがう。

　すると、てっきり呆あきれているかと思っていたのに、

「……うん。そうよね」

　何な故ぜかは良く分からないけど、神しん妙みように頷うなずいている。しかもどうしたのか、落ち着いた表情なのに覚かく悟ごを決めたような目をして。

　こうも予想外の反応をされてしまうと、そこまで感かん銘めいを受ける程ほどのセリフだっただろーかと、逆にこっちが不安になる。あんな、思い出の詰つまった家と莫ばく大だいな借金を同時に受け入れる決心をした人みたいな顔をするって、どれだけの心境変化が巻き起こったのか。

　訊たずねるのも気が引けてしまい、秋あき晴はるがただ呆ぼう然ぜんと眺ながめていると、朋とも美みは顔を上げて──ふっ、と柔やわらかく微笑ほほえんだ。

「ありがとうね、秋晴。凄すごく高い場所からの助言だったけど、おかげでどうするかは決まったから」

　……うん、やっぱり腹黒さんは腹黒さんだった。どうしてあんな無む邪じや気きな顔で、そんな言葉が吐はけるのか。普通は無理だよ、礼と皮肉をああもナチュラルに混在させるだなんて。

　どこからどこまでが演技だったのか分からず、拍ひよう子し抜ぬけしたまま秋晴が頬ほおを掻かいていると、朋美は静かに残っていたミルクティーを飲み干す。

　そして音を立てずにカップを皿の上に戻もどすと、

「今日きようはもう寮りように戻ることにするわ。また明日あした、教室でね」

「あー……了りよう解かい」

　用事は全すべて片付いたと言わんばかりに立ち上がった朋美を引き留とめる気は起こらなくて、秋晴は半ば投げやりに片手を挙げて応じる。

　いつもならそれに対しても突つっ掛かって小言を言ってきそうなのに、朋美は気にした風なく出入り口へと歩き出した。

　ピンと伸のびた幼おさな馴な染じみの背中を秋晴はぼんやりと眺ながめ、一体何がどうなったんだと考えていると、

「ああ、それから、」

　不意に立ち止まった朋美が振り返り、晴れ晴れとしたとびきりの笑顔で、

「その気にさせた責任、ちゃんと取りなさいよ？」

　──全く意味が分からないのに、何な故ぜかぞくっとするセリフを投げてきた。

「……え、と…………？　……いや待てっ！　責任って、どう……!?」

　慌あわてて問い質ただそうとしたものの、数秒の混乱タイムが災わざわいしてしまい、朋美はさっさと歩みを再開していて食堂から出る所だった。

　秋晴はすぐに追いかけようと──したものの、腰こしを浮かしたところで気力が底をついてしまい、一歩も動けないまま脱だつ力りよくしてイスに座り込んだ。

　そしてこちらのペースを乱しまくった元げん凶きようが退室する後ろ姿を見送って……盛大にため息を吐つく。

「っんとに…………あいつは、何なんだろーな……？　……」

　抱かかえていた悩みが軽くなったのならこっちとしても嬉うれしいけど、その後のセリフが不ふ穏おんすぎてちっとも喜べない。

　相変わらず真意が読めない幼おさな馴な染じみの言動に、秋晴はしばし頭を掻かいていたものの、

「……まあ、塞ふさぎ込まれるよりはマシか」

　せめてそれくらいはプラスに考えていいだろうと、自分に言い聞かせて。

　……まとわりつく嫌いやな予感は、都つ合ごう良く無視してしまうことにした。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




「いやあ、今日きようはいい日やな！　記念すべき日にはもってこいの天気や！」

「思いっきり曇どん天てんに見えるが、俺おれの気のせいか？」

　朝っぱらからうるさい轟とどろきに、秋あき晴はるは冷たい言葉と視線をプレゼントしてやる。食堂で朝飯を食べる間くらいは、頼むから静かにしていて欲しい。

　同席している三さん家けも箸はしを止めて、うんざり顔を見せる。

「慎しん吾ごくん、起きてからずっとこんなテンションで……というか、昨日きのうの夜からうるさくて、おかげで寝不足だよ」

「若い男なら前夜からハッスルするのが当たり前やろ！　今日は何の日やと思っとるんや!?　はいっ、そこ！　そこで我われ関かんせずを気取って納豆混ぜとる大だい地ちっ、答えてみい！」

「……特に奉ほう仕し活動も宿題も無かったと思う」

「誰がそないな個人的なスケジュールを訊きくんやっ?!　ちゃうやろ、もっと男なら誰もが楽しみにするイベントがあるやろ！」

　ムキになって轟が叫さけぶけど、大だい地ちだって今日がバレンタインデーだってことくらい分かっている。ただ単に、あのノリを相手にしたくなかっただけだと思う。

　秋晴は皿に残っていた最後の卵焼きを食べて箸はしを置くと、殆ほとんど義務のつもりで言ってやる。

「バレンタインにしたってお前はちょっと浮かれすぎだ。もうすぐ従育科試験があるかもしれないのに、そんなに気を抜いてていいのか？」

「今日一日くらい構へんって！　それにや、オレの緻ち密みつな計算やと、今月と来月の試験に参加すればノルマは達成出来るはずや。成績に不安は無いし、まあ余よ裕ゆうやな！」

　おかしい、こっちが知る限り轟に余裕なんて一ひと欠片かけらも無いはずなのに。実技面では確かに本人の言う通り大だい地ちに次いで優れてるけど、全体的な評価でいえば底辺を這はいずり回っているんじゃなかろーか？

　現実から目を背そむける為ための空から元気……には見えないので、秋晴はよもやの可能性を考えて、一応訊きいておくことにした。

「もしかしてお前、本命が貰もらえる当てでもあるのか？　それならはしゃぐのも分かるけど」

「んなもんあらへんわ！　舐なめるなや！」

　……何な故ぜか大声で逆ギレされたし。しかも顔はえらい嬉うれしそうに笑っているという、修学旅行とか大きなイベント時特有のハイテンションなのが丸分かりな状態で……うん、うざったいことこの上ないな。

　本音としてはさっさとこの場を離はなれたいけど、まだ大地と三家が食べ終わってないから人道的に先に行くことは出来ない。

　だから秋あき晴はるは仕方なく相手をすることにして、口を開いた。

「……上育科のお嬢じよう様は義理チョコなんてくれないんじゃないか？　だとしたら、従育科の女子連中がくれるクッキーとかだけで、チョコでもないぞ？」

「それでもええやん！　バレンタインデーに女の子から貰もらえるだけで勝ち組やで？　義理チョコだの友チョコだのと世間では流は行やっとるっちゅう噂うわさは流れとるけども、家族以外から貰えるなんて普通の男子学生には有り得へんし！」

「…………あー……」

「…………ええと……」

「……そういうものなのか？」

　大声で言い切られたけど、そんな轟とどろきに三人それぞれの反応をしてしまった。

　大だい地ちの場合は山育ちでいまいち理解していないから単純に疑問を口にしただけなんだろうが、秋晴は違う。声こわ音ねから察するに、三さん家けも自分と同じのはず。

　ただ、そこに込められていたのはありったけの気まずさで、秋晴はそこに哀あわれさをプラスした視線を送ってやる。

　流石さすがの馬鹿も何かを感じ取ったのか、轟は口元に貼はり付いていた笑みを若じやつ干かん強こわ張ばらせて、

「なんやなんや、その反応！　あっきーもミケも家族以外からチョコなんて貰もらったことない癖くせして、そないな冷さめた態度で──」

「貰ったことあるぞ。義理チョコだけど、家族でも親しん戚せきでもないクラスメイトから」

　話を遮さえぎって秋晴が言うと、三家も小さく頷うなずいて、

「えっと、僕ぼくもあるよ。あっ、勿もち論ろん義理で、そんなに多くもないけど」

　フォローのつもりなのか『大したことじゃないよ』と含みを持たせた言い方をするけど、それは逆効果だ。だって大したことないのに貰えないっていう方がダメージでかいもの。

　そんな秋晴の考え通り、轟は見る見る内に顔色を青白くして、唇くちびるを震ふるわせる。

「う、嘘うそやろ？　あっきー、中学は男子校やって……」

「だから小学生の時な。中学に上がってからは、同い年の従い姉と妹こにしか貰ってない」

「僕は中学生の時だけど……なんというか、クラスの女の子が盛り上がってたから。僕だけが貰えたんじゃなくて、クラスの男子は半分くらい貰えてたよ」

「…………そんなら…………オレは、その残り半分の中に入るんやな……」

　がっくりと肩かたを落として項垂うなだれた轟は、自じ嘲ちよう気ぎ味みに呟つぶやいて乾かわいた笑いを漏もらす。

　これはいつものうざい演技じゃなくて、本気でへこんでいるっぽい。というか、さっきから三家はナチュラルに傷口を抉えぐりすぎだろ。顔を見ればそんなつもりは一切なさそうだから、天然って怖こわい。

　慰なぐさめてやるべきなのかなぁ、と考えていた秋晴だが、轟の頭越しに見える食堂のドアが開くのに気づいてそちらに意識を傾ける。

　薄うすく開いたドアからひょこっと姿を見せたのは銀色の髪かみで──この時点で誰が来たか分かる。どうしてここに、って意外さは残るけど、あんな髪色で、しかもツインテールなんて特とく殊しゆな髪型にしているのは白はく麗れい陵りようでも一人だけだ。

　案の定というか、入って来たのは中等部生のピナで、すぐにこちらを見つけて駆かけ寄ってきた。まあ用があるなら自分だろうと思っていたから、それは不思議じゃない。

　ただ、小走りなのはいいとして、後ろに両手を回すという不自然な姿勢は何なのか。

　秋あき晴はるが眉まゆを顰ひそめて眺ながめている中、近くまで来たピナは手を後ろに回したままの状態で胸を張って仁に王おう立だちして、

「アキハル、それに他ほかの者も、おはようなのじゃ！」

　ちびっ子らしい元気一杯の挨あい拶さつに、秋晴は「ああ」とだけ返す。

　普段ならもう少しまともな返事をするところだけど……あの妙みように明るい笑顔が気になる。何か企たくらんでいるんじゃないかって、警けい戒かいしてしまう。

　いつものピナならこちらの反応に気を悪くしそうなものなのに、まるで気にする風ふうなく笑みのまま、どこか勿もつ体たいぶるように体をくねらせた。

「のう、アキハル？　今日きようは何の日じゃ？」

「……え？　何の日って……」

「ふふん、間が抜けておるのう。こんな簡単なことも分からんとは、余よ程ほどこの手のことに縁えんがないのじゃなっ」

　勝ち誇ほこったように言われてしまったけど、分からないはずがない。単純に、まさかピナの口からこの話題が出ると思っていなかっただけだ。

　予想外なのは秋晴だけじゃないらしく、その証しよう拠こに轟とどろきも『まさか』って感じの顔をしているし、三さん家けは少し感心するような目でピナを見ていた。大だい地ちは……どういう訳か、ちょい不ふ機き嫌げんそうに口を閉ざしている。

　……にしても、ピナがチョコをくれるつもりだなんて、ここに至ってもまだ信じられない。この手のイベントはそこまで気にしなさそうなヤツなのに、しかもわざわざこんな朝から寮りように駆かけつけて、人目も憚はばからず渡そうだなんて。

　これはひょっとしてひょっとすると、義理ではない何かの意図が込められたものなんじゃ……と期待してしまう。少なくともただの友達以上に好かれている……というか慕したわれている自信はあるし。

　自惚うぬぼれなのかもしれないけど、この前告白されたりもしたし……もしかしてこれは、都市伝説だと思っていたモテ期というやつが到来したのかもだ。

　このシチュエーションに、秋晴は俄にわかにそわそわして落ち着かなくなる。

　そして他ほかにも少人数とはいえ食堂にいる従育科生が注目する中、小こ柄がらな王女様は頬ほおを微かすかに上気させて、

「今日きようはの、バレンタインデーじゃ！　そこで妾わらわからそなたにチョコレートを授けよう！　受け取るがよい！」

「お、おう。ありが…………………………って、待てこら」

「ぬぅ、なんじゃ？　受け取らないばかりか顰しかめっ面つらじゃと？」

　疑問符を顔にいくつも浮かべるピナだけど、質問したいのはこちらの方だ。

　秋あき晴はるは席を立って、目の前に差し出されたブツから視線を離はなさず口を開く。

「……訊きくが、これは何だ？」

「そんなこと一いち目もく瞭りよう然ぜんであろう？」

「いや、いいから答えてくれ」

「チョコじゃ。巷ちまたで人気の『マジカルディーバの一いち撃げき必ひつ殺さつ天てん誅ちゆうチョコレート』じゃぞ！」

　ぐっ、と持ち上げられた半透明のビニール袋には、確かにそれらしいパッケージのお菓子が入っていた。生徒手帳より少し小さいくらいの、見覚えのあるアニメキャラがハンマーステッキを振り回しているお菓子が。

　それはまあいいとして、

「……どうしてこんな大量に？」

「ぬっ……それは、あれじゃ。そう高い物でもないのでな、量でカバーをしようと──」

「……俺おれの目には、全部開封済みに見えるんだが？」

　言った通り、数十個はありそうなお菓子は見えている限り全部包装の一部が破られていて、ウエハースチョコらしき中身がちらっと覗のぞいているのもある。

　そして秋晴には、どうしてこんなことになっているのか思い当たることがあった。

　なので被疑者を見る目つきになって、笑顔を強こわ張ばらせ始めた下級生を睨にらんでやり、

「ピナ、お前……中に入っているカード目当てで買ったんだろ？」

「にゃっ、何を証しよう拠こにそんなことを言うのじゃ?!」

「証拠なんて目の前にあるだろ」

　言いながらピナの手からビニール袋を奪うばうと、「ああっ、待つのじゃ?!」という声を無視して中から版権物っぽいお菓子を一つ取り出す。

　そしてイラストの入った表面に、思っていた通り書かれていた一文を見つけて、慌あわてふためいているピナに視線を戻もどした。

「……『この中に一枚、マジカルディーバトレーディングカードが入っているよ！』って書いてあるんだが……チョコしか入ってないなぁ？」

「ぬ、ぅ……な、何かの手違いというヤツじゃろうっ？」

「手違い、なぁ？　これも、こっちも入ってないが？　製造元にクレームつけるか？」

「そっ、それは駄だ目めじゃ！　カエデのスポンサー会社なのじゃぞ?!」

　……あの理事長、アニメのスポンサーになったのは聞いていたけど、この手のお菓子にまで関わっていたのか。絶対に中に封入されるカード目的だろ。スポンサー権限で見本を献けん上じようさせたに違いない。

　本当に駄だ目めな大人おとなだなぁ、と心の底から思うが、目の前にいるのはその予備軍なので、今はこっちを優先させる。手遅れにならない内に矯きよう正せいしないといけないし。

　秋あき晴はるは小さく息を吐はいて、改めて問題児を見つめる。

　視線を受けて少しは悪いことをしたという自覚が出始めたのか、微かすかに後ずさったピナは眦まなじりを下げて、

「その、違うのじゃ。初めは未開封のまま贈おくるつもりだったのじゃが……つい中のカードが気になって、出来心で……」

「あのなぁ……開けたんなら人に渡そうとするなよ」

「しかしの、アキハル。この量を妾わらわ一人でというのは流石さすがに無理じゃ。それに中のチョコはともかく、ウエハースの部分が湿し気けってしまうし……」

「お前、それ残飯処理っていうんだぞ？　知ってるか？」

　残念すぎるピナに対し、秋晴はやれやれとため息を吐つき、

「大体な、一人で無理なら先せん輩ぱいや理事長と協力して頑がん張ばれよ。皆お菓子好きだろ？」

「こんな大量に食べたら太ってしまうし、ニキビが出来てしまうかも知れないのじゃ！　そうなってからでは手遅れなのじゃぞ!?」

「いや手遅れなのはお前の思考回路だからな？」

　バッサリ切り捨てると、少しは効いたのか萎しおれるようにピナが項垂うなだれた。いつも元気の良い猫ねこみたいなヤツなので、しゅんとすると必要以上に可愛かわいく感じるのが困る。

　やれやれだ、と秋晴は諦あきらめの気持ちで説教するのを断念し、手にしたままのお菓子入りビニール袋をテーブルの上に置く。

「次に同じことしたらカード没ぼつ収しゆうの上に、太ろうが吹き出物が出来ようが関係無しに全部食わせるからな？　分かったか？」

「ぬぅぅ……分かったのじゃ……」

「よし。それじゃ、これは貰もらっとくけど、俺おれ一人じゃ絶対に今日きよう中に食べきれないから従育科の皆で食べることにするわ」

　ノルマとしては一人一個、ってところだろーか？　従育科生だけでも男女合わせれば二十人以上いるから、余りはするけど足りなくなるってことはないはず。残り数個なら自分一人でも頑がん張ばれば何とかなるし。

　結果は酷ひどいが、一応はバレンタインに好きなチョコをくれようとしたみたいだし、ここらが落としどころだろう。

　秋晴が表情を緩ゆるめて頭を撫なでてやると、ピナは少し潤うるんだ瞳ひとみで見上げてくる。元気が良い方が『らしい』けど、こうして大人おとなしいと容姿の良さが際立って、ちょっとドキリときた。

　上うわ目め遣づかいのまま、ピナは小さな唇くちびるを遠えん慮りよがちに開き、

「その、アキハル……こんなこと、厚かましくてちと言い難にくいのじゃが……」

「ん、なんだよ？　とりあえず言ってみろ」

「……ホワイトデーには『マジカルディーバ応募者激げき戦せん感謝イベント』の当選チケットが欲しいのじゃ」

「盛大にやらかしておいてお返し貰もらう気満々なのかよ?!　本気で厚かましいなおい！」

「ふにゃっ!?」

　思わず本気で突つっ込むと、ピナはそれこそ猫ねこみたいな素早さで逃げて、あっという間に食堂から走り去って行く。人が食事する場所で走るなと注意する暇ひまもない逃亡に、秋晴は見送ることしか出来なかった。

「ったく、あのお転てん婆ば姫ひめは……」

「日ひ野の、そろそろ部屋に戻もどるぞ」

　次に会ったら説教してやろうと心に決める秋あき晴はるの耳に、ルームメイトの平へい坦たんな声が届いた。

　振り返ると、大だい地ちは食べ終えた食器をトレイの上にまとめて両手で持っていた。心なしか目つきが冷たい気がするけど、原因はどこにもないはずなので恐おそらく勘かん違ちがいだと思う。

　ちらりと食堂の壁掛け時計を見てみれば、確かにそろそろいつもの登校時間が近い。尤もつとも、普通に歩いても朝のＨＲが始まる五分前には着く時間設定にしているから、そこまで押し迫っている訳でもないが。

「んじゃ、俺おれ達は一度戻もどるけど、いつも通りロビーでな。遅れたら先に行くぞ」

　まだ朝食を半分くらい手付かずで残していた轟とどろきが、慌あわてて口の中へかき入れ始めるのを見ながら三さん家けに言うと、

「うん、分かった。なるべく急ぐね」

　自分は殆ほとんど食べ終えているっていうのに、これっぽっちも不ふ愉ゆ快かいさを感じさせない笑顔で返してくる。

　出来たヤツだなぁ、と感心するけど、それくらい成熟した精神の持ち主じゃないと轟のルームメイトなんて無理だとも思う。どちらかが入院するレベルの喧けん嘩かか、精神的苦痛を理由にした退学まで有り得る。

　進級時のクラス分けみたいな感じでルームメイトもシャッフルされることが無いよう真しん剣けんに願いながら、秋晴は自分の食器を片付け、大地と並んで食堂を後にした。

　食事の後だから、という訳じゃないけど、少し眠ねむい。寝不足が続いているから仕方ないが、心なしか体調も微び妙みような気がする。

　つい出そうになる欠伸あくびを秋晴が噛かみ殺していると、隣となりから遠えん慮りよがちな声が聞こえてきた。

「……日ひ野の、大だい丈じよう夫ぶか？　具合が悪いのなら登校前に熱を測るか、教室ではなく保健室に行くかした方が良い」

　やや身長差があるから下から見上げるようにして、大だい地ちは心配そうな目をこちらへと向けていた。と言っても、見た目には普段と大した違いはないから、自分を含めて一部の人間にしか分からないと思う。

　素っ気なくてクールな印象が強いけど、実際は良く気を遣つかってくれる優しいヤツなので、こういう時は有り難みが身に染みる。

　密ひそかに感動した秋あき晴はるは照れ笑いに近い笑みを浮かべ、

「いや、平気だ。ちょっとさっきの騒そう動どうで、朝から気落ちしただけだから」

　我ながら下へ手たな嘘うそだと思うが、余計な心配はさせない方が良い。本気でキツくなったら、その時は無理せず保健室に行けばいいし。

　体調不良じゃないと信じてくれたのか、

「……そんなにチョコレートが欲しかったのか？」

　信じてくれたのは良かったものの、ちょっと勘かん違ちがいをされてしまった。

　でもまあ、否定して嘘を重ねると泥どろ沼ぬまになりそうなので、恥はじにはなるが肯こう定ていしておく。

「あー……まあ、そうだな」

　もし笑われたら軽く小こ突づいてやろうと思いつつ言ったものの、予想していたリアクションはなかった。……というか、反応自体が無い。

　どうかしたのかと気になって、秋晴は隣となりを歩く大地の顔を覗のぞき込んだ。

　すると大地は酷ひどく真しん剣けんな顔で、ちらちらとこちらを見てはもごもごと唇くちびるを動かし、

「…………その………………そんなに欲しいなら……」

「あ？　何がだ？」

「……………………僕ぼくがっ…………僕がチョコを、あげてもいいぞ」

　…………どう巡めぐり巡ったのか、優しさと心遣づかいがおかしな方向に出て来てしまった。

　勇気を振り絞しぼってみました、って感じの声だったけど、何もそこまで無理しなくても。

「いや、ええっとだな…………なんっつーか……チョコが食べたいって訳じゃないから、男に貰もらっても……」

　善意だとは分かっているので『いや男同士でチョコを渡し合うとかキモいから』という率直な意見は言わず、オブラートに包み込もうとして微び妙みように溢あふれ出た感じのコメントを返す。

　……で、どうしてそこで哀かなしそうな顔をされるのか、ちょっと分からない。たまにこのルームメイトの感性が理解出来なくなるよ。

　残念な想おもいを抱いだきながら、秋晴は大地と並んだまま歩く。

　そして寮りようのロビーを通過しようとしたところで、

「あっ！　あのっ、日ひ野のさん！」

　横手から声を掛けられて振り向けば、ロビーのソファから立ち上がる、四し季き鏡かがみと岡おかの姿が見えた。二人とも従育科制服のメイド服着替え済みで、見れば岡の手には二人分の鞄かばんがある。

　別に珍めずらしい組み合わせじゃないし、従育科女子の中では親しい相手だから、一いつ緒しよに登校することもたまにあるのでここで待たれていたとしてもおかしくはない。

　ただ──今日きようが何の日かということと、四し季き鏡かがみ姉あねの沙さ織おりさんが昨日きのう言っていた内容が秋あき晴はるの足を止めさせた。

　小走りに近づいて来た二人の内、岡が晴天みたいな明るい笑みを浮かべて口を開き、

「や、朝の忙しいところをごめんね！　すぐ済むから、ちょっとだけいい？」

「ああ、それは別に……」

　答えつつも秋晴が口籠ごもってしまったのは、あからさまに自分一人に向けられた言葉だったからだ。

　大だい地ちはどうすればいいんだろーかと考えていると、

「……僕ぼくは部屋に戻もどって、日ひ野のの鞄とコートも取って来る」

　解答を出す前に本人からの申し出が。

　それ以上のアイデアも無いので、秋晴は有り難く甘あまえることにした。

「悪い、頼んでいいか？」

「……遅くなるようなら、先に行くからな」

　どこか突つき放す……というより、むっとしたような響ひびきが含まれていた気がするけど、たぶんこっちの勘かん違ちがいだと思う。親切な発言の後だし、大地が気を悪くする理由はどこにも見あたらないし。

　なので秋晴が「ああ」とだけ答えると、大地はぷいっとこちらに背を向けて自室の方へと歩き出した。

「うーん、大地君には悪いことしちゃったかな？」

「いや、別に荷物持って来るくらいでどうこう思うヤツじゃないから平気だろ」

　岡おかの言葉に振り向きつつ返すと、何な故ぜかそこには『分かってないなー』と言わんばかりの表情をした同級生の姿が。

　色々と突つっ込みたいけど、そこに時間を掛けていると遅刻する可能性もあるので、とりあえず用件を済ませようと秋晴は四季鏡へと向き直る。まだ何も言われてないが、たぶん用事があるのはこっちだろう。

　その予想は正解だったみたいで、岡が後ろからポンと四季鏡の肩かたを押して、

「ほら、早さな苗えっ。早くしないと大地君が戻もどって来ちゃうから、急いで！」

「は、はいっ！　……あのっ、日ひ野のさん」

　やや緊きん張ちようした様子で一歩前に出た四季鏡は、後ろに手を回したまま、顎あごを引いて上うわ目め遣づかいでこちらを見つめてくる。

　手を伸のばしてギリギリ触ふれられないくらいの距きよ離りにいる四季鏡が明らかにいつもとは違う雰ふん囲い気きなので、秋あき晴はるもつられて少し緊きん張ちようしてきた。

　気を紛まぎらわすように首筋を指先で掻かいて心の準備をしていると、大きく深呼吸をした四し季き鏡かがみが恥はずかしそうに身を捩よじらせ、

「あの、お姉ねえちゃんから聞いているかもしれませんけど……いつも迷めい惑わくをかけてしまっているお詫わびというか、お礼というか……それ以外にもたくさん、色々とあるんですがっ」

「あー……それで？」

「それでっ、その……よろしければ、これを受け取ってください！」

　言って、四季鏡は後ろに回していた手を勢いよく──

「私とお姉ちゃんから、この……ふぁっ!?」

　前へと出した腕うでの振りが強すぎたのか、それとも緊張で汗あせでも掻いて滑すべったのか、四季鏡の手からラッピングされた小さな箱がこぼれてしまう。

　秋晴は咄嗟とつさに手を伸のばしかけたものの、その前に焦あせり顔の四季鏡がキャッチしようと腕を振り回したので、危険と察した体が動かずに固まる。

　ふわりと宙に飛び出した箱を、四季鏡が下から掬すくい上げるように掴つかみ取ろうとして──見事に空から振ぶった。

　しかもそれだけで終わらず、空振りの勢いが強すぎたのかくるんとその場で回ってしまい、

「えっ、あっ、ひゃうん?!」

　何周も回った挙げ句にそのままバランスを崩くずして、尻しり餅もちをついて倒れてしまった。

　一部始終を見ていた秋晴は、同じく奇き跡せきの瞬しゆん間かんを見ていた岡おかと目を合わせる。信じられない物を目もく撃げきした、って顔をしていたが、たぶん自分も同じ表情のはず。

　……よもや一歩も動かずその場で転ぶだなんて、思いも寄らない出来事だった。どうドジをこじらせればこんなことが起こってしまうのか。

「ううっ、失敗しちゃいましたぁ……」

　よろよろと立ち上がる四季鏡に怪け我がはなさそうで、予期せぬ回転による三さん半はん規き管かんのダメージ以外は問題無いっぽい。

　……けど、それは四季鏡本人の話だ。

「転んでしまうだなんて……あっ、あれぇ？　チョコレートは……？」

　キョロキョロと辺りを探す四季鏡だが、見ている範はん囲いにないことを秋晴は知っている。

　すっぽ抜けた箱がどこに行ったのか、最後までバッチリ見ていたから、瞬しゆん間かん移動でもしていなければ変わらない場所にあるはず。

　なので残ざん酷こくな行為かも、と思いつつ、秋晴はその場所を指さした。

「……四季鏡。捜さがし物はそっちじゃなくて……」

「ふえっ？　どこに──」

　呟つぶやきながら、四季鏡は秋晴の指先が指す先を辿たどって視線を落とす。

　それはついさっきまで四し季き鏡かがみが座り込んでいた所で、ラッピングされた箱はそこにあった。

　……ただし平らだった表面はグシャッと潰つぶれ、包装も所々が破れているという、とても残念な姿で。

「ああっ?!　ど、どうして……!?」

「えっと……落ちた瞬しゆん間かん、不幸なことに早さな苗えが転んじゃって、ね……？」

　躊躇ためらいながらも説明する岡おかの言う通り、有り得ないくらい見事なタイミングだった。落としたくらいなら大したことなかっただろうに、そこに尻しり餅もちをつくとか。普通なら考えられないミラクルだよ。

　ただしちっとも嬉うれしくない奇き跡せきだったので、四季鏡は口を手で抑おさえて呆ぼう然ぜんとしてしまう。

　代わりに秋あき晴はるが潰つぶれた箱を拾い上げ、破れた包装をこれ以上悲ひ惨さんなことにしないよう注意しながらラッピングを解く。

　そして潰れて開きにくくなった箱を、横から押したり引っ張ったりして形を整えてから、恐おそる恐る開けてみると……

「…………うわー……」

「あっちゃー……これは酷ひどいわね……」

　横から覗のぞき込んできた岡の感想が全すべてを表していて、だからこそ秋晴は口に出せない。

　元は一つのチョコレートだったらしいけど、バッキバキに割れてしまっていて、どんな風ふう体ていだったのかまるで分からなくなっていた。開ける前に動かしたせいもあって、パズル感覚で繋つなぎ合わせるのもたぶん無理だ。

　何と言っていいのか分からず四季鏡を見て……失敗だった、と秋晴はすぐに後悔する。

「…………あんなに……作るの、頑がん張ばったのに……」

　泣いてこそいないけれど、意気消しよう沈ちんしていつもの明るさが完全に雲に隠かくれた状態になっていて……正直、見ていられなくなる。

　きっと四季鏡のことだから、簡単に一発で成功したんじゃないだろう。市販の板チョコを湯ゆ煎せんして型に流し込むだけの作業でも意外と失敗は多いし、人の数倍から数十倍は凡ぼんミスとクリティカルなミスをしてしまうドジ娘むすめの手に掛かれば、何十回の挑ちよう戦せんが必要だったか想像するのだって大変だ。

　それが、粉々のバラバラに。しかも自分自身のドジで。

　流石さすがの四季鏡も徹こたえてしまうのも仕方ない。

「……あの……そのチョコレートは、私が個人的に作った物で……だから皆と一いつ緒しよに作ったチョコチップクッキーは別にあるんです。だから、後でそれを……」

　──なのに懸けん命めいに取り繕つくろった笑みを浮かべているのを目まの当たりにして、適当に話を合わせて無かったことにするなんて出来る訳がない。

　だから秋晴は持っていた箱の中から、比較的大きめなチョコレートの欠片かけらを選び取り……

　ひょいっ、と口の中に放り込んだ。

「あっ……」

「ん、美う味まいよ。ありがたく貰もらっとくな」

　驚おどろいたように口を開ける四し季き鏡かがみにそう言うと、秋あき晴はるはもう一つチョコを口に運ぶ。ちょっと格好つけすぎかなとは思うけど、これくらいやってもいいはずだ。……というか、これくらい言ってやらないと報われない。

　恥はずかしさに背中がむず痒がゆくなりはしたものの、その甲か斐いはあったらしく、四季鏡は無理な笑みを引っ込めて、どこかぼうっとした表情でこちらを見つめていた。

　これはこれで対処に困るが、二人きりじゃないんだし、こういう時は第三者に話を振れば解決だ。

　そう思った秋晴は、四季鏡の横でにまにま笑っている岡おかに向かって、

「ところで、岡はどうして一いつ緒しよにいたんだ？　お前もチョコくれるとか？」

「いやぁ、あたしはただの付き添い。早さな苗えがヘタレて渡せない、なんてことがないよう付いて来たんだけど……良くも悪くも必要なかったみたいね」

　まあ確かに四季鏡のドジ発生を抑おさえる効力がなかった以上、どっちでも同じかもしれない。

　ただ、いまいちピンと来ない部分もあるので、秋晴はそこを訊たずねてみる。

「結果として破損事故は起きたけど、そこまで心配することじゃないだろ。わざわざ朝じゃなくたって、放課後に皆と一いつ緒しよに来れば……」

　夕飯前後くらいに従育科女子連中からバレンタインクッキーの施しがあると昨日きのうの内に聞かされているので、それはごく当たり前の発言だと秋晴自身は思い、口にした……が。

　……どうして岡はあんな、ほんの少しだけ期待していた抽ちゆう選せんが見事に外れた時みたいな微び妙みようにガッカリした顔をしているのか。

　それに四季鏡も、落ち込んでいたのが少し浮上しかけた感じだったのに、今は再び水面下に落ち込んでいる。特別何も無かったはずなのに、これはどういう訳なんだろーか？

「……やっぱり駄だ目めだって、早苗。もっとハッキリいくか、長期戦で狙ねらうしかないって」

「……でも、ハッキリいったのが砕くだけちゃったんですけど……」

「……今回は物理的にもいっちゃったから、ちょっとショックかぁ……」

　ひそひそと目の前で会話が交わされているが、やっぱり意味が分からない。

　どうして四季鏡を慰なぐさめる展開なのか不明な秋晴は黙だまってそのやり取りを見ていたものの、二人の視線がほぼ同時に自分へと向いたので、思わず身を固くした。

「ね、日ひ野の君。早苗のあげたチョコレートの意味、分かるよね？」

「…………うぅっ……」

　意味ありげな言葉を投げてくる岡に、不安げな眼まな差ざしを刺さしてくる四季鏡という状態に、秋晴は嫌いやな汗あせが出るのを感じながら、必死に頭をフル回転させる。

　落ち着け、ヒントは出ているはずだ。考えれば分かる問題に違いない。

　さっきの四し季き鏡かがみと岡おかの会話、その他ほかにも前から色々と伏線は張られていたとすれば……きっと答えは、

「──あれだろ？　姉の沙さ織おりさんの分もってことで、頑がん張ばってくれたんだろ？」

　そう、昨日きのう本人から聞いた、くれるつもりだったという義理チョコの分もという意味に違いない。だとすればチョコを粉ふん砕さいしてしまった時の悲しみ様ようも納得出来るし。

　ほぼ完かん璧ぺきな解答を導き出した…………はずなのに、四季鏡と岡は深々とため息を吐ついた。

　そして岡がポンと四季鏡の肩かたを優しく叩たたくと、二人してこちらに背を向けて、

「ほら、あんなだもん。次はもう少し分かり易やすくさー……」

「やっぱりお姉ねえちゃんが言っていた通り、チョコでメッセージを書いて……」

「……あの『どうぞ召めし上がれ』ってヤツ？　プラン通りにやったら、いくら早苗でも火傷やけどしちゃうよ。胸を火傷とか悲ひ惨さんすぎるから却きやつ下かだって」

　そんな良く分からないことを話しながら、玄げん関かんの方へと行ってしまった。

　一人廊ろう下かに取り残された形になった秋あき晴はるは、遠ざかる二人の背中を見ながらも声を掛けられず、しばし黙だまって見ていたものの……ややあって二人の姿が消えた頃に、口の中でぽつりと呟つぶやいた。

「…………え？　正解じゃない、のか？」

　ハッキリ間違いと言われた訳じゃないけど、あの反応で正解と判断するのはちょっと無理がある。自分としてはほぼ完かん璧ぺきな解答だと思っていただけに、ショックだ。

　出来れば正解を問い質ただしたかったが、一いつ瞬しゆんだけ岡の目が『元々期待はしてなかったけど、ないわー』と言わんばかりに冷たいものになっていたので、声が出なかった。

「……じゃあ、何だ？　本命チョコ、ってことは流石さすがに無いと思うけど……」

　そんな甘あまい話がそうそうあるはずがないので、勘かん違ちがいしないようそこは切り離はなしておくことにする。

　立ち尽つくしたままの秋晴は納得いかず、頭を掻かくものの……

　結局、大だい地ちが荷物を持ってやって来るまでに他ほかの答えは思い浮かばず、もやもやした気分を抱かかえ込むことになった。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




　いつもと同じ時間に寮りようを出たものの、教室に着いたのはいつもより五分は早い時刻だった。轟とどろきと三さん家けが時間までに来なかったので、どことなく不ふ機き嫌げんな大地と二人で会話少なく歩いた結果、ちょっと早足になっていたせいだと思う。

　教室には数人の生徒がいるだけだったが、その中に一人珍めずらしい人物が居たので、秋晴はついそちらに視線を向ける。

　毎度お馴な染じみのボリュームたっぷりな巻き髪がみのセルニアは、何な故ぜか席に着かずに窓際に立ってドアの方を見ていたので、当然ながら目が合った。

「……来ましたわね」

　呟つぶやいたセルニアは目つきを鋭するどくして、机に荷物を置いたばかりの秋あき晴はるの方へと近付いて来る。昨日きのうまではあんなに避さけられていたっていうのに、どういう風の吹き回しなのか。

　秋晴が訝いぶかしんでいると、すぐ側まで来たドリルは勝ち気な瞳ひとみで睨にらんでくる。

「全く、グズグズしていますわね。今日きようは来ないのかと思いましたわよ」

「グズグズって、普段より早いくらいなんだが」

「言い訳なんて男らしくありませんわ！」

　……朝っぱらからなんだろう、この理り不ふ尽じんっぷりは。八割方がたがまだ登校していない教室で、どうしてあんな発言をナチュラルに出来るのか。

　ゆっくり席に着いて話すような雰ふん囲い気きは欠片かけらも無いので、秋晴は俄にわかに緊きん張ちようしつつ真っ向からセルニアを見返した。

　やたらと高圧的なオーラを醸かもし出した貴族令れい嬢じようは左手を腰こしに当て、そして右手には、

「フン……待ちくたびれたので取り止やめようかとも思いましたけれど、無む駄だにするのも良くありませんわね。仕方ありませんから、差し上げますわ」

　言いながら、持っていた物をこちらへと突つき出してきた。

　殆ほとんど押しつけられるような形で右手に握にぎられていたラッピング済みの箱を渡され、反射的に受け取った秋晴は、

「え……っと…………ありが、とう？」

「なっ、なんですの、その微び妙みよう極まりない反応は?!」

　戸と惑まどい全開での辿たど々たどしい答えがお気に召めさなかったようで、セルニアは渡したばかりの箱を奪うばい返し、柳りゆう眉びを吊つり上げて怒ど鳴なってきた。

　明らかにこっちが悪いから秋晴としても言い返せず、両手を挙げて白旗降こう参さんをアピールするけど、それでも詰つめ寄られて仰のけ反ぞってしまう。

　後ろに机、前にセルニアというサンドイッチ状態に、数少ない教室にいる生徒達の注目が集まりまくっているのが分かる。至し近きん距きよ離りに必要以上に整った顔があるっていう状況も含めて、かなり恥はずかしい。

「この私からプレゼントを貰もらっておいて、どういうことですのよ?!　これが何で今日きようがどういう日だか分かっていてやりましたの!?」

「いや違うんだって！　そういう意図じゃなくてだな……！」

　怒いかり状態のドリルさんは凄すごい剣けん幕まくで、秋晴は助けを求めて教室内に視線を走らせる。けど、引き気味なクラスメイト達と無視を決め込んだ大だい地ちの姿しか見あたらず、絶望的な状況が明確になっただけで、

「──ぁ」

　丁ちよう度どその時、教室に入ってくる人物がいて、しかも目が合ったことに、秋あき晴はるは喜ぶべきか絶望レベルが上がったと悲しむべきか分からなくなった。

　だって、選よりに選って朋とも美みだし。味方にしたつもりがいつの間にか敵になっているリバーシブル対応キャラだし。

　制服の上に黒のミンクコートを羽は織おった幼おさな馴な染じみはどうやらすぐに状況を把は握あくしたようで、真まっ直すぐに自分達の方へと近付いて来た。

　朋美の接近に気付いたのか、セルニアも顔をそちらへと向け、あからさまに嫌いやそうに眉み間けんに皺しわを寄せる。

　そして突つき出た胸が触ふれそうなくらいに詰つめ寄られていた状態から、ようやくで一歩下がってくれた。秋晴はホッとして、息苦しさから逃れられたと首元に手をやる。

　と、落ち着く前に鞄かばんを持ったままの朋美が辿たどり着き、いつもながら見事な優等生っぽい笑顔を浮かべた。

「おはようございます、セルニアさんに秋晴くん。朝から随ずい分ぶんと楽しそうですね？」

「おはようございますわ。けれど朋美さん、まだ少し寝ね惚ぼけていますの？　あれが楽しそうに見えるだなんて」

「まあ。誰が見ても同じ感想を口にすると思いますよ？」

　澄すました顔でそう言う朋美に、セルニアが微かすかに唇くちびるを歪ゆがめるのが見えた。相変わらずの仲の悪さで、出来るなら自分のいないところでやって欲しい。

　火に油を注そそぐとさらに厄やつ介かいなことになるので、秋晴はなるべく静かにしていようと第三者ポジションを心がける。出来ればこの場から離はなれたいけど、朋美とセルニアの位置取りがさりげない脱だつ出しゆつを阻はばんでいるので、そこまでは無理。

　気配を消せないものかなー、と秋晴がかなり真しん剣けんに考えていると、朋美の視線がセルニアの手元へ移るのが見えた。

「──あら？　もしかして、それはバレンタインのチョコレートですか？　秋晴くんに？」

「ッ、貴女あなたには関係無いでしょう!?」

　流石さすがに鋭するどい……というか、今日きようという日にあんなあからさまなプレゼント包装をした物を持っていれば、朋美でなくても気付くはずだ。そこを見て見ぬ振りしないところが流石っていう方が正解かもだ。

　優等生モードのままの幼馴染みは笑顔のままで、秋晴にとっては逆にそれが怖こわい。

　たぶん、何かを企たくらんでいる。直感と経験で分かる、あれは盛大に何かをやらかす前だ。

　……ただ、ちょっと気になるのが…………頬ほおが微かすかに赤く染まっていた。あれは少し入れ込み気味、というか、緊きん張ちようしているようにも見える。裏表があることを知っている自分だから分かる、程度のものなんだろうけど、普段の朋とも美みならまずそんな気配さえ出さないはずだ。

　これはどういうことなんだろーかと秋あき晴はるが疑問を抱いだいていると、朋美の目がこちらへと向いた。あくまで普段通り……を意識しているんだろうが、瞳ひとみからは隠かくしきれない意気込みが溢あふれている。

「あの、秋晴くん。少しいいですか？」

「俺おれは……別に、大だい丈じよう夫ぶだが」

　一いつ瞬しゆん、返答に迷ってちらりとセルニアを見たけど、割り込んでくる様子は無いので頷うなずくことにした。

　貰もらったばかりのチョコらしき包みを手にしたまま……というのが微び妙みようだが、用があるなら早く片付けた方が良い。もうそろそろ登校してくる生徒も多くなるから、もたついていると目立ってしまいそうだし。

　しかし何の用なんだろうと、秋晴はたじろぎつつ幼おさな馴な染じみの表情を窺うかがう。

　さっきのセルニア程ほどではないものの距きよ離りを詰つめた朋美は、澄すました笑顔を少しだけ真ま面じ目めなものに変えて、上うわ目め遣づかい気味にこちらを見てくる。

「昨日きのうはどうもありがとうございました。あれからたくさん考えて、秋晴くんのアドバイスをわたしなりに活いかして先方に伝えたところ、無事に結論は出たようです」

「そっか、それは良かった」

「ですから昨日のお礼も兼ねて、わたしからもバレンタインデーの贈おくり物をしようと思ったんです。でも、思い立ったのが昨日で、外出する暇ひまもあまりなくて……」

「あー……別に俺は、」

　秋晴は『貰もらえなくても気にしない』と言おうとしたが、その前に朋美が二にの腕うで辺りを掴つかんできて、思わず声が止まる。

「代わり、という訳じゃ無いですけど」

「……え？」

　視線も反射的に、掴まれた腕に落ちていて──だから、反応が遅れてしまった。

　秋晴が顔を上げ直した時、見慣れているはずの朋美の顔がすぐ目の前にまで迫っていて、




　チュ、という小さな音と共に、柔やわらかな感かん触しよくが口元に触ふれた。




　……すぐに離はなれた幼馴染みの顔を見ながら、秋晴は呆ぼう然ぜんとしてしまう。

　実際に触れていたのは一いつ瞬しゆんで、声をあげる間もなかった。

　ただしその僅わずかな時間のインパクトは絶大で、頭の中が真っ白になっている。

　それは秋晴だけではないようで、朋美の向こうに見えるセルニアも愕がく然ぜんとした表情になっていた。

「とっ……朋とも美み、さん…………貴女あなた、今っ……！」

　口をパクパクさせて、具体的に何をどうしたまでは言えずにいるけど、言いたいことは伝わって来る。自分も似たような状態だから、尚なお更さらだ。

　ショックが大きくてまだろくに頭が動かない秋あき晴はるが見ている中、朋美は変わらない笑顔のまま頬ほおを赤く染めて、

「とりあえず、これがバレンタインの贈おくり物になりますが……もう一つ、いいですか？」

「な、なんっ……何だよ……!?」

　怪かい談だんか肝きも試だめしでビビリまくった時みたいな反応になってしまったが、教室にいる誰からも笑い声は漏もれなかった。秋晴自身も含めて、全員がこの展開に呑のまれてついていけずにいる証明みたいなものだと思う。

　そんな中、一人でペースを握にぎっている朋美は両手を胸の上で重ね、小さく深呼吸をする。

　僅わずかな沈ちん黙もくの後、スポットライトに照らされた舞台女優みたいに皆の視線を集めた幼おさな馴な染じみは、口元に微かすかに笑みを残しつつ真ま面じ目めな表情になり……




「わたしと──お付き合い、してくれませんか？」




　サプライズプレゼントのショックすら霞かすむような、とんでもない発言を口にした。
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　ピト、と冷たい何かが額に乗り、日ひ野の秋あき晴はるはぼんやりと目を開いた。

　開かれたカーテンから差し込んでいる日差しの眩まぶしさに庇ひさしを作ろうと顔の前に手をやると、髪かみ以外の感かん触しよくがあることに気付く。

「んぁ…………タオル……？」

　指先で摘つまんでみると、額に乗っていたのは水気の少ないよく絞しぼられたタオルで、しかも柄がらは水玉模様。

　自分の持ち物じゃない、と気付くのとほぼ同時に、横からひょこっと視界に入ってきた人影があった。

　目だけ動かしてその人物を確認すると、従育科制服に身を包んだルームメイトの大だい地ち薫かおるが心配そうな顔でこちらを見て、

「……すまない。起こしてしまったか？」

「あー…………っと……」

　たぶん起きた切っ掛けはタオルを乗せられたことだと思うから、大地がしたのなら頷うなずき返すのが妥だ当とうだ。

　だが秋晴はそうせずに、

「や、もう朝だろ。どうせもう起きないとヤバい時間っぽいし……」

　窓から見える景色けしきが二月の早朝にしては明るいことと、大地が既すでに制服に着替え終おえていることから、普段起きる時刻よりはかなり遅い気がする。

　なので秋晴はさっさと顔を洗って朝の準備をしてしまおうと体を起こそうとした……のだが、大地に手で肩かたを押さえられてしまった。

「……寝ていろ。まだ起きない方が良い」

「はい？　起きない方がって、もう……ほら、七時半を過ぎてるし」

　枕まくら元もとに置いていた目覚まし時計を手探りで取ってみれば、ゆっくりしていると朝飯を食べ損ねる危険まである時間だった。

　疑問の視線を投げる秋晴に、大地はこちらの肩を押さえたまま、もう片方の手を差し出してくる。

　その手に握にぎられていたのは、

「……体温計？」

「計れ。熱が下がっていなければ、起きることは許さない」

　そう言って、押しつけるように渡された。

　何秒間か手に握らされた体温計を眺ながめていた秋晴は、ここは言う通りにするべきだろうと小さく頷うなずく。そして耳に付けるタイプの体温計のスイッチを入れて、ここら辺だろうと適当に押し当てる。

　すぐに『ピピピッ』という電子音が鳴ったので、何度だったか確認しようと目の前に持って行く……が、表示を見る前に大だい地ちの手が伸のびてきて、体温計を奪うばわれた。

「…………三十八度一分……」

「……意外と高いな」

　それでも昨日きのうよりは低いし、体も楽になっている。咳せきが出る様子は無いし、ちょっとぼーっとはするけど頭痛も無いから、体育以外の普通授業なら受けられそうだ。

　と、秋あき晴はるが登校を決めて起きようとした時、大地が険けわしい目で睨にらんできた。

「今日きようは休め。教師には僕ぼくから伝えておく」

「え？　いや大だい丈じよう夫ぶだって。無茶さえしなければ、学校くらい行けるぞ」

「その熱で動くこと自体が無茶だ。少し下がったとはいえ、体調が戻もどった訳じゃない。むしろ体力は落ちているはずだから、治るどころか悪化するだけだと思う」

「それは……ほら、いざとなったら保健室で休ませて貰もらうって手もあるし。始めから休むって決めるほどじゃ──」

「また昨日みたいに倒れるぞ」

　こちらの言葉を遮さえぎっての一言に、秋晴は何も返せなくなってしまう。

　大地の目は真しん剣けんそのもので一ミリも譲ゆずらないと語っているし、言っていることも尤もつともだ。

　特に昨日の醜しゆう態たいを持ち出されてしまうと、もうどんな言葉もペラペラな薄うす紙がみよりも説得力が無くなってしまう。

　おまけに、このやり取りには軽く既き視し感かんがあるし。

「……前とは立場が逆だな」

「そうだ。僕が倒れる前に言っていたことを、思い返して自分に言い聞かせるといい」

　大地が体調不良を起こして授業中に倒れた日のことは、まだ記き憶おくに新しい。あの時、口くち煩うるさく説教っぽいことをしてしまった以上、ごねるのも虚きよ勢せいを張るのも意味がなさそうだ。

　なので秋晴は諦あきらめの吐と息いきを深々と吐ついて、

「…………仕方ない、か……」

　浮かしかけていた頭を枕まくらに落とし、ズレたタオルの位置を直す。

　白はく麗れい陵りように転入してから病欠するのは初めてだけど……よくよく考えてみたら、昨日あんなことがあったから学校に行くのに多少の躊躇ためらいも出てきた。

「あー……どうしてこんなことになってるんだろうなー……」

「…………知るか、馬鹿」

　思わず漏もれた呟つぶやきにルームメイトのやけに辛しん辣らつな言葉が返ってきて、秋晴は大きなため息を吐いた。

　そして、声に出さず胸の内で呟く。

　やっぱり昨日のアレが尾を引いた結果なんだろうな──と。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




「──それで、どういうことでしょうか？」

　奉ほう仕し活動の予定もなく、本来ならゆっくりのんびり過ごせるはずの昼休みは、えらい緊きん張ちよう感を伴うものになってしまっていた。

　授業が終わった直後に流れた放送で理事長室に呼ばれた秋あき晴はるは、直立不動で藍あい色いろのメイド服を着た深み閑かんの前に立たされ、胃が痛くなるようなプレッシャーに泣きたくなる。

「や、だから俺おれも良く分からないというか……当然すぎて、何が何やらで……」

「説明になっていません。簡かん潔けつに、分かり易やすく話すように」

「そう言われてもなぁ……」

　当事者とはいえ、仕掛けられた側なので詳くわしい説明が出来る程ほどに流れを把は握あくしている訳じゃ無い。……というか、その辺りが完かん璧ぺきならここまで悩まないって。

　呼び出しが無ければゆっくり昼食を摂とれたかというと、たぶん無理だ。今け朝さの出来事がショック過ぎて、食欲なんてどこかに消え失うせている。それに知り合いのお嬢じよう様方や従育科連中から質問攻せめがきたんだろうから、そういう意味では教師からの呼び出しという逃げる理由があって良かった。

「えー、いいじゃないですか。ここはポロッと言っちゃいましょうよー。先生、噂うわさを聞いた時からずっと気になってるんですから！」

　……まあ、ここに一名、野や次じ馬うまと何ら変わらない人もいるけど。

　広めの部屋で一ひと際きわ存在感のある大きなデスクに身を乗り出して、キラキラと無む駄だに目を輝かしている理事長の天てん壌じよう慈じ楓かえでは、興こう奮ふんしているのを隠かくそうともしない。本当にこの人、深閑と同い年なんだろーかと疑いたくなる行動だ。

　見た目だって、大して頑がん張ばらなくても高校生で通じる幼いものだし。キチッとした白いレディーススーツに身を包んでいなければ、どう考えても遊び盛りの未成年だよ。

「もうっ、秋晴さんってば引っ張りますね〜。折せつ角かく呼び出したんですから、ここはもう事情通でも知らない情報まで言っちゃってくださいよ」

　……訂てい正せい、外見だけじゃなくて頭の中身も未成熟だ。というか、呼び出されたのって理事長のゴシップネタの為ためなのか。

　秋晴がどうしようもない蟠わだかまりを抱かかえていると、

「……理事長。お戯たわむれはその程度にして下さい」

　深閑が銀フレームの眼鏡めがね越しに楓を睨にらみ付けてからこちらに視線を戻もどし、ゆっくりと薄うす紅べに色いろの唇くちびるを開くのが見えた。

「貴方あなたを呼び出したのは他ほかでもありません。キチンと現状の把は握あくが出来ているかどうかの確認、そして忠告の為ためです」

「深み閑かんちゃん深閑ちゃん、そんなことより秋あき晴はるさんの素敵な恋バナを──ひぁっ!?」

　再度鋭するどく睨にらまれた理事長が怯おびえてデスクの下に隠かくれたので、会話の邪じや魔まをする人物はいなくなった。

　とはいえちっとも安心出来る状況ではないので、秋晴は多少なりとも気を引き締しめて、メイド服の従育科教師に訊たずねる。

「一応、確認の為に訊きくが……今け朝さのことに関係する話だな？」

「ええ、そうです」

　小さく頷うなずいた深閑はいつもの氷の無表情で、




「今け朝さ、日ひ野のさんが彩さい京きよう朋とも美みさんに告白された件に関してです」




　さらりと、忘れたくても忘れられない一件を口にした。

　──朝の、まだ教室に来ている生徒が半分にも満たない早い時刻に起きた、突とつ然ぜんすぎる朋美の行動。

　まさかあの朋美から……ああも人目を選ばずにキスをされて、しかも『付き合って』などと言われるだなんて、ちっとも予想していなかった。

　二人きりなら捨て身の冗じよう談だんという可能性だってあったけど、クラスメイト達の前での行動なので、恐おそらく本気だ。

　でも──あの朋美が本気で自分と付き合いたいと思っているだなんて、秋晴には簡単に受け入れられないことでもある。

「……さっきも言ったけど、どういうことなのか俺も本当に分からないんだよ。そりゃあ朋美とは仲良くやっていたつもりだが、告白されるなんてちっとも想像してなかったし……」

「貴方あなたと彩さい京きようさんは幼おさな馴な染じみでしょう？　以前から好意を持たれていた、ということは無いのですか？」

「や、全然。向こうにとっては今も昔もからかい甲が斐いのある玩具おもちやって感じだと思うぞ」

「でもー、そんな相手に告白なんてしませんよ〜？」

　間ま延のびした声の楓が言うことは尤もつともで、秋晴は口を噤つぐむしかない。

　朝の告白から朋美と話す時間は取れていないので、相手の真意を確かめることも出来ていないのが痛かった。

　まあ今までの感じだと、呼び出しを食らわなくても昼休みに話す時間は取れなかっただろうけど。朋美は休み時間の度たびに上育科女子連中に囲まれていたし、さりげなく避さけられていた気もするので、話せるのは早くても放課後になりそうだ。

　それに……問題は、朋美だけじゃない。

　噂うわさ話ばなしはあちこちで広まっていて、特別教室に移動する時なんて上級生まで自分のことを興味津しん々しんな目で見てきたし、話し声の一部は秋あき晴はる自身の耳にまで入ってきている。

　どうやら噂になっているのは『あの彩さい京きよう朋とも美みが従育科生に告白をした』こと以外にもう一つあって、それが噂の拡散速度に拍車をかける要因になっているっぽかった。

　教師陣じんにどれだけ噂が届いているのかは知らないが、わくわく顔の理事長はさっきの恐きよう怖ふをもう忘れたのか倒れ込むようにデスクの上に乗っかり、

「それとそれと、彩京さんが告白する前にセルニアさんがチョコらしき物を渡そうとしていた、って目もく撃げき情報もありますよ？　そっちはどうなっているんですかっ？」

「……どうって何だよ、どうって」

「ですからほらっ、『どっちを取るの?!』みたいな感じになったんじゃないんですか!?　もしくはもう既すでにお二人は付き合っていて、そこに告白されて修しゆ羅ら場ばになったとか?!」

　嬉うれしそうに話すけど、正直何だその展開って言いたい。特に二つ目の方。

「どう聞いたのか知らないが、そんなことにはなってないっての。何だよその二次元世界に頭が浸しん食しよくされきった発想は」

「あはは、秋晴さんってば何を言ってるんですか〜。先生が昨日きのうプレイしていたゲームなら、もう今頃は二人で体育用具入れの倉庫の中で運動会ですよ？」

「『何を言ってるんですか』ってあんたの方だろ!?　教育者がする発言として底辺越えの深海一直線コース級のことを平然と言ってんなよ！」

　抗議の声をあげて、秋晴は大きく吐と息いきを吐つく。やっぱ駄だ目めだ、この理事長。大人おとなとしてとか教師としてとかそういうレベルじゃなくて、人として。

「──理事長には後で念入りに反省して貰もらうとして、本題を進めます。宜よろしいですね？」

「……そうだな。だらだら話していたら午後の授業が始まりそうだし」

　言いたいことはたっぷりあるが、ここは流そうと秋晴は頷うなずく。笑っていた楓かえでが「……え、反省を念入りにって…………み、深み閑かんちゃん……!?」とみるみる不安色に染まっていくのが見れたから、ちょっと溜りゆう飲いんは下がったし。

　仕切り直すように銀フレームの眼鏡めがねの位置を直した深閑は、質問一杯の視線を送る理事長は完全無視して秋晴の方を見る。

「事実関係を纏まとめますと、三点ですね。『交際を申し込まれた』ことと、『まだその返事はしていない』こと」

「他ほかに何かあるか？」

　セルニアがチョコを渡そうとしていた件かな、と思いかけた秋晴の想像が読めたのか、深閑は小さく首を横に振り、

「三点目は──『既すでに学院内に噂うわさが広まっている』、ということです」

「ああ、なるほど…………って、それは重要なのか？」

　一年生のみならず、上級生も、そして深み閑かんや楓かえでも知っていたんだから、もうかなり浸しん透とうしているんだろう。

　けど、実際に目もく撃げきしたのは十人に満たない人数だし、あくまでも流れているのは噂うわさだ。まだどうこうなった訳じゃない。

　だから告白された自分が問題にするのはともかくして、わざわざ深閑が挙げる理由が分からず、秋あき晴はるは眉まゆを顰ひそめる。

　こちらの反応はある程度予測していたのか、深閑は仕方ないとでも言うように微かすかに眉み間けんに皺しわを寄せて、

「既すでに噂が広まったということは、今後は貴方あなた達が一いつ緒しよにいるだけで注目を浴び、その情報がまた噂として広まる……という連れん鎖さが予想されます」

「ぅ、え？　そ、そこまで大事にはならないだろ？」

「普通の高校生同士ならばそうでしょう。しかしここは白はく麗れい陵りようで、日ひ野のさんは数少ない男子生徒──そして従育科生です。話題の材料としては申し分ないでしょう」

　言われて、ようやく秋晴は理解した。

　朋とも美みは上育科のお嬢じよう様で、こっちは従育科生だ。同じ生徒の枠わくでも一いつ緒しよくたに出来ない、圧倒的な格差がある。高級なスポーツカーと手押しのリヤカーを『どっちも車輪がついた仲間』って言い張っても、絶対誰も納得してくれないのと同じくらいに大きな違いだ。

　勿もち論ろん、秋晴個人としては、従育科生だからといって卑ひ屈くつな態度を取ったりしないし、授業や奉ほう仕し活動の関係ないところで上育科生に謙へりくだったりする気も無い。

　……けど、何がどう問題なのかってことくらいは理解出来る。

「上育科一年生の中でも一際存在感のある彩さい京きよう朋美さんが従育科生の日野さんに告白をしたというのは、すぐに掻かき消えはしない抜群の話題性を持っています。そしてその場で結論が出なかった以上、結末はどうなるのかと今後の動向には注目が集まるでしょう。少なくとも三学期の内に収束するとは思えません」

「…………そこまで、か……」

「そうです。そしてこれは生徒達の間だけで密ひそやかに囁ささやかれる話題ではないはずです。恐おそらくは一両日中に学外へ漏もれ、保護者や上流階級の耳聡ざとい方々に知られるでしょう。残念ですが、この手の話題は箝かん口こう令れいを敷しいたところで無意味ですし」

「や、無意味ってことは無いだろ？　そりゃあ我が慢まん出来ずに言うヤツは出るだろうけど、何もしないよりは……」

「いいえ、間違いありません」

　こちらの言い分に、深閑は静かに首を横に振る。しかも珍めずらしくいつもの無表情が崩くずれて、何やら労いたわしそうに目を伏せて。

「あ〜、そういえばわたし達の代でもありましたねぇ。笠かさ木ぎさんと篠しの塚づか先生の駆かけ落おち未み遂すい、翌日にはどこの親も知ってましたっけ。なんだか懐なつかしいなぁ……」

「感かん慨がい深げなところ悪いんだが、教師と生徒の駆かけ落ちか？　それって大問題だろ」

「未み遂すいでしたから、そんなに大事にはならないはずだったんですよー。何しろ駆け落ちの手段が彼女達のよく利用していたハイヤーで、それとなく察したお抱かかえの運転手さんが気を回して連れん絡らくして、一時間ちょっとで逃とう避ひ行こうは終了してしまったらしいですし」

「……なんつーぐだぐだな……せめて電車使えよ」

「どちらも身元はお金持ちの令れい嬢じようですから、切きつ符ぷの買い方も電子マネーのチャージ方法も知らなかったみたいですよー。先生なんて電車を乗り継ついで中なか野のにも秋あき葉は原ばらにも行けるっていうのに、意外と駄だ目めな人が多いんですよね〜」

「それはまた…………って、令嬢？　どっちも？」

「片や綿わた菓が子しのようにふわふわした髪かみと愛らしい容姿の女の子、片やスラッと背の高い長ちよう髪はつの麗れい人じんで、傍はた目めから見ても良いカップルだったんですけどね〜」

　てっきり男性教師が堪こらえきれずにやらかしたんだと思ったら、衝しよう撃げきの同性展開だった。しかもお粗そ末まつ逃亡劇ってことも考えれば、スキャンダルではあってもそこまで大問題にはならずに終わりそうな気もする。……や、個人的感想としては、『白はく麗れい陵りようって昔からそんなカオスな学校だったのか』ってドン引きだけども。

　ともあれ、

「その噂うわさには箝かん口こう令れいが敷しかれたけど、あっさり学外にも広まった、と？」

「ですよー。誰にも言わなかったのって、たぶん外にお友達がいなかった深み閑かんちゃんくら──ひぃあっ!?」

　懲こりずに軽口を叩たたいた理事長に、今度は視線じゃなくて万年筆が投げられていた。しかもだらしなく机に顎あごを載のせていた、その顎先に刺ささるように。

　三度デスクの陰かげに楓かえでは隠かくれるけど、見ていた秋あき晴はるもかなり怖こわい。だって二人とも視界に入っていたのに、深閑が投げた時、微かすかに右手の辺りが動いた程度にしか把は握あく出来なかったし。そんな動きで雷らい光こうみたいに万年筆を飛ばすって、どれだけ暗殺技能に優れてるんだよ。

　勿もち論ろん、秋晴が怖こわがる理由は……ひょっとしたら、この話の流れ次第では、威い嚇かくじゃなしにその身で万年筆を受け止めることになるかもしれないからだ。

　俄にわかに緊きん張ちよう感が増して、軽い頭痛までしてきた。けど、体調不良を理由にこの場を抜けるなんて許されないだろうから、何とか迂う闊かつな発言をしないよう気をつけるしかない。その上、都合の良いセリフを並べても、口先だけだと見抜かれた瞬しゆん間かんに即席の万年筆立てにされてしまうので、上う手まく誤ご魔ま化かすのも難しそうだ。

　覚かく悟ごを決めて迎げい撃げき態勢に入った秋晴に、深閑は底冷えするような声で言ってくる。

「……話を戻もどします。噂うわさ話ばなしが白麗陵の外に漏もれてしまうのは止められません。そしてただの告白だけで終わるならともかく、もし交際することになれば、保護者や卒業生の方々が黙だまってはいないでしょう」

「やっぱり、そうなるのか？」

「推測の域は出ませんが、ほぼ間違いないと思われます」

　名めい探たん偵ていより鋭するどい印象の深み閑かんが言うと、そうなんだろうなという説得力がある。後ろでデスクの陰かげから頭だけ出して様子を窺うかがっている理事長とはえらい違いだ。

「そこで万が一、従育科の存続に関わる程ほどの大問題になった時のことですが……」

「…………」

　声の調子は変わらないが、内容が内容なので一気に深刻さが増した感覚があり、秋あき晴はるは無意識に奥歯を噛かむ。

　そうなった場合は……というより、そうなる前に対処されるはずだ。勿もち論ろん、一番ダメージの少ない切り離はなし方で。

　なら、そんなことになる前に自分が取るべき選せん択たく肢しは──と、秋晴が考え始めた矢先。

「あー、秋晴さんは別に気にしなくても大だい丈じよう夫ぶですよ〜？」

　底抜けに朗ほがらかな、これっぽっちも責任の重さなんて感じられない軽い声が聞こえてきた。

　発言者は当然理事長で、そんな馬鹿な、と秋晴は楓かえでを凝ぎよう視しする。気にしなくていいとか、そんな訳ないはずだ。

　なのに、何な故ぜか照れたように笑みを溢こぼした楓は、

「学生の本分って、学んで遊んで恋愛することだと思うんですよね〜。同じ学生さんですし、大人おとながあれこれ言って止やめさせたり文句言ったりするの、間違ってますからー」

「……いやでも、白はく麗れい陵りようでそれは無理じゃないか？」

　朋とも美みの親は何も言わないかも知れないが、他ほかの親は『もし自分の娘むすめが同じことになったら』と思って、転校させる可能性まであるはずだ。

　白麗陵のブランドイメージも、長年築き上げてきた信頼も、全すべてが一気に地に落ちるかもしれない。

　秋晴が危き惧ぐしていることくらい、いくらボンクラでも楓だって分かっているはずだ。

　それなのに相変わらずの、いつもの軽い調子で、

「でもほら、今の理事長ってわたしですから。退任要求にしたって、お祖ば母あ様が生きている内にそんな度胸のいることが出来る人って、たぶんいないでしょうし〜」

「それは……名指しで任されたから、か？」

「というより、お祖母様も反対はしないからですよー。そもそも共学化も従育科制度も、お祖母様の意見で始まったことですもん。ねっ、深閑ちゃん？」

「……この程度の問題は織り込み済み、ということです」

　楓に振られて、深閑が重々しく頷うなずいて見せた。

「無論、推すい奨しようされる事態ではありません。ただ、由ゆ々ゆしき問題と教師陣じんと経営陣が動く程のものでは無いのです」

「……そう、なのか？」

「はい。これが未成年にあるまじき不純異い性せい交遊に発展した場合は話が別になりますが、ただ交際する……というだけならば黙もく認にんします。校則にも『男女交際の禁止』という項目はありませんので」

「え、だって名門校だろ？　そういうの有りそうなもんなのに」

　とても意外な事実に秋あき晴はるが声を上げると、更さらに意外なことに、あまり役に立たない人物として有名な理事長が得意気に説明を始めた。

「名門お嬢じよう様学校だったから無いんですよ〜。昔は通っている生徒さんの半数近く、当然のように許嫁いいなずけがいたみたいです。だから逆に、その手のことはあまり校則に書かないで触ふれずにいたんじゃないですかね〜」

　そう言われると、何となく納得出来る。お茶を濁にごすって言葉がこういう時にピッタリだ。深く突つっ込まないでグレーゾーンに置いておけばセーフ、みたいな感じで。

　しかしそうなると、余計に分からなくなることが一つ出てくるので、秋晴は素直に疑問を口にした。

「それじゃ、さっき言ってた『従育科の存続に関わる大問題』とかいうのはどういうケースなんだよ？」

「男子生徒が女生徒を懐かい妊にんさせてしまう、複数の生徒との同時交際が発覚する等、倫理的に問題があるケースです。この場合は言ごん語ご道どう断だん──勿もち論ろん、責任は当事者にとって貰もらうことになるでしょう」

　言って、深閑の目が冷たい光を帯びる。秋晴は反射的に背筋を硬かたくするが、すぐに首を横に振って、

「いや待て俺おれはそんなことしないからなっ?!　というか、極端すぎるだろ!?」

「年頃の男女ですから、無いとは限らないでしょう？　特に日ひ野のさんの場合、潜せん在ざい的な部分も含めて危険度は高いです」

「なっ……俺の評価ってどうなってるんだ?!」

「フレイムハートさんにも贈おくり物ものを貰もらいかけていた、と聞いています。他ほかにも、今まで何度となく女性関係の噂うわさが流れたことは無視出来ません」

「あ、そういえば去年ですけど、雪山で遭そう難なんして、深み閑かんちゃんと古典的な体の暖め合いをしたって噂うわさもありまっ──ひぃぃっ?!」

　ザクザクと目の前に五本の万年筆が突つき刺ささったことで理事長が隠かくれ、平へい穏おんが戻もどった。……でもよくよく見ると、珍めずらしく深閑の顔が少しだけ赤くなっている。

　凍こおり付いたような無表情がデフォルトだけど、意外と初う心ぶというか、やっぱり女子校育ちで男絡がらみの経験が少ないから恥はずかしさを隠かくしきれないんだろう。普段とのギャップと合わさってとんでもなく可愛かわいいんだけど、ちょっとでも疚やましい考えがあると見み透すかされれば、この後の授業で煩ぼん悩のうどころか命が無くなるくらいのハードワークを課せられるかもしれない。

「──とにかく」

　取り繕つくろうように咳せき払ばらいする時みたいに口元に握にぎった手をやった深み閑かんは、いつもより若じやつ干かんだけど迫力の少ない視線を秋あき晴はるへ飛ばし、

「彩さい京きようさんの告白をどうするかは日ひ野のさんの自由です。それが直接の原因で退学になる、ということはありません。ただし……」

「……ただし？」

「結果次第では白はく麗れい陵りようの名に多少なりとも傷がつくことになります。その場合、日野さんにはペナルティとして生なま半はん可かな成績での在学及び卒業は認めません」

「えっと……それってどういう意味だ？」

「在学中に交際をするのならばそれなりの覚かく悟ごが必要、ということです。最低条件として普通学力で学年五位、従育科科目で三位以内をキープ……といったところでしょうか」

　随ずい分ぶんと厳しい数字を聞かされ、秋晴は思わず眉み間けんに皺しわを寄せる。

「……かなりキツくないか？」

「当然です。それくらいのことが出来なければ、他ほかの生徒や関係者に対して示しがつきません。むしろこれでも甘あまい条件ですよ」

　言って、それから深閑は「尤もつとも、」と付け足した。

「誰にも知られることなく交際が出来るというなら、それはそれで構いません。……が、既すでに日野さんの状況では無理でしょう。ですから、しっかりと考えて下さい」

「考える、か……」

　それはつまり、安あん易いに『告白されたからお試しで付き合ってみる』みたいな真ま似ねはするな、という釘くぎ刺さしだろう。

　ただ、秋晴はそんな深閑の言葉に素直に頷うなずけない。

　忠告してくれるのは有り難いし、リスクを背負ってくれるという学院側の覚かく悟ごには、ちょっと感動さえ覚える。普通、そこまでしてくれるなんて無いはずだ。

　それでも首を縦たてに振れないのは簡単な話で……要は、どうすればいいのか、全然まとまっていないからだ。

「……とりあえず、私の方からは以上です。質問、相談があれば授業時間外に受け付けますので、隣りん室しつの準備室を訪ねるか、いない場合は事務室か職員室から呼び出しを頼んで下さい。いいですね？」

「っ、ああ。忘れないようにする」

　確認の言葉に慌あわてて返事をしたが、たぶんこれは見透かされている。自分の迷いとか未熟さとか、色々なことを。

　本当に深み閑かんには迷めい惑わくを掛けっぱなしで申し訳ないと、秋あき晴はるは改めてこのメイド服の教師に感謝する。

　それでも頭の片かた隅すみから中央までを元気に反復横跳とびしている告白問題の陰かげがちらついて、ズキズキとこめかみが痛み出した。寛かん容ように見守ってくれる大人おとな達に応こたえる為ためにも頑がん張ばらないといけないっていうのに、不ふ甲が斐いない。

　頭を下げてから理事長室を出た後、もうこれ以上格好の悪いことは出来ないと秋晴は昼食を摂とらないまま懸けん命めいに考え、それから午後の授業に参加して──

　授業の終しゆう盤ばんに倒れて保健室に運ばれるという、さらに格好の悪い様さまを晒さらすことになった。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




　──思い出していた昨日きのうの出来事に、秋晴はベッドの中で身を捩よじった。

「…………まさかすぐに醜しゆう態たいを晒さらすことになるなんてなー…………はぁ……」

　もう朝から何度目になるか分からないため息を吐ついて、

　目覚まし時計を見れば、もう昼休みだ。今日きようは食堂で奉ほう仕し活動のシフトが入っていたけど、大だい地ちが代わりに出てくれる運びになっている。

　本当に、大地には助けられてばっかりだ。朝だって遅刻ギリギリの時間まで甲か斐い甲が斐いしく世話を焼いてくれたし、自分も休んで看かん病びようしようかとかなり真しん剣けんに悩んでいたし。

　流石さすがにそこまでして貰もらうのは悪い上に、頭がぼーっとして体は重いものの辛つらくて仕方ないって程ほどでもないから、登校して貰ったけど。

　昨日きのうだって倒れたとはいってもすぐに目を覚まして、付き添いはいたものの自分の足で保健室まで行けたし。保健医の先生には『体調不良と疲れが主な原因』と言われたから、特別何かの病気って訳でもない。まあ、体力が落ちている状態で風か邪ぜとかの病気に罹かかりやすいから気を付けるようにと注意されたから、こうして休むのは正解なんだろう。

　実際、特に眠ねむいって訳でもないのに朝から何度もうたた寝しているから、体は休養を求めているんだと思う。

「最近、眠ねむれないことが多かったしなぁ……」

　呟つぶやいて、具体的にそれがいつからだったかを思い出してしまい、秋晴は寝たまま頭を掻かく。

　あのセルニアの告白問題が解決する前に、よもやもう一つ同種の問題が重なるだなんて。予想の範はん疇ちゆうを越えすぎだ。人間の想像力には限界があるっての。

「……にしても、朋とも美みのヤツ…………いつからなんだ……？」

　自分しかいない部屋で呟つぶやいても答えは返ってこないが、たぶん当人には訊きけないので、結局自力で考えるしかない。誰かに相談して分かる内容でもないだろうし。

　折せつ角かくの……というとかなり語ご弊へいがあるけど、平日の昼間にこんなにゆっくりするのは久しぶりだし、考えを纏まとめるには良い機会だ。それに今のままだと、しばらく眠ねむれずに体調不良になってまた倒れるというエンドレス展開になりかねない。

　だから秋あき晴はるは光の点ついていない電でん灯とうを見上げ、額に左手の甲こうを当て、白はく麗れい陵りようで再会した幼おさな馴な染じみの顔を思い浮かべる。

　──朋とも美みのことは嫌きらいじゃないし、気き易やすく付き合える数少ない相手で、もしも違ったシチュエーションで告白されていたら……確信はないけど、七割方はオッケーしていそうな気がする。三割の余地には色々と理由があるが……まあでも、即答は無いか。あんな公衆の面前での不ふ意い打うちだから信じられたけど、そうでないなら絶対に疑って懸かかるから。

　そして今、簡単には答えが出せないでいるのは──もう一人、先に告白された相手がいるからだ。

　ただしセルニアからは『好き』と言われはしたものの、具体的な要求はきていないまま。もしかしたら昨日きのう、バレンタインのチョコを無事に貰もらえていたのなら、その時に何かあったのかもしれないが、過ぎてしまったことなので分からない。

　先に告白されたからどうとか、要求がハッキリ出ているからどうとか、そんなことはあんまり関係無い……はずなんだけど、やっぱり気になる。そもそも何を基準に選せん択たくすればいいのかが難しすぎだ。

「……あー、また熱が上がりそうだ」

　深み閑かんからの忠告を置いて考えるにしても、えらい難題だった。昨日からの高熱も、ひょっとして知恵熱なんじゃないかってくらい悩ましい。

　登校前に大だい地ちが置いていってくれたタオルも、そこに挟はさまれていた氷ひよう嚢のうも、とっくに温くなっていた。冷やすには自力でどうにかしないと。

　まあ立ち上がれないって訳でもないし、そろそろ昼飯の時間だ。あまりお腹は減ってないけど、体調を戻もどすには食べて寝るのが基本なんだから、ちゃんと食べないとまずい。

　ついでに汗あせで少しべたついている肌はだ着ぎも替えようかとシャツを引っ張りながら、秋晴はベッドの横に腰こし掛かけるようにして足を下ろし、一応ふらついたりしないか確かめて……と、していた時。

　パンッ、と勢いよく部屋のドアが開く音が聞こえてきた。

「アキハル、おるかー？　具合はどうなのじゃ？」

「あれ、ピナ？　どうして……」

「見舞いに来たに決まっておろう！」

　偉えらそうに腰に手を当てて言うけど、こっちが訊ききたいのはそこじゃない。

　秋晴は起き上がる途と中ちゆうで落としたタオルを拾って、それを畳たたみながら、

「じゃなくて、鍵は？」

「掛かってなかったぞ。不用心じゃが、白麗陵ならさほど問題ではないかもしれんの」

「……ああ、そういうことか」

　思い出してみると、大だい地ちが出掛ける前に『何かあったら僕ぼくか医務室に電話を入れろ』と言っていた。だから保健医の先生が出張してきてもわざわざ起きて鍵を開ける手間を省けるように、わざと開けていったんだろう。

　一人秋あき晴はるが納得していると、遠えん慮りよ無しに室内に入ってきたピナがベッドにダイブするようにして座り、

「それでどうなのじゃ、具合の程ほどは？　妾わらわが持って来た見舞いの品は食べられるか？」

「まー、そこまで悪くは無い……が、お前が手にしているそれは食べられないな」

「ぬぅ、何な故ぜじゃ?!　折せつ角かくの妾の気持ちを受け取れぬのか！」

「いやだって、体調微び妙みような時にポテトチップスってどうなんだよ。しかも朝から何も食べてないってのに。胃が荒れまくるぞ」

　というか、遊びに来た差し入れの品ならともかく、見舞いの品がポテトチップスっていうのは無いと思う。アニメキャラがプリントされているからお気に入りのアイテムを持って来てくれたんだろうけど、昨日きのうのバレンタインチョコの失敗を学んでないのかこのちびっ子は。

　まあ気持ちは有り難いので、秋晴はお菓子の袋をとりあえず受け取り、立ち上がって自分の机に置く。

「この時間だとまだ昼飯食ってないだろ？　従育科の食堂で良いなら、一いつ緒しよに食べるか？」

「ぬぅ……起きてしまっても良いのか？　安静にしておくが吉きちじゃぞ？」

「体調は良くなってきてるし、食堂なら外に出る訳じゃ無いから平気だろ。それに薬を飲むのに何か食べないとな」

「うむ、それならば相しよう伴ばんに預かってあげるのじゃ」

　言って、ピナは元気良く立ち上がる。

　寝間着のジャージの上からニットのパーカーを羽は織おった秋晴は、携帯電話をポケットに突つっ込み、準備完了。もし大だい地ちから連れん絡らくがあっても、これで大だい丈じよう夫ぶだ。

「それじゃ、行くか」

「うむうむ。要いらぬ邪じや魔まが入らぬ内に行くとするのじゃ」

「おう。……や、待て。邪魔って何だ？」

　普通はそんなの入らないだろうに、妙みような言い方だ。

　こちらの疑問に、ピナは何やら難しそうな表情で腕うで組ぐみをする。

「ここに来る途と中ちゆうに、の。見たのじゃ」

「…………見たって？」

　特別なヒントは無かったけど、何だか猛もう烈れつに嫌いやな予感がして、秋晴はやや頬ほおを強こわ張ばらせて訊たずねた。

　するとこちらの勘かんが正しいとでも言うように、ピナは一つ頷うなずいて、

「トモミとセルニアじゃ。二人で話をしていたみたいじゃが、噂うわさ通りなら……まあ、平へい穏おん無事に済まないかもしれんの」

　──さらに熱が上がってしまいそうな報告に、秋あき晴はるは立ち眩くらみを起こしそうになった。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




「……それで、どういうつもりですの？」

　開口一番に訊たずねたセルニアは、自分を呼び止めて人気のない花園まで連れてきた相手を冷たく睨にらみ付けた。

　これで大たい抵ていの相手なら萎い縮しゆくするか取り乱すかするのに、視線を受けた彩さい京きよう朋とも美みは澄すました笑顔のままで、その余よ裕ゆうがセルニアの苛いら立だちを膨ふくらませる。

　日ひ野の秋晴が──昨日きのうの午後に倒れて結局話が出来なかったあの庶しよ民みんが、今日きようは大事を取って休みということで、午前の授業が終わって早々に従育科寮りようへ向かい……その途と中ちゆうで、セルニアは朋美に声を掛けられた。

　自分を追って来た、というより、たぶんあちらも同じ場所を目指していたのだと思う。

　普段なら『少し話があるんですが、あちらで話をしませんか？』と誘さそわれても、話があるならここで話せと言うだけのこと。

　なのにわざわざついて行ったのは、セルニアも彼女に、人には聞かれたくない話があったからだ。

　だからさっきより少し語気を強くして、もう一度問いかける。

「何か話があるのでしょう？　勿もつ体たい振ぶるようなら、私はもう行きますわよ」

「あら、どちらに？　もしかして、秋晴くんの所にですか？」

　……初しよっ端ぱなからこれだ。相変わらず、挑ちよう発はつの仕方が嫌いやらしい。

　確信があるのだろうに、あの言い方。社交場ではよくあることだけれど、白はく麗れい陵りように通う年ねん齢れいでここまで板についた振る舞いが出来るのは珍めずらしいと思う。

　苛いら立だたしいが、怒おこったら向こうの思い通りになるようで癪しやくなので、セルニアは腰こしに手を当て堂々とした態度で朋美に応こたえた。

「そうですわよ。情けないことに体調を崩くずしたみたいですから、どんな醜しゆう態たいを晒さらしているのか見に行きますの」

「まあ、そうなんですか。それにしても秋晴くん、日頃から鍛きたえているし自己管理は出来る方なのに、倒れるだなんて……原因は何なのでしょうね？」

「どこかの誰かに公衆の面前で告白されたショックではなくて？」

　精一杯の嫌みで返すが、朋美の笑みは崩くずれない。

　むしろこちらの言葉に嬉うれしそうに目を輝かせ、

「確かにそれも原因の一つかも知れませんが、もっと前から調子がおかしかったようにも思いますよ」

「……もっと前から？」

「ええ。たぶん半月ほど前から」

「ッ……！」

　それを聞いて、セルニアは思わず声を漏もらしそうになった。朋とも美みが口にした時期には心当たりがある。

　今から約半月前といえば、一月の終わり頃から二月の頭にかけてだ。

　丁ちよう度どその頃、自分は日ひ野の秋あき晴はるに、




「そうそう、あれはセルニアさんが秋晴くんに告白した後くらいから、ですね」




　──変わらぬ声こわ音ねでの唐とう突とつな言葉に、セルニアは心臓を鷲わし掴づかみにされたようなショックを受けた。

「なっ、どうし……どうして貴女あなたがそれを知ってますの?!」

　問いかけると同時に詰つめ寄ろうとしたものの、足が上う手まく動かなくて、一歩だけ前に出た形になる。

　通学用の革かわ靴ぐつなのが幸いした。普段から好んで履はくヒールの高い靴なら、たぶん転んでしまっていたと思う。それくらい体が、別人の物のように自由が利かなかった。

　混乱しているのは思考の方もだ。疑問と疑念が渦うずを巻いていて、まともに整理出来ない。

　告白をしたことは誰にも言っていないのに、どうしてそれを知っているのか。しかも選よりに選って、目の前にいる彼女が。

　まさかとは思うけれど、秋晴が相談か何かを、

「ああ、勘かん違ちがいしないよう先に言っておきますが、秋晴くんから聞いたのではありませんよ。流石さすがにそこまでデリカシーのないこと、秋晴くんでもしません」

　釘くぎを刺さすように、心でも読んだのかというタイミングで言われる。

　全すべてを掌てのひらの上で把は握あくしているようなこの言動、普段なら頭にきてカッとなるところだ。しかし今ばかりはその刺し激げきに水を差された形で、セルニアは少しだけ冷静さを取り戻もどす。

　……そう、落ち着かないと駄だ目めだ。相手は彩さい京きよう朋美、何が目的なのかも良く分からないこの状況でペースに乗せられると、恐おそらくやり込められてしまう。

　フッ、と短く白い息を吐はき、セルニアはこれ以上動どう揺ようを外に出すものかと腕うで組ぐみをする。

「では、貴女あなたはどうして知っていますの？　私は誰にも話していませんわ」

「簡単です。あの日、偶ぐう然ぜんにも通りかかっただけですよ」

「……フン。嫌いやな偶然もあったものですわね」

　セルニアは皮肉な言葉で返すが、内心ではよく乾かん燥そうした枯かれ葉が燃えているように、胸が熱くなっていた。

　──あんな、勢いだけで何も考えずに言ってしまったのと殆ほとんど変わらない告白を見られていただなんて、恥はずかしい……！

　告白した後で一人になった時に込み上げてきた恥ずかしさと後悔が、リアルに蘇よみがえってきた。もっと優美に、相手に受け入れられやすい言葉を選び気持ちを伝えることだって出来たはずなのに……あれでは一種の脅おどしだ。もしくは、ヒステリーを起こした、と捉とらえられてもおかしくないと思った。

　しかも告白はしたのに、相手の気持ちを確かめることも、自分がどうしたいかも言わないだなんて、自分でも意味が分からない。本当にあれは告白なのかと疑問に感じるくらいだ。少なくとも詩集や映画で語られる告白シーンは、あんな当て逃げのような雑で投げっ放しの内容など一つも無かった。

　だからセルニアはしばらく秋あき晴はるの顔をまともに見られず、結局はバレンタインデーという切っ掛けまで動けずにいた訳だが……

　あれを、見られていた。

　……あんな醜しゆう態たいを、見られていた……！

「──尤もつとも、わたしがいた場所からは全すべてを聞き取れた訳ではありませんので、告白の全容は知りません」

「ッ、そうなんですの？」

「ええ。わたしが聞いた中で知り得たのは、セルニアさんが秋あき晴はるくんに告白をしたことだけです。だから安心してくださいね？」

「…………ッ」

　にこりと微笑ほほえんで、一々余計なことを言ってくれる。

　腹は立つが、それでも少し安心してしまったのは事実なので、下へ手たに否定すると墓ぼ穴けつを掘りかねない。

　だから腕うで組ぐみした手に痛いくらい力を入れて、耐える。ここは我が慢まん、我慢しなければ。

「偶ぐう然ぜんとはいえ大変な場面を目もく撃げきしてしまったものですから、わたしとしても色々と考えるところはありました。クリスマスイヴの、舞ぶ踏とう会かいの件もありますし」

「…………え？」

　出来る限り表情を殺して感情を出さないように、と努めていたセルニアの耳に、聞き逃せない言葉が入って来た。

　去年のクリマスイヴの舞踏会といえば、自分の誕たん生じよう日びであり、従育科の試験が行われた日でもある。

　良くも悪くも複雑な思いをさせられたあの日、選ばれたのは朋美の方だった。

　そのことを言っているのかと思い、セルニアは微かすかに怒いかりを覚える……が、次に聞こえて来たセリフに眉まゆを顰ひそめることになった。

「言い訳になってしまいますが……従育科試験の為ためにセルニアさんが秋あき晴はるくんの手伝いをしてあげていたこと、知らなかったんです。もし知っていれば、あのような無ぶ粋すいな横よこ槍やりは入れませんでした」

「……どういう意味ですの？」

「結果として、試験のパートナーに選ばれたのはわたしでした。ですが、恩や義理を大事にする秋晴くんがセルニアさんを選ばなかったのは、感情ではなく試験の課題に沿って公平に判断したから……でしょうね」

　すらすらと話す内容に、セルニアはもう少しで驚おどろきを露あらわにするところだった。よくもまあそこまで整理して考えられるものだと思う。

　朋とも美み自身にとってマイナスなはずの分ぶん析せきにセルニアは舌したを巻くが、

「だからあれはわたしにとって、アドバンテージにはなりません。不ぶ躾しつけな真ま似ねをしてしまったと恥はじ入り、試験のことがなければ舞ぶ踏とう会かいを休んでしまおうかと思ったくらいです。セルニアさんにも秋晴くんにも申し訳ないことをして……今いま更さらですが、すみませんでした」

　まさかの謝罪に、セルニアは今度こそ驚きを隠かくしきれず、口をポカンと開けてしまった。

　今までの実績を考こう慮りよすれば、何か裏があるのではと勘かん繰ぐりたくなるが……不ふ甲が斐いなさを悔くいるような表情を見ると、本心だと伝わって来るからそれすら出来ない。

　驚きが薄うすれていくに連れて、謝られたことが逆に申し訳ないような感覚に襲おそわれ、セルニアは軽く下した唇くちびるを噛かんだ。故こ意いではないのだろうけれど、調子を狂わされて普段以上にやり難にくくて仕方がない。

「本当に今更のことですわ。もう去年のこと、とっくに過ぎた事こと柄がらを謝られても困るだけですわよ」

「そうかも知れませんね。でも、今だからこそ謝っておかないといけないんです」

「……どういうことですの？」

　やっぱり何か企たくらんでいたのか、と警けい戒かいを高めるセルニアに対し、

「前にセルニアさんがわたしの家に泊とまる機会があった時、言いましたよね？」

　彩さい京きよう朋美は口元に薄うつすらと笑みを戻もどして、声こわ音ねだけは変えずに言った。

「本当に譲ゆずれない物が出来たら遠えん慮りよはしない、って」

「……それが、どうかしまして？」

「自分の中できちんとけじめをつけないと、どこか後ろめたくて躊躇ためらってしまいますから」

　遠回しな含みを持たせた言葉が理解しきれず、セルニアは眉み間けんに皺しわを寄せる。彼女の話がまどろっこしいのは今に始まったことではないけれど、こちらをからかう意図が明確に見えないので、今回は怒おこることも出来ない。

　ただただ戸と惑まどうばかりのセルニアが口を噤つぐんでいると、不意に朋とも美みは俯うつむいて顔を伏せた。

「あの時──セルニアさんが告白するのを見てしまって、わたしも動どう揺ようしてしまったんです。秋あき晴はるくんはどうするつもりなのか、セルニアさんはどうしたいのか……そしてわたしはどう動くべきなのか、不覚にもとても迷ってしまいました」

「……『不覚にも』とはどういう意味ですの？」

「だってあの告白を聞いたのなら、迷わず動くのが最さい善ぜん手てだったはずなんです」

　俯うつむいたまま、キッパリと躊躇ためらいなく言葉が返ってくる。

「あの場では結論が出ていませんでした。秋晴くんは戸と惑まどっていたようですし、セルニアさんもあの様子だと、明あ日す明後日あさつての内に次の行動を起こすとは思えません。なら、その間かん隙げきを突ついて動くのが、出遅れたわたしの出来る最善手だったのは間違いないはずです。……そうだと、確信していたんですけどね」

「では……どうしてそうしなかったんですのよ？」

　勢いだけでやってしまった自分とは真ま逆ぎやくの考えられた計画に、セルニアは当然の疑問を口にする。

　昨日きのうのアレも相当なものだったけれど、今の話の通りに水面下で行動されていた方が、もしかすると困った結果になっていたかもしれない。……何がどう困るのか、具体的には想像したくないので分からないが。

　複雑極まりないもやもやした気分に頬ほおがピクつきそうになるのを、セルニアは奥歯を噛かみ締しめて堪こらえていたものの、聞こえてきた声に自然と注意が引かれた。

「だから、迷ってしまったんです。……本当に動いていいものかどうか、と」

「……意味が分かりませんわ」

「分かり易やすく説明すると、一つは先さき程ほど言った舞ぶ踏とう会かいの件です。知らなかったとはいえあんな真ま似ねをしてしまったわたしが、今度は自覚的に横よこ槍やりを入れるだなんて恥はじ知しらずなことをしまっていいのか……と」

　そう言って顔を上げた朋美は、視線は地面へ向けたまま続ける。

「そしてもう一つは──そこまでするだけの覚かく悟ごと決意が、わたしには見つけられなかったからです」

「……よく分かりませんけれど、必要ですの？　そんなものが」

「ええ、わたしには。セルニアさんのように素直ではないので、どうしても捻ひねくれて考えてしまうんです。だから本当に秋晴くんのことが好きなのか、付き合いたいと思っているのか……ハッキリしないうちは動けませんでした」

「…………それは……」

　呟つぶやいて、セルニアは目つきを鋭するどくする。小こ難むずかしい話に頭がこんがらがりそうになったものの、最後の言葉で要点は掴つかめた。

「つまり……あの庶しよ民みんと付き合いたい、と自覚したということですのね？」

　だから確認の言葉を投げかける。こんなこと今いま更さらで意味は無いかもしれないが、念の為ために。

　すると朋とも美みは視線を上げて、真まっ直すぐにこちらを見ながら微笑ほほえみ、




「いいえ、違いますよ」




　──まさかの、否定の言葉を放ってきた。

　これにはセルニアも唖あ然ぜんとする。そういう流れの会話だったはずなのに、ここで首を横に振る意味が分からない。

「な……じゃあ、どうして……!?」

「積極的に付き合いたいとは思っていません。……ですが、秋あき晴はるくんが他ほかの女性と付き合いだして、それを傍そばから自分が見ていることを考えてみると…………とても苛いら々いらするんです」

「い、イライラ……?!」

「ええ、とても。やっぱり秋晴くんのことは好きですから、誰かと特別な関係になって、自分はその他大勢としか意識されないだなんて──そんなの、無理よ。許容なんて出来るはずがないわ」

　強い意志を感じさせる声こわ音ねに、セルニアは混乱しそうになる。話している内容も内容だが、途と中ちゆうから言葉遣づかいが変わった。しかも目つきが、どことなく不敵な雰ふん囲い気きを漂ただよわせるものになっている。

　それはセルニアの知っているいつもの彩さい京きよう朋美ではない……が、どことなく覚えはある。彼女との勝負事の佳か境きようで時折感じた気配が、これに近かった気がする。

　喉のどの渇かわきに唾つばを飲み込んで、セルニアは恐おそる恐る浮かんできた疑問を問いかけた。

「貴女あなた……もしかして、それが素すなんですの？」

　だとすれば、中等部の頃から三年以上も自分と接してきたあの態度は、全部演技ということになる。そんなこと、常識的に考えれば有り得ない。

　……有り得ないはずなのに、

「ええ、そうよ。でも、口く調ちようが少し違うだけでしょう？」

　頷うなずいた彩京朋美は、あっけらかんと認めてしまった。

　セルニアは今日きよう何度目かの目眩めまいに近い感覚に襲おそわれ、思わずこめかみを手で抑おさえる。そうしながらも目つきは鋭するどくして、とんでもないカミングアウトをしてくれた級友を睨にらんだ。

「……どこか口調が違うだけですのよ。そんなあからさまな強気の態度、普段は見せることのない癖くせに……！」

「あら、他ほかの人達はともかくとして、セルニアさんの前では割と素に近かったはずよ？　あとは家族と、昔のわたしを知っている秋晴の前でもね」

「ッ、だからあの庶しよ民みんは貴女あなたに対して辛しん辣らつな評価を……！」

　ようやく疑問が解けた。つまり秋あき晴はるが過か剰じように幼おさな馴な染じみの少女を警けい戒かいしていたのは、この『彩さい京きよう朋とも美み』を知っていたから。

　そして苛いら立だたしい程ほどに信頼を置いていたのは、自分の前では取り繕つくろわない姿を見せてくれている、という自覚があったからだろう。

　確かに、いつも接している当たり障さわりのない笑顔より、感情がそのまま声と表情に出ている今の方が、ずっとしっくりくる。

「……よくもまあ、三年以上も私を含めて皆を欺あざむき通せましたわね。呆あきれを通り越して感かん嘆たんすらしますわ」

「初めの頃は多少危うい部分もあったわよ？　でも、わたし自身も楽しんで演じていたし、白はく麗れい陵りようにいる限りはＴＰＯを守った方がいいもの。エストーさんのように自由に振る舞うのは、庶しよ民みん育ちのわたしにはちょっと難しいしね」

「フン、どこがですのよ。あれだけ好き放題やっておいて、よくもそんな──」

「好き放題？　ちゃんとセーブしてたわよ？」

「……………………」

　意外そうな声こわ音ねに、セルニアは黙だまり込んで朋美を見やる。……表情から察するに、恐ろしいことに冗じよう談だんじゃなさそうだった。

「まあ、それはいいわ。長くなると誰か来てしまうかもしれないし、話を戻もどすわよ」

「……結局、何が言いたいんですの？」

「さっきも言った通り、秋晴が誰かと付き合っている場面を見るなんて嫌いやなの。……いいえ、それじゃ正確じゃないわね。自分が何もしないまま、そんなことになってしまうのを見たくないのよ」

「貴女あなた、もう少し分かり易やすく話せませんのっ？」

「……これでも噛かみ砕くだいているつもりなんだけどなぁ」

　仕方ないなぁ、とでも言うようにため息を吐つく朋美の姿に激しい苛いら立だちを覚えながら、セルニアは歯は軋ぎしりしそうなくらい奥歯を噛かんで自制する。

　きっとあと少しの我が慢まん、もう少しだけの我慢で話が終わるはず。そうしたら遠えん慮りよなしに怒ど鳴なり散らしてやろうと、淑しゆく女じよらしくない考えでセーブする。

　限界ギリギリの譲じよう歩ほのつもりでセルニアが堪たえていると、朋美は抑おさえた声で「つまりね」と切り出した。

「『あの時、ああしていれば』なんて後悔をしながら他人を羨うらやんだり妬ねたんだりするのは、絶対に嫌なの。秋晴が自分以外の誰かと付き合うとして、その時は敗者の立場でいたいのよ。傍ぼう観かん者しやのまま、ステージに上がることもせずに指を咥くわえて見ているだなんて……そんなの、許せるはずがないわよ」

「……だから告白なんてしましたの？　あんな、皆がいる前で」

「こう見えてもわたしって、臆おく病びよう者ものなのよ。あれくらいやらないと、どこかで言い訳を探して逃げ出したくなるかもしれないから」

　言葉には微かすかに笑うような響ひびきがあったものの、それが自分自身に対するものだと分かるので、セルニアは黙だまって朋とも美みを見つめる。

　あの日──自分が秋あき晴はるに告白した時は、適当に誤ご魔ま化かして逃げてしまいそうになり、そんな自分が許せずに勢いのままに思いを伝えた。……まあ、勢い余って色々とぶちまけ過ぎた気もするけれど、逃げ出さないようにするので精一杯で、言葉なんて選ぶ余よ裕ゆうはどこにもなかったからあれ以上は無理だ。

　形は違えど、目の前の彼女も似たような心境だったのだろう。

　逃げたくなくて、わざと自分から逃げられないシチュエーションを作った訳だ。それがキス、というのはやり過ぎだと思うけれど。

「それから、色々と搦からめ手を使おうかどうかも迷ったけど、止やめておくことにしたわ。選ばれたとしても後ろめたいのは嫌いやだし……恋愛関係って思っていたより面倒なのね」

「搦め手って……例えば、何をするつもりでしたのよ？」

「秋晴とセルニアさんの両方に揺さぶりをかけて、他ほかの生徒達に色々と噂うわさを流して……具体的な例だと、そうね──『フレイムハート家の息そく女じよが執しつ事じ志望の生徒と恋仲になるだなんて、世間体としては良くないことだと思いますけど？』」

　喋しやべっている途と中ちゆうから、トーンを変え口く調ちようも戻もどしてそんなことを言ってきた。不適な微笑ほほえみに意味有りげな視線で、普段の挑ちよう発はつしてくる時の感覚そのままだ。

　反射的に臨りん戦せん態勢になったセルニアは、くっと顎あごを引いて宿しゆく敵てきを睨にらみ、

「何を言うかと思えば、愚ぐ問もんですわ。フレイムハートの家は、例え相手が使用人だとしても祝福してくれますわよ。尊ぶべきは人格と能力、当人同士の気持ちですもの」

「そうでしょうか？　秋晴くんの立場は、とてもとても微び妙みようなものですよ？」

「…………どういう意味ですの？」

「このまま無事に卒業して、執しつ事じとしてどこかに仕つかえることになれば、その家は『フレイムハート家の婿むこ候補を使用人に雇やとっている』ということになります。これがどれだけ上流階級の人達から滑こつ稽けいに見られるか、それは分かりますよね？」

「それは……」

「自分の家に仕えていた相手と恋仲になるのならばともかく、他よ所その家に仕えている相手と恋仲だなんて、ゴシップのネタなどでは済まない騒さわぎになりますよ。かといって、セルニアさんの意向でフレイムハート家で雇うとすれば、『恋人の首に縄なわをつけた』とか『就職先の見つからない恋人を家においてあげることにした』とか、散々な噂うわさが立つでしょうね。その辺りのことまで考えていましたか？」

「ッ……！」

　問われて、セルニアはぐっと拳こぶしを握にぎりしめる。

　当然、そんなこと……………………考えて無かった。

　もし秋あき晴はると付き合うことになって、それが原因で自分の評価が落ちるのは構わない。その程度にしか理解して貰もらえない相手とは到底分かり合えないだろうし、社交界で悪評が立ったところでそんなものは自身の輝きで吹き払はらってしまえば良いと思っていた。

　けれど──もし、家全体の問題になるとしたら？

　父は、祖そ父ふは、きっと笑って許してくれるだろう。しかし評判が落ち家名が汚けがれてしまう可能性は高く……そんなことになると分かって、それでも我が儘ままを通せるかどうか、今のセルニアには自信が無かった。

　もし、もしそれが実現するとしたら──

「……うん、こんな具合ね。実際にやることはまずないけど」

　一転して朋とも美みが砕くだけた口く調ちようで言うので、セルニアは歯は痒がゆさを感じながら口を開く。

「どうして実行しませんの？　私が言うことではないかも知れませんけれど、効果は……」

「いいえ、大したことないわ。ちょっと冷静になれば、殆ほとんど意味の無いハッタリだって簡単に気付くもの」

「い、意味のない……？」

「ええ。だって、いざとなったら秋晴を執しつ事じになんてさせずに、そのまま結けつ婚こんでもして一族に迎え入れれば良いだけだもの」

「……………………ぁ」

　呆あつ気けなく。それはもう簡単に、ポンと解決策を出されてしまった。

　ちっとも思い至らなかったセルニアとしては、不覚にも落とし穴に嵌はまってしまったような気分になる。

　だというのに、朋美は見せつけるように指を折り、

「他ほかにも、格式がどうこうというのなら、数年間エストーさんの所に働きに行かせるのも手ね。小国とはいえ王女様の側そば付つきで仕つかえるのなら、そこらの成金よりもずっとマシな相手だと思われそうだもの。あとは別に執事に拘こだわらないで、金銭面の支援をして介かい護ご士しなり保育士なりになって貰もらうとか？　秋晴が白はく麗れい陵りように来た最大の要因って、『近しい人を助けてあげられる職業訓練を無料で受けられる』ってところだったはずだもの。説得さえすれば、執事でなくてもいくつか候補を挙げて選び直してくれそうだし」

「……よくもまあ、そこまで簡単に案が出ますのね」

「自分で言ったことだもの、対応策くらいちゃんと考えるわよ。元々、一晩も考えればいくらでも答えが見つかる程度のハッタリだしね」

　そうなのかも知れない……が、そんなに簡単なものでもないとセルニアは思う。

　これが他ほかの相手が言ったことならばもう少し落ち着いて考えられたかもしれないが、告げてきたのは彩さい京きよう朋とも美みだ。しかもあんな自信に満ち溢あふれた口く調ちようで、如い何かにもこれからそうなりますと言わんばかりに。

　分かっていたことだけれど、改めて思う。……本当にこの同級生は色々な意味で規格外で、しかも性格が悪い。

　苦虫を噛かみ潰つぶしたような、というのはこんな気分なんだろうとセルニアが実感していると、意地悪が成功して得意げな表情をしていた朋美が、俄にわかに稚が気きを引っ込めた様子になり、

「この手の小こ細ざい工くはしないわ。だから交換条件……って訳じゃ無いけど、一つだけわたしのお願いを聞いて貰もらいたいの」

　声こわ音ねもどこか真しん剣けんで、対するセルニアも自然と表情が引き締しまる。

　どうやら、ようやくこの花園に連れて来られた目的の話になったらしい。

「内容次第ですわね。貴女あなたがわざわざお願いだなんて、とんでもない無む理り難なん題だいの可能性が高いですもの」

「信用ないなぁ。そんなに大したことじゃないわよ」

「いいから、とりあえず言ってみることですわ。グズグズするようなら、私は──」

　もう行きますわよ、と突つき放す前に。

　抜群のタイミングで、朋美の声が差し込まれてきた。

「秋あき晴はるに告白の答えを出させるの、もう少しだけ待ってあげて」

「…………何ですの、それは。あの庶しよ民みんに頼まれましたの？」

「違うわよ。ただ、ちょっと責任を感じているだけ。昨日きのうを逃したらわたしは告白の機会すら失いそうだったから慌あわててしまったけど……秋晴ってば、想像以上に追い込まれていたのね。まさか倒れるとは思わなかったわ」

　それはセルニアも同感だ。自分の気持ちで一杯一杯だったが、この半月ばかりでの秋晴の消しよう耗もうは、こちら以上だったらしい。

　話をする機会を窺うかがっていたら『倒れて保健室送りになっていました』と聞いた時は、何の冗じよう談だんかと思った。けれど詳しよう細さいを聞けばかなりの高熱だったようで、一日経たった今日きようもまだ治っていない。

「ここで『今日か明あ日すまでに答えを出して』──なんて更さらにプレッシャーをかけたら、しばらく起き上がれなくなるかもしれないもの。切っ掛けを作ってしまった身としては、しばらく様子を見たいの」

「それは……まあ、仕方ありませんわね」

　そもそもセルニアは見舞いに行こうとしていたので、確かに病状を悪化させるような真ま似ねをするのはまずい。

　ただ、そうなると、

「ですが、秋あき晴はるに猶ゆう予よを与えている間はどうしますの？　妙みような工作はしないと公言していましたけれど、裏を返せば正々堂々と動くことはある、ということではなくて？」

「あら、セルニアさんにしては珍めずらしい邪じや推すいね」

「ッ、誰だれ彼かれ構わずには言いませんわよっ！　相手が貴女あなただから、そんなこともあるかもしれないと思っただけですわ！」

「そんなにムキにならなくてもいいのに。わたしとしては褒ほめたつもりだし」

　あれのどこがですの、と言いそうになり、セルニアは慌あわてて口を噤つぐんだ。ここでヒートアップしたら更さらに向こうを調子に乗せることになる、悔くやしいけれど自じ重ちようしないと。

　肩かたを怒いからせて睨にらみ付けるだけで済ますが、朋とも美みはちっとも気にした風ふう無く笑い、

「昨日きのうは切せつ羽ぱ詰つまっていたので大だい胆たんな真ま似ねをしたけど、皆の前では『優等生の彩さい京きよう朋美』でいるつもりよ。だから期待されている程ほどにはアピールも既成事実作りもしないわ」

「フン……なら、私も合わせますわ。少なくとも、三学期の間くらいは」

「ええ、妥だ当とうな期間ね。十分だわ」

　頷うなずき返す朋美の表情は晴れやかで、本当に裏は無いのかと疑わしくなる。

　なのでセルニアは少し迷ってから、思い切って彼女に訊たずねた。

「朋美さんは、その……自分が秋晴に選ばれるという、絶対の自信でもありますの？」

　だとすれば余よ裕ゆうさえ感じられる今の態度も、納得は出来る。ただし納得だけだ。その予想には一ミリたりとも同意出来ない。

　もしそんな甘あまい考えなら、絶対に後悔させてやろうとセルニアは心に決める。……具体的にどうやって、というのは考えつかないけれど。

　しかしこちらの問いに対し、朋美は首を横に振ってみせた。

「いいえ。ただ単に、この機会が得られただけでもわたしにとっては十分だからよ」

「十分？　随ずい分ぶんと殊しゆ勝しようなことを言いますのね？」

「だって、告白の瞬しゆん間かんなんて決定的なシーンを見ていたのに、二週間以上も動くことが出来ずにいて……それでもまだ、二人は付き合っていなかったんだもの。ギリギリの滑すべり込みとはいえ、自分にも機会があったってだけで喜ぶべきなの。後悔しないで済むから」

「……振られたら後悔するのではなくて？」

「それは勿もち論ろん。でも──『あの時、どうして行動しなかったんだろう？』なんて黴かびが生えそうな後悔よりはずっとマシなはずよ。それだけは絶対に、間違いないと言えるわ」

　強い意志を感じさせる瞳ひとみでそう言い切り……彩京朋美は、ふっと力を抜くように笑った。

「話はこれで終わりです。それではセルニアさん、お互たがい頑がん張ばりましょうね」

　いつもの──優等生の演技に戻もどした朋美は綺き麗れいに一礼をして、こちらを顧かえりみることなく、さっさと歩いて行ってしまう。

　セルニアは花園から遠ざかるその姿を見ながら、引き留めるような真ま似ねはせず、小さく鼻を鳴らして呟つぶやいた。

「フン……全く、好き放題に掻かき回してくれますわね……」

　秋あき晴はるの所に見舞いに行く気力は、全部彼女に奪うばい去られてしまった。

　放課後には友人の鳳フオウを含む何人かとお茶を飲む約束もしている。摂とっていない昼食のことも考えれば時間も無いし、また今度にするしかなさそうだった。

「それにしても……あれが剥むき出しの、彩さい京きよう朋とも美みですのね……」

　やはり天敵には違いない。

　おまけに、一人の男を争う関係にまでなってしまった。

　ただ──作り込まれた普段の澄すました態度より、まだ好きになれそうな気がした。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




　目が覚めたら絶望的なまでにピンチだった時、果たして声をあげられるのかどうか。

　その疑問に今の自分なら答えられそうだと、秋晴は身動き一つ取れないまま思った。

　──見舞いに来てくれたピナと昼食を摂とり、それからいくらか雑談をして、また部屋に戻もどって大人おとなしく眠ねむりについた。確かそのはずだ。途と中ちゆうで起きたりはしなかった。

　だから鼻先にふわりと何かが掠かすめて、くすぐったさを覚えて目を開けてみたところ、

「…………」

　こうして居るはずの無かった女性と至し近きん距きよ離りで見つめ合うことになっているのは、絶対に何かがおかしいと断言出来る。

　日が暮れたのかカーテンがしっかり閉じられているのか、部屋の中は暗い。それでも真まっ暗くら闇やみではなくて、寝起きの光に慣れていない目には、相手の顔が薄うつすらと見えていた。だからこそ余計に今の状況がピンチだと分かる。

　何な故ぜか寄り添うように同じ布ふ団とんに入っている、二年上育科のアイシェ＝ハディムの茶色がかった目とバッチリ視線が合ったまま、秋晴は動けず固まっていた。

　この人を自分のベッドに侵入を許したのは二度目になる。ただ、南国風の島で同室に押し込められて半分添い寝に近いことをしてしまったこともプラスすると、三度目だ。

　普段は濃こ紫むらさき色いろのチャドルに覆おおわれている顔がさらけ出されているので、見間違えってことはない。この暗闇の中でも断言出来る。

　どうしてこの上級生は、行動するとなったら大だい胆たんを通り越した奇き襲しゆうをしかけてくるんだろーか……と軽い頭痛を感じつつ、秋晴はさりげなく距きよ離りを取るべく、慌あわてず騒さわがず上う手まいこと手足を使って寝たまま後ろに下がろうと試みた。

　その直後──何やら項うなじの辺りに、冷たい感かん触しよくが。

「駄だ目めですよ旦だん那な様、狭せまいベッドなのですから無む闇やみに動かれては落ちてしまいます」

　そして、後ろから聞こえて来る謎なぞの声。

　いや相手が誰か、それは分かっている。目の前にいるのがアイシェな以上、従者のヘディエがいるっていうのは確定事項で、声にも覚えがあるから間違いない。

　……謎なのは、落ちてしまうっていうのが『ベッドから落ちる』ということなのか、もしくは『首筋に突つきつけられているらしい刃物で頭を落とされる』ってことなのか、果たしてどちらが正解でしょうっていう二に択たくの答えだ。考えたくはないけど、七割くらいの確率で後者な気がしてならない。

　どちらにしろ、触ふれている冷たくて硬かたいものが本当に刃は物ものなら、ちょっとしたことで大惨さん事じになってしまう。

　なので秋あき晴はるは再び身動きが取れなくなり、振り向くことすら出来ないまま、後ろにいるはずのマーダー侍じ女じよに問いかけた。

「……これは、またあんたの差し金か？」

「人聞きが悪いですね、流石さすがは畜ちく生しよう以下の塵ちり芥あくたにも劣る旦だん那な様です、最悪としか言い様ようがありません。何の根こん拠きよと確証があっての発言ですか、勘かんなどと答えれば今すぐストンと落として差し上げることになりますよ？」

　相変わらず言うことが物ぶつ騒そう過ぎる。脅きよう迫はくを通り越して殺人予告だよ、これ。

「証しよう拠こは無いが、アイシェの性格を考えればいきなりベッドに潜もぐり込んでるって有り得ないだろ。前に似たようなことがあった時はあんたの計画だったはずだし」

「全く、妙みように細かいことばかり覚えている旦那様ですね。もっと脳のリソースは有効活用すべきです、そうすればイエダニよりは役に立つ存在になれるでしょうに」

「現状ではダニ以下かよ……いやそんなことより、今日きようは体調悪いんだよ。頼むから大人おとなしく帰ってくれないか？」

　こっちが頭を下げるのはどう考えてもおかしいが、世の中道理が通らないことはあると十分知っているので、やむを得ない。……というか、口でこの辛しん辣らつな侍じ女じよに敵かなうとは思えないし。少し寝たせいかちょっと熱が下がったような気もするけど、ヘディエの相手をしていられるような余分な体力はないままだ。

　あのピナでさえ昼食を一いつ緒しよに摂とった後は居い座すわらずさっさと帰ってくれたんだから、日頃は自じ重ちようしないこの上級生ペアも空気を読んで欲しい。切実にそう願う。

　秋晴の懸けん命めいな想いが通じたのか、項うなじに触ふれていた冷たい金属の感かん触しよくがすっと遠のき、

「体調不良を声高に訴えるとは随分と恥はじ知しらずですね、それでも使用人の専門訓練を受けている身ですか。そんな情けない旦那様を、地球全土を埋うめ尽つくしても余りある優しさで見舞いに訪れたアイシェお嬢じよう様に『帰れ』とは──いよいよ本気で死をお望みですか？」

　……退ひいてくれたんじゃなくて、むしろ撃げき鉄てつを起こすような予備動作の意味だったらしい。

「違うから、そういうのじゃないから！　というかそのままの意味だとしても、勝手に侵しん入にゆうしておいて帰れって言われないと思う方が大間違いだからな?!」

　体調不良で休んだはずが謎なぞの外傷で永久の眠ねむりにつきました──なんてことになったら堪たまらないので、秋あき晴はるは慌あわててベッドの上で身を翻ひるがえす。視界は薄うす暗ぐらいままだけど、それでも後ろからざっくりやられるよりは億おく倍ばいマシだ。

　とはいえ、あのヘディエに本気で狙ねらわれたら、万ばん全ぜんな時でもあっさり負けかねない。情けないが、それくらいスペック差はある。

　なのにまだ自分が無事でいることに秋晴が違和感を覚えた矢先、

「──ご覧らんの通りです、アイシェお嬢じよう様。貧ひん相そうで虚きよ弱じやくな旦だん那な様はほんの少しばかり体調を崩くずしていただけで、大した症状ではありません。どちらかというと深刻なのは脳、いつまで経たってもお嬢様の愛情と慈じ悲ひの深さを理解しない頭の方といえます」

　薄暗い視界の中、右手に持った匕首あいくちをぷらぷらさせながらこちらを見下ろすヘディエの姿があった。

　どう見ても今すぐ襲おそいかかって来るようには見えなくて……つまりこれは、あれか。言葉通りに受け取るなら、アイシェを安心させる為ために脅おどしていたってことか。

　冬だっていうのに焦あせりで汗あせばんだ額を手で拭ぬぐい、秋晴はせめてもの抗議の気持ちを視線に乗せてヘディエを睨にらんだ。しかし当の侍じ女じよはまるで気にした様子は無くて、滑すべるような足運びで部屋の入り口近くへと行く。

　少し離はなれると暗さのせいで何をやっているかちっとも分からなくなるが、すぐにそれは問題にならなくなった。

　パチ──という小さな音の後で部屋の電でん灯とうが点つき、秋晴は眩まぶしさに顔を顰しかめる。明かりを点けるなら先に言えと言いたいけど、そんな発言をすればタダじゃ済まないと経験で知っているので、文句は垂たれずに目が慣れるのを待った。

　しっかり目が開けられるようになるまで何秒かかったのか、気が付けば視界の中にいるはずのヘディエの姿は無くなっていて、

「さあお嬢様、確認は済んだことですしもうお暇いとましましょう。どうせ旦那様のことです、明日あしたには無む駄だに元気な姿を晒さらしているはずです」

　いつの間にやら秋晴と大だい地ちのベッドの間に移動していた。物音一つ立てずにどうやって、というのは今いま更さら問わない。この侍じ女じよや深み閑かんがやることに一々驚おどろいていたら、たぶん心しん不ふ全ぜん起こすかショック死するかしそうだし。

　掛け布団の中に潜もぐり込んでいたアイシェがもぞもぞ出てきたが、何い時つぞやのように裸はだかではなくちゃんと服を着ていたので、ホッとする。首元まで隠かくすゆったりとした藍あい色いろのローブみたいな服で、立ち上がったところに素早くヘディエがチャドルを装着させて、これでいつも通りの見慣れた姿だ。

　目的は済んだみたいだから退出してくれるのかと秋晴は思っていたものの、露ろ出しゆつしているアイシェの茶色がかった瞳ひとみは真まっ直すぐにこちらを見たまま、動かない。

　……と、主人のすぐ後ろに控ひかえていたヘディエが、

「──『不調なところ、お騒さわがせして申し訳ありませんでした。秋あき晴はる様のお体が少しでも早く良くなるよう、僭せん越えつですが贈おくり物をさせて下さい』、とお嬢じよう様からの勿もつ体たいないにも程ほどがあるお言葉です、あまり図に乗らないで下さいませ」

　相変わらず代弁する時だけ淑しとやかな声こわ音ねで、自分の素直な気持ちも包み隠かくさずセットで吐はくという対応に困る発言をしてくれる。

　ただ、今回はそれだけでは終わらずに、控ひかえていた後ろから秋晴の前へと進み出て、何やら小さな小こ瓶びんを差し出してきた。

　秋晴が反射的にそれを受け取ると、

「それはハディム家の方々が療りよう養ようの時などに飲む、一種の栄養剤です。ただの過労程度ならば、覿てき面めんに効果があるはずですのでお試し下さいませ」

　黒いビンで中が全く見えないものの、揺ゆらしてみると確かに液体が入っている感じがした。ただ、どう考えても市販のものじゃないので、説明されても不安は残る。

　そんな秋晴の心境を見み透すかしたのか、ヘディエは褪さめた目で口元だけ笑みを作り、

「安心して下さい、特におかしなものは入っておりませんので。惚ほれ薬の類たぐいは未開発のままです、混入されているはずがありません」

「……むしろ開発しようとしてるっていう情報が見え隠かくれしているのが怖こわいんだが」

「もっと手っ取り早い薬ならば完成済みですよ。少しばかり人格崩ほう壊かいは起こりますが、お嬢じよう様の命令ならばどんなことでも聞く素敵な旦だん那な様になって貰もらえる、最高の薬です。お嬢様の意向で使用出来なくて残念です、ええ本当に残念でたまりません」

「……………………」

　身をくねらせて悩ましげなため息を零こぼすヘディエの姿に、秋晴は心底から思う。アイシェがそこそこ常識のある人で、本当に良かった。暴走を止められないこともたまにあるけど、もし全開で来られていたら、今頃は自我とか無くしていたかもだ。

　厄やつ介かい過ぎるヘディエから貰もらった薬を本当に飲んで良いのかも悩みどころだけど……じっとこちらを見たままのアイシェの目が澄すみ切っているので、厚こう意いを無む碍げにして捨てることも出来なさそうだった。

　色々な意味で反則な主従だなぁ、と思いながら、秋晴は念の為ための確認をしておく。

「変なものは入っていないって言ってたけど、副作用とかもないよな？　アレルギーとかはないけど、アルコールに弱いからその手の成分が入ってると飲めないんだが」

「大だい丈じよう夫ぶです、ご安心下さいませ。婚こん儀ぎの際にも使われる薬なので一部が多少元気になりすぎてしまうかもしれませんが、弱っている体ならばそのくらいが丁ちよう度ど良いでしょう」

「……いや『そのくらいが丁度良い』の意味が分からないんだけど……」

　それってもしかして、媚び薬やくってやつなんじゃないだろーか？　もしくはたまに薬局で見かける、赤マムシドリンク的な何かとか。

　飲みたくない気持ちが倍増した秋あき晴はるが薬の入った小ビンを見つめていると、不意に視界に影が差した。

　それに反応して顔を上げれば、至し近きん距きよ離りからヘディエがこちらを見下ろしていて、

「ところで腐くされ旦だん那な様？　何やら昨日きのうは面白いことになっていたと聞いていますが、実際の程ほどはどうなんでしょう？」

　……やや明るい声なのに、ちっとも笑っていない目で言ってきた。

　ちょっとしたホラー映画よりも怖こわさが伝わって来るが、その一方で秋晴は『そういうことか』と納得する。この侍じ女じよが半病人の元に大事な主人が行くことを許すのはおかしいと、頭のどこかで引っかかっていた。

　けど、これで分かった。つまりアイシェの目的は見舞いで、ヘディエの目的はこの事実確認なんだろう。

　返答次第では仕舞われたはずの匕首あいくちが再び姿を現しそうな雰ふん囲い気きに、秋晴は胃の辺りがキュッと縮こまる感覚に襲おそわれる。体調不良な時くらい安らかな時間が過ごせてもいいと思うのに、どうしてこうデッドエンド含みの展開になるんだろーか？

　ヘルプを求めたくても味方はいない状況なので、秋晴は観念して右耳に手をやる。寝る前に外したので安全ピンの感かん触しよくが無く、それに若じやつ干かんの不安を覚えながら口を開いた。

「どう伝わっているのか知らないが、朋とも美みから告白されて、その返事はまだしてない。それだけだ」

「あらまあ、そうですか？　このヘディエが聞いたところに拠よれば、フレイムハート様からもバレンタインの贈おくり物を頂きかけていた、とのことですが？」

「……耳みみ聡ざといのは分かった。けどな、今は絶賛考え中で、どうなったかとかどうするのかとか訊きかれても困るだけなんだよ」

　おまけに体調を崩くずしてしまったので、まだ考えは纏まとまっていない。熱に浮かされた頭じゃ名案どころか、気持ちの整理すらまともに出来なかった。あれだ、体が弱ると気持ちも弱るって本当だと思う。終しまいにはどこか遠くの雪降る日に本ほん海かいの町に逃げたくなったし。

「そうですか、まあ想像通りといったところですね。元より生存価値の乏とぼしい旦那様に期待はしていません、むしろ即断即決している方が驚おどろきます」

　一晩経たっても具体的なプランは無く、体調が良くなっても明あ日す以降登校しづらいのは変わらないままという情けない状態の秋晴に、見み透すかしたような目でヘディエは言う。

「私個人としては腐くされチキンな旦那様の恋愛関係など塵ちりほどにも興味はありませんが、侍じ女じよとしての立場からして一応の助言は差し上げようかと思います」

「…………何をだよ？」

　回りくどいしタワーマンションの屋上くらいからの上から目線発言だけど、聞くだけ聞くことにする。というか、これで大したこと言わなかったら、全力で虚こ仮けにしてやりたい。ただし逆ギレが怖こわいので、心の中で。

　ヘタれたことを考えながら秋あき晴はるが相手の言葉を待っていると、ヘディエはすっ……と体を横に滑すべらせるように引いて、洗面所に繋つながるドアの前に立っていたアイシェを手で指し示し、

「可か憐れんにて純美なアイシェお嬢じよう様と結婚なされば、宗教と国こく籍せきの壁を越えて同時に複数人と契ちぎることが可能ですよ。ああっ、なんと素す晴ばらしいプランでしょう！」

　両手を合わせて夢見る乙女おとめみたいな顔で、物凄すごい抱だき合わせプランを提唱してきた。

　ハァ……、と大きくため息を吐ついた秋晴は、まだ少しぼんやりする頭を掻かいて、じとっとした目をヘディエへ向けてやる。

「あのな、そんな上う手まく行くわけないだろ。付き合うかどうかだけでも悩んでるっていうのに、結婚なんてレベルになったら胃に三つ四つ穴が空あくっての」

「まあ軟弱な、旦だん那な様のプライドと同じくらい薄うすっぺらな胃壁なのですね」

「あんたな…………大体、そんな風に上う手まく利用する為ために結婚だなんてしてたまるかよ。相手の気持ちもちょっとは考えろ」

「あらまあ……お嬢様に心身の全すべてを捧ささげて尽つくす覚かく悟ごの私にそんなセリフを吐はくだなんて、旦那様は随ずい分ぶんと命知らずですね？」

　こちらの発言が気に入らなかったらしく、目を細めてそんなことを言ってきた。正直、寿じゆ命みようが縮むくらい怖こわいので、そういう威い嚇かくは止やめて貰もらいたい。

　……まあでも、これがただの威嚇だって分かる程度にはこの先せん輩ぱいのことを理解しているつもりなので、秋晴は過か剰じような反応をせずに見返して、

「あんたの忠ちゆう誠せい心しんを疑う気は毛もう頭とう無いけどな、それにしたって物の言い方ってヤツがあるだろ。アイシェは何とも思わないかもしれないが、聞いている俺おれがむかつく」

　自分で言ってて随ずい分ぶんと偉えらそうな発言だとは思うものの、だからって黙だまっていられなかったんだから仕方がない。たとえ刃は物ものを持ち出されたとしても、この手の意見を引っ込めておけるような器用な生き方は出来ないし。

　青さを炸さく裂れつさせてしまった秋晴に対し、ヘディエは表情を変えないまましばし見つめてくる……が、不意に身を翻ひるがえして、アイシェの近くへと戻もどっていった。

　どうしたんだろうと訝いぶかしげに見ていると、再びこちらを向いたヘディエは、驚おどろくことに丁てい寧ねいに頭を下げて、

「──『私のことはどうかお気になさらずに。ですが、お心こころ遣づかいありがとうございます』、とアイシェお嬢様からの勿もつ体たいなさ過ぎるお言葉です。良かったですね旦那様、人生でベストスリーに入ること確実な幸福といえますよ」

「……感謝の言葉一つが、長い人生で三番以内に入る幸福なのかよ」

「お望みとあらば今すぐ終わらせて差し上げることも可能ですが、特別に無料サービス致しましょうか？」

「一億おく貰もらってもそのサービスはいらないっての！」

　気持ちの良い笑顔で恐おそろしいことを言われ、秋あき晴はるは思わず大声で言い返し──軽い目眩めまいを覚えて、額を手で押さえる。

　半病人だっていうのに元気に騒さわぎすぎた。責任はこっちじゃなくて向こうにあるけど、ダメージを食らうのは自分の体なので、もう少し落ち着かないと。

　そんな風に秋晴が反省していると、

「さてお嬢じよう様、そろそろお暇いとま致しましょう。薬も渡したことですし、アイシェお嬢様の身に万が一のことが起こっては大変です、長居すると妊にん娠しんさせられるかもしれませんし」

　……本当に、この侍じ女じよの中で自分はどんな存在なのか。問い詰つめたいけど、同時に聞きたくも無い気がする。

　丁てい重ちようにお辞じ儀ぎをしてから部屋を出て行くアイシェと、それに従いつつも主人以外に配はい慮りよゼロなヘディエの姿を見送って、微かすかにドアの閉まる音が聞こえてきて……

　ようやく一人になれたと実感した瞬しゆん間かん、力尽つきたようにベッドに横になった秋晴は、ため息混じりに呟つぶやく。

「…………アイシェのことを無視して考える……ってのも、不義理だよなぁ……」

　頭を悩ます存在がもう一人いたことを明確に意識していまい、益ます々ますどうするべきか分からなくなってしまった。




　見舞いというより奇き襲しゆうをかけてきたアイシェ達に貰もらった薬を、かなり迷いはしたものの飲んだ後。

　ベッドに寝転んだ秋晴は、眠ねむ気けはどこにも見当たらなくなってしまったので、色々と考えてもやもやしながら過ごしていた。

　すぐに結論が出ることではないので、何度となく寝返りを打ち、熱のせいか薬のせいかぼんやりする頭で悩んで……と、捗はかどらないものの静かな時間が流れていたが、ドアが開く音で強制終了することになった。

「ん……大だい地ちか」

「ああ。起きていたのか？」

　部屋に入って来たルームメイトはコートを脱ぬぎながら、真まっ直すぐこちらのベッドへと近付いて来る。

　普段は素っ気なくてあまり表情を変えない大地だけど、優しいヤツなので心配してくれていたらしく、不安げに顔色を曇くもらせて……いたのに、何な故ぜかピタッと足を止めるのと同時に、眉まゆを顰ひそめた。

　どうしたんだと訊きく前に、小さく鼻を動かした大だい地ちは目つきを険けわしくして、

「……女の匂においがする……それも複数…………この特徴的な香りは、二年のハディム先せん輩ぱいと従者のもの、か……？」

「お前はどこの警察犬だ」

　思わず突つっ込んでから、驚おどろきよりも呆あきれが強くて秋あき晴はるは小さく吐と息いきを吐つく。一体どんな嗅きゆう覚かくをしているんだ、このルームメイトは。

　確かにあの二人は近付くと香水かアロマオイルを使っている匂においがするけど、ちょっといただけで部屋に残り香ががつく程ほど強きよう烈れつなものでもない。まあアイシェの場合、布団に入っていたからシーツに匂いがついたのかもしれないが、少なくとも自分は全く気にならなかった。

　なのにあっさりと二年主従コンビがいたことを当ててみせた大地は、表情を変えないままキョロキョロと辺りを見回し、

「微かすかだが、他ほかにも使っていないシャンプーの匂いがする……日ひ野の、どういうことだ？」

「……いや、俺がお前にどういう鼻してるんだって訊きたいくらいなんだけど……」

　ピナのことを指しているとしたら、あれは昼を食べてすぐに帰った訳だから……六時間以上前だよ。換気していないとはいえそれがまだ匂いで分かるって、本当に警察犬レベルなんじゃなかろーか？

　今度こそ秋晴が呆あきれ返っていると、不ふ機き嫌げんさを隠かくさず大地は詰つめ寄ってきた。

「答えろ、日ひ野の。授業を休んでおいて、女生徒を連れ込むような真ま似ねをしていたというのであれば、ただじゃ済まさない」

「怖こわいこと言うなよ。単に、昼頃にピナが見舞いに来て、アイシェ達は……寝ている間に忍しのび込まれていた」

「なっ……よ、夜よ這ばいだと……?!」

「特に何かされた訳じゃねぇっ。……まあ、一応あれも見舞いだな。栄養ドリンクっぽいものをくれたし」

「本当に、何もなかったんだな？」

　念を押してくるルームメイトに、疚やましいところはないので頷うなずいて返す。

「…………分かった。信じることにする」

　じっと窺うかがいの目でこちらを見ていた大地だが、それで納得してくれたらしい。不ふ承しよう不ぶ承しよう、って感じの表情ではあったけど。

　ようやくで持っていたコートをハンガーに掛け、「着替えてくる」と洗面所に大地が消え……ドアが閉まるのを見届けてから、秋晴は堪こらえていた苦笑を漏もらす。

　あんな『他人に興味なんてありません』みたいな顔をしておきながら、親しくなった相手を放っておけないタイプなんだろう。心配もしてくれれば怒おこりもするし、恋愛関係にも興味を持っているみたいだし……まあ要するに、ちょっと変わってはいるけど、大地もそこいらにいる普通の高校生とそこまで大差はない、ってことなんだと思う。

　身体能力や各種技術に関してはずば抜けたものを持っているが、人間の肝かん心じんな部分はそういうところじゃないし。こうして一いつ緒しよに暮らしていて安心出来る相手、っていう部分の方がよっぽど大事だ。

　──と、ぼんやりとそんなことを思っていた時、枕まくら元もとに置いておいた携帯が鳴りだした。

「っと……メール、か？」

　手に取ってから気付いたが、着信音が電話受信の時と違う。画面を見ると、やっぱりメールだったようで、封筒のアイコンが出ていた。

　誰からだろう、と眉まゆを顰ひそめつつ確認し……さらに眉み間けんの皺しわが深くなる。

　メールを送ってきたのは、秋あき晴はるの頭を悩ましている二人の内の一人、セルニアだった。

　それはいい。あの猪ちよ突とつ猛もう進しんが売りのドリルさんが、相手が伏せっているとはいえ、昨日きのうからここまでの間に何のアクションも起こさない方がおかしいくらいだし。

　なので問題は、送ってきた相手ではなく、その内容の文面だ。

「……『少しは良くなっていたなら連れん絡らくしなさい』、って…………これ、本当に返さないと駄だ目めなのか？」

　呟つぶやいて、それから秋晴はガシガシと頭を掻かき、

「…………まあ、駄だ目めなんだろうなぁ……」

　出た結論は自分らしいヘタれたもので、なんかこう、気が滅め入いる。従育科仲間の岡おかからよく『日ひ野のくんは尻しりに敷かれるタイプだよねぇ』と言われるけど、この有り様じゃまるで反論出来ない。

「……いや、きっと熱で気持ちが弱っているからだ……そうに違いない……」

　ブツブツと呟つぶやきながら指を動かし、秋晴は『たぶん良くなってる』とだけ書いて、さっさと送信する。

　それにしても、変なメールだ。体調を確認するのは分かるとして、あの文面は何なのか。

　首を傾かしげた秋晴は、ひとまず用が済んだ携帯を置こうとした。

　──が、その前に再び携帯が着信音を鳴らし始めたので、驚おどろいて取り落としそうになる。咄とつ嗟さに掴つかんで落ちるのを防いだものの、その拍ひよう子しに何かボタンを押してしまったらしく、音が止やんで画面に『通話』と表示が出た。

　ギョッとした秋晴は、心の準備がまるで出来ていないまま携帯電話を耳に当てて、カラカラの喉のどから絞しぼり出すように声を出す。

「も……もしもし？」

『──どうなんですの、調子の程ほどは？』

　挨あい拶さつ抜きの問いかけは、間違いようもなくセルニアの声だった。

　相手の確認はしていなかったが、タイミングからしてまずそうだろうなとは思っていたので、追加の驚おどろきは無い。……というか、これ以上驚いていたら、四十度越えの高熱になりそうな気がする。

　とりあえず、態度はアレだけど、心配してくれているのかもしれない。人情味のあるドリルだし、その可能性は十分あり得る。

　そう思うと少しは気が楽になり、秋あき晴はるはベッドに座り直してから口を開いた。

「ああ、普段に比べるとまだ熱はあるけど、だいぶ楽にはなったな。この分だと明あ日すには登校出来そうだし」

『そうですの…………なら明日……』

「明日？　明日に、何かあるのか？」

『…………いえ、やっぱりこれからそちらに行きますわ。大だい丈じよう夫ぶですわね？』

「へ？　そちらって……俺おれの部屋にか!?」

　当然の申し出に驚きの声を上げるが、電話の向こうにいる相手は待ってくれず、

『そうですわ。まだあまり遅い時間ではありませんし……では、すぐに行きますわ』

「いや待てっ、すぐにって──もう切れてるし！」

　こっちが良いとも悪いとも言う前に通話は強制終了され、秋晴は携帯を握にぎったまま途と方ほうに暮れてしまう。

　これから行く、とか言われても困る。特に何をしに来るか分からないのが、一番困る。

「どうする……!?　…………やっぱ逃げ……いや逃げても仕方ないし……！」

　迫り来る脅きよう威いに対して何の対策も思い浮かばず、かといって体調不良の身では逃げも隠かくれも出来ない。『急に体調悪くなってきたからやっぱ無理』とかメールしても、たぶんセルニアには通じないだろうし。

　落ち着かなくなってきた秋晴は、そわそわしてベッドから立ち上がったり座ったりと無意味に繰くり返していると、カチャリとドアが開く音が聞こえてくる。

　思わずビクッとしてしまうが、開いたのは出入り口じゃなく、洗面所のドアだったので、秋晴は安あん堵どの息を吐ついた。

　そんなこちらの様子に、着替えを終えて作さ務む衣えの上にもこっとした袢はん纏てんを羽は織おった大地が訝いぶかしげな表情をして、

「……どうかしたのか？　何か喋しやべっていたみたいだが」

「お、おう。ちょっと電話がきて……具合を訊きかれて……」

「そうか。皆に心配をかけるのも良くない、明あ日すには平熱に戻もどして登校するべきだ。その為ためにも食事はしっかり摂とらないと……栄養は大事だからな」

「そうだけど、それより──」

　これから襲しゆう来らいするドリル装備のモンスターについて秋晴は相談を持ちかけようとするが、大だい地ちは何な故ぜか決意に満ちた目で頷うなずき、

「僕ぼくが厨ちゆう房ぼうを借りておかゆを作ってくる。すぐに用意して戻もどって来るから、日ひ野のは安静にしていろ」

　──善意の言葉で希望をぶった切るという、とんでもない荒技を使われた。

「はぁっ?!　いや待てっ、そんなことしている場合じゃ、」

「食事を疎おろそかにしていては治るものも治らない。炊たいてある白米を使わせて貰もらうから、そう時間も掛からないはずだ」

「違っ、俺おれは時間の問題を気にしているんじゃなくてっ、」

「いいから、日野は大人おとなしく寝ていろ」

　そう言うと、聞く耳を持ってくれない大だい地ちはいそいそと部屋から出て行こうとする。

　一人にされたくない秋あき晴はるは止めようと必死になり、駆かけ寄りながら遠ざかるルームメイトの腕うでを掴つかもうと手を伸のばす──が、焦あせりすぎてベッドの角に思い切り左足の小指をぶつけてしまい、悲鳴すら上げられずにその場にしゃがみ込んだ。

　痛すぎて涙なみだが出そうになるが、ぶつけた箇所は少し赤くなっているだけで、大怪け我がには至ってなさそうだった。それにしては尋じん常じようじゃなく痛いが、指先は神経が集まっていてどうのこうのという話を聞いたことがあるので、たぶん骨折とかはしていない、はず。

　だから今問題なのは、泣きたいくらい痛い小指じゃなくて──床ゆかに這はい蹲つくばっている数秒の間に、無情にも大地が退出してしまったことだった。

「……どうして…………なんであんな、急いで……！」

　普段からテキパキと動きの良い大地だけど、さっきのはどう考えても三割増しの速度だった。そんなに張り切ってくれなくていいのに、何がクールなルームメイトを駆かり立てていたというのか。謎なぞすぎるし、タイミングも悪すぎだ。

　痛みが引いてきたのに泣きそうになった秋晴は、とりあえず体を冷やさないよう厚手のパーカーを着てから、改めてベッドに腰こしを落とした。そして一人になってしまった静かな室内で、頭をフル回転させる。

　逃げも隠かくれも出来ない以上、座して待つしか無いわけだが……かといって無策のままどっしり構えていられるような豪ごう気きな性格はしていないので、落ち着かない。

「電話の後で具合が悪くなったってことにして、咳せきを…………いや駄だ目めだ、演技力ないからすぐにバレる………………っ、そうだ、待っている間に寝たってことに…………ああでも、あいつなら怒おこって起こすくらいする、か……？」

　色々と考えはするが、電話直後よりもそわそわして、どうにもいい案が出てこない。

　こうなると頼みの綱は大地だけだ。何も知らずにおかゆを作りに行ってくれた大地が、いつもの手際の良さでセルニアが来るよりも早く戻もどってきてくれれば、二人きりというしんどい状況からは逃れられる。

　普通に考えれば、上育科の寮りようから従育科の寮に来るまでの間におかゆを作るのは無理だ。しかし大だい地ちクラスなら、まだ希望はある。

　既すでに炊たいてあるご飯を使うらしいし、出だ汁しを取る作業などを最小限にして──いや、いっそのこと塩味しかしない味気ないものでいいなら、三十分もかからない。何か裏技でさらに短縮が可能なら、ひょっとすると二十分程度で出来上がるかもしれなかった。

　ちらりと時計を見れば、大地が出て行ってからそろそろ十分が経たつ。思考に没ぼつ頭とうしていたから、あっという間の十分だった。

　……なのに時計を窺うかがうようになってからは、途と端たんにその進みが遅くなる。もう五分は経ったんじゃないか、と思って見ても、時計の針はピクリとも動いていない。それが二度も三度も続くと電池がないんじゃないかと疑いたくなるが、そう考えた瞬しゆん間かんに長針が動いて一分進み、逆に言えばあれだけ長く感じたのに一分しか経っていないことを教えてくれる。

　まだか、まだなのか……と貧びん乏ぼう揺ゆすりしそうなくらいに気は急せいて、チリチリと痛みと痒かゆみの間を取ったような感覚が胃を襲おそう。

　腹部をさすりながら、秋あき晴はるは時計と睨にらめっこを続け、

　──コンコン、というノック音に、弾はじかれたようにそちらへ顔を向けた。

　来たのは大地とセルニアのどっちだ、なんて考えない。その答えはとっくに出ている。

　一人取り残されてからまだ十五分も経たっていないし、もしおかゆを持って来てくれたのなら、トレーで両手が塞ふさがりドアを開けるだけでも大変なので、ノックをする余よ裕ゆうは無いはず。

　つまり部屋を訪れたのは、

「──お邪じや魔ましますわね。具合はどうですの？」

　こちらの返答を待たずに入室してきたのは、間違いようもなくセルニアだった。

　白いコートの下に暖かそうな黄色のセーターと黒いストッキングが覗のぞいていて、この寒いのにミニスカートを穿はいているっぽかった……が、そんなことはどうでもいい。来客用のスリッパが服装から浮きまくっているのも、どうでもいい。

　問題なのは、これから大地が帰って来るまでの間を、孤こ軍ぐん奮ふん闘とうしなければいけないということだ。熱で弱った心と体で。『今会うと気まずい相手ベストスリー』で一位と僅きん差さで二位にランクインしている、セルニアと。

　既すでに敗者の気分になりつつある秋晴は、引き吊つりまくりの強こわ張ばった表情を浮かべるしかない。口からは力無く笑いが漏もれて、たぶん目も虚うつろになっているに違いなかった。

　そんなこちらの様子に、セルニアは微かすかに表情を曇らせる。

「……まだかなり悪そうですわね。起きていないで、大人おとなしく横になっておくべきですわ」

「え？　いや、そこまでじゃ……」

「いいから、病人は素直に言うことを聞くべきですわ。でないと治らず、明日あしたも休むことになりますわよ」

　珍めずらしいことに、純粋にこちらの容よう態だいを心配してくれている。どうやらこれは、絶不調な状態なのを体調の問題だと思っているらしい。

　振り遅れたはずがたまたま変化球にタイミングがあって、運良くポテンヒットになったバッターみたいな心境で、秋あき晴はるは言われた通りにのろのろとベッドに入る。弁解はしない方が良いはずだ。誤解したまま帰って貰もらう、それが一番平和に終わる。

　これなら大だい地ちが戻もどって来るのを待つまでもなく、事ことを終えることが出来そうだ。あの感じだと、セルニアも長居はしないはずだし。

　窮きゆう地ちから一転、終点までのんびり座席で過ごしていればいいだけのお気楽状態になった秋晴は、枕の位置を背中に当たるように調整して上半身を起こす。そして楽な姿勢になったところで、碧へき眼がんのクラスメイトに話しかけた。

「悪いな。その、あんまり調子良くなくて。わざわざ来て貰もらったのに」

「別に構いませんわ。元々、一言か二言で済んでしまう用で、終わったらすぐに帰るつもりでしたもの」

　思っていた通り早々に退出してくれる言質げんちが取れて、秋晴はもう少しで喜びのまま笑みを浮かべてしまいそうになった。

　それがギリギリで防げたのは、自制を利かすことが出来たから……ではなく。

　セルニアの言葉の中に、引っかかるものがあったからだ。

　そして、そこで改めて秋晴は疑問に思う。

　──そもそもこいつ、何をしに来たんだ？

　見舞いが一番妥だ当とうなんだろうけど、そうだとしたらセルニアの性格上、手ぶらっていうのは少し違和感がある。何となくだけど、桐きりの箱に入っているようなフルーツとかを手て土産みやげに持参して、『ありがたく受け取るがいいですわ！』くらいの発言があっていい。

　なら見舞いじゃないなら何なのかと訊きかれると……やっぱり一番に思い浮かぶのは、昨日きのうの朋とも美みの件……だけど、一言二言で終わる内容じゃないから、違う気もする。

　何より一番の疑問は──そんな簡単に済ませられる話なら、どうしてさっきのメールや電話で伝えなかったんだ、ということだった。

　効率の問題もだけど、半病人の部屋に押しかけてまで直接伝える必要性なんて、あまり無い気がする。

　さっぱり分からず、益ます々ます秋晴が表情を曇らせていると、セルニアは更さらに勘かん違ちがいを深めたらしかった。

「……本当に大だい丈じよう夫ぶですの？　大地さんが戻もどられるまで残った方が──」

「いや大したことないし大地はすぐ戻るから！　それで何の用なんだ?!」

　危うく長いロスタイムに入りそうになり、秋晴は慌あわてて阻そ止しする。そんなことになったら、気まずさで本当に体調悪化しかねない。

　微かすかに眉まゆを動かしたセルニアは「そうですの？」と呟つぶやくが、一応は納得してくれたらしい。部屋の入り口と秋あき晴はるの寝ているベッドの中間くらいの位置にいたままで、コートを脱ぬいで長居の態勢には入らなかった。

　……それは嬉うれしいんだけど、微び妙みように逸そらされた視線が、空あいている大だい地ちのベッドにいくのは止やめて欲しい。向こうとしては特に意味の無い行為なんだろうけど、年頃の男子には意味深しんなものに思えて仕方ないので。

　秋晴が無む駄だに気まずさを覚えていると、

「……秋晴に、一つ言っておくことがありますの」

　目を合わせないまま、セルニアが声のトーンを落として言ってきた。

　それにしても、こっちを見ていなくて助かった。ただでさえ綺き麗れいな顔をしているっていうのに、やけに真しん剣けんな表情でいつも以上に輝いて見えて……これで真まっ直すぐに見つめられていたら、目を逸そらさずにいる自信がない。

　シリアスなその様子に、ドキドキしながら秋晴も自然と真ま面じ目めモードに切り替わって、ベッドの上で体を起こした態勢のまま耳を傾ける。

「先月、私の気持ちについては伝えましたわね？　だから次は、貴方あなたの番ですわ」

「……俺おれの、って……」

　そう言われても、具体的な要求がないままでどうしろというのか、ちょっと分からない。

　こちらのそんな気持ちは表情に出ていたようで、目め敏ざとく見ていたらしくセルニアがぐっと顔を近付けてきた。

　微び妙みように赤面していて、恥はずかしいならそんなことやるなと秋晴は言いたくなる。こっちはその数十倍恥ずかしい思いをしている自信があるし。

　ただし現実には何も言えず、目を逸そらすことさえ出来なくて、至し近きん距きよ離りでセルニアと顔を突つき合わせる形になった。

　そして冬だっていうのにやたらと瑞みず々みずしくて柔やわらかそうな桃もも色いろの唇くちびるが開き、




「貴方あなたが私のことをどう思っているのか──それを言う番だと言ってますのよ」




　小こ細ざい工く抜ぬきの剛ごう速球ストレート、逃げ場無しの言葉を放り投げてきた。

　曲解も裏の意味も考えようが無いくらいに真まっ直すぐな内容に、秋晴は聞き返すこともすぐには出来ない。

　だってこれ、言っていることはシンプル過ぎるけど、答えるのに必要な勇気はとんでもない量になる。横になったまま訊きかれて即答なんて、とてもじゃないけど無理だって。

「それ、は…………えーっと……」

　秋晴が露ろ骨こつに戸と惑まどっていると、セルニアは微かすかに口元に笑みを浮かべて、

「別に今すぐ答えろとは言いませんわよ。猶ゆう予よを与えて差し上げますから……まずは体を治して、授業や奉ほう仕し活動の妨さまたげにならない程度に考えればいいですわ」

「…………それは助かる、けど……」

　そんな緩ゆるい条件でいいのか、とこちらが疑問に感じていると、セルニアはあからさまに不ふ機き嫌げんな顔になって身を翻ひるがえした。

「腐くさる程ほどに時間は与えてあげたつもりですけれど、少しばかり事情が変わってしまったのは分かっていますわ。だからもう少し、あと少しだけ待ってあげますわよ。たっぷり感謝するといいですわ！」

「……まあ、感謝はするけど…………にしても……」

「何ですのよ？　言いたいことがあるならハッキリ言いなさいな」

　はたしてこんなデリカシーの無いセリフを口にしていいのか、と悩んでいたところにセルニアの男らしい発言がきて、秋あき晴はるは覚かく悟ごを決める。

「……朋とも美みが『付き合うかどうか』って感じだったのに、お前はそれでいいのか？」

「構いませんわ。それに私の方から交際を申し込むだなんて、有り得ませんわよ」

　堂々と胸に手を当てて、なんかえらいことを言い出すドリルさん。

　まあ確かに上流階級の人っぽい態度ではあるが、秋晴は呆あきれてしまう。だって、自分はこいつに告白されたはずなのに、お得意さんに品切れの詫わびをする店員くらい下げの下げの立場に変更されたみたいだ。

　優ゆう雅がに、背景に大輪の薔ば薇らでも咲かせた方が良いんじゃないかって思わせる余よ裕ゆうの微び笑しようを浮かべたセルニアは、

「秋晴がどうしても付き合って欲しいというのであれば、考えなくもないですわ。けれど私の方からそんなことを言うつもりなんて、これっぽっちもありませんの。朋美さんに触しよく発はつされて意向を変えてこちらから謙へりくだるような真ま似ね、絶対にしませんわよ」

　声量は大したことなかったが、そこには断固たる意志が乗せられていて、秋晴は空気に呑のまれ何も言えなくなる。

　そんなこちらの様子に何を思ったのか、セルニアは華か麗れいに踵きびすを返し、

「先さき程ほども言った通り、時間はあげますわ。その代わり、朋美さんと付き合うと決めたとしても、キチンと答えて貰もらいますわよ？」

「お、おう……」

　出来損そこないの玩具おもちやみたいに首を縦たてに振るだけの秋晴に、セルニアは小さく息を零こぼして、手首に付けた腕うで時計に視線を落とす。

「……少し長居してしまいましたわね。それでは一応、早く良くなることを祈いのってますわ」

　ついでのようにそう言うと、セルニアはさっと踵を返して、そのまま部屋を出て行く。

　迷いのない行動で、同時に急いで逃げ出したような感じもあり、秋晴は呆あつ気けに取られて止める声もあげられなかった。

　──来ると予告はされていたとはいえ、嵐あらしのような展開だった。

　たぶん、セルニアなりに気を遣つかったんだとは思う。せっかちなヤツなのにその場で解答を迫らず、期間を与えると言って帰って行ったんだから、間違いない。

　とはいえ……熱がぶり返すんじゃないかってくらいに、疲れた。

　一人になった後もすぐには平静を取り戻もどせなくて、秋あき晴はるはしばらく部屋の入り口を見つめていたが──不意にドアが開き、思わず身を強こわ張ばらせる。

　まだ言い足りないことがあってセルニアが再襲しゆう来らいしたのかと、グッと布団を握にぎり締しめる……が、すぐにホッとして力を抜いた。

　入って来たのは高そうなコート姿の上育科生じゃなくて、だぼっとした半はん纏てんを着たルームメイト。片手でトレーを持っていて、その上には小さな土ど鍋なべが載のせられていた。

「待たせたな、日ひ野の。だがその甲か斐いあって、味には自信が──」

　随ずい分ぶんと早くに戻もどって来た大だい地ちは、珍めずらしく口元に笑みを浮かべて…………いたのだが、見る見る内にそれが険けわしいものに変わっていく。

　そのことを秋晴が問い質ただすより先に、

「…………また違う女の匂においがする。どういうことだ？」

　前に昼ドラで見た、嫁よめの不ふ貞ていを咎とがめる姑しゆうとみたいな目つきで言ってきた。

　返答次第では土鍋が飛んで来そうな剣けん呑のんな雰ふん囲い気きに、秋晴は慌あわててホールドアップし、

「せっ、セルニアが見舞いに来てくれたんだよ！　具合訊きかれて、ちょっと話しただけで帰って行った！」

「……本当か？　不ふ埒らちな真ま似ねに及んではいないだろうな？」

「そんなことしてる時間無かっただろ!?」

　必死の弁明に、それでも大地は疑ぎ惑わくの目を緩ゆるめてくれない。というか、どうしてこんな居い心地ごこちの悪い思いをしないといけないんだろーか？

　確かに、折せつ角かくおかゆを作って持って来てくれた大地からすれば、その間に病人の分際で女とイチャついていたっていうの業ごう腹はらかもだ。だけど、それにしたってあの目つき。本気の時のヘディエと同じ種類の目だし。

　全く表情を緩めてくれない大地に対し、秋晴は説明を続ける。が、あんまり効果があるような手て応ごたえはなかった。

　迫り来る土鍋の驚きよう異いに焦あせりを覚え、何か話題を変えられないかと懸けん命めいに模も索さくした結果、

「──そうだ、話は後にしないか？　折せつ角かく作ってくれたのに、長くなると冷めるだろ？」

「…………む」

　矛ほこ先さきを凶きよう器きになりそうだった土鍋の中身に変えると、ようやくで大地に迷いが生まれた。視線を秋晴から自分が作った料理へと移し、不満げな様子のまま黙だまって見つめ……

　秋晴が『もしかして失敗したか？』と思ってそわそわし始めた頃、ルームメイトの唇くちびるからため息が漏もれる音が聞こえてきた。

「……もういい。わざわざ作った食事を捨てるような真ま似ねも出来ないし、早く食べろ」

「あ、ああ。その、食べていいのか？」

「お前の為ために作ったんだ。日ひ野のが食べないで誰が──」

　と、ノートを鍋なべ敷しき代わりにして机に土ど鍋なべを置いた大だい地ちが、恐おそろしい目で睨にらんでくる。

「……まさかフレイムハートに何か食べさせて貰もらい、満腹だと言うんじゃないだろうな？」

「そんな恥はずかしいことするかっての。俺おれもそうだけど、そんなのセルニアのキャラじゃないし、まずないって」

「なら食べろ。残したら許さないぞ」

　……普通、病人相手なら『残してもいいから食べられるだけ食べろ』って感じになるんじゃないだろーか？　どうして食事に嫌きらいな物を混ぜられた子供を脅おどすような言い方だったのか、ちっとも分からない。

　むっとした顔つきのまま大地は鍋蓋ふたをとり、一いつ緒しよに持って来た器に木製のスプーンでおかゆを盛って、さらにその上に潰つぶした梅干しを入れる。そして不ふ機き嫌げんさ全開で、ずいっと湯ゆ気げの立つお椀わんをこちらに差し出してきた。

　それをありがたく受け取り、秋あき晴はるは軽くスプーンで混ぜつつ、

「わざわざありがとな。随ずい分ぶんと迷めい惑わくかけて悪い」

　なんだかんだで世話を焼いてくれるルームメイトに礼の言葉を言うと、そっぽを向いていた大地は、ピクンと微かすかに眉まゆを動かした。

「…………不純異性交遊の件はともかく、体調を崩くずしているんだから仕方ないだろう。こういう時の為ためのルームメイトだと思う」

「まあ、そうなんだろうけど」

「それに……この前は、僕ぼくが迷めい惑わくを掛けた。あの時のお返しだと思ってくれればいい」

「あー……」

　確かに先日、不調だった大地が授業中に倒れてしまった時に、秋あき晴はるはそれを助けて保健室まで運んだことがあった。

　自分としては当然のことなので、ここまでして貰もらうとやっぱり申し訳ない気もする。

　ただ──そんな風に思うのは間違ってはいないんだろうが、互たがいに信頼しているルームメイトなら、もっとシンプルに考えた方がいいように思えた。

　だから秋晴は照れ臭くささを感じつつ笑みを作り、

「まあなんだ、ともかく感謝してる。二度目はないように頑がん張ばるけど、何かあった時はまた頼むな」

「……僕は、その……別に構わないが……」

　こちらの空気が伝染したのか、表情こそぶっきらぼうな体を装ってはいるけど、大地もややはにかんだ雰ふん囲い気きになる。

　男二人がどうしてこんな甘あま酸ずっぱい雰ふん囲い気きを醸かもし出してるんだ、という妙みような感じはあるものの、ギスギスしたままよりはずっといい。少なくとも、さっきまでの殺やられるか絞しめられるか、みたいな空気でなくなってくれたし。

　助かったと思いながら、秋あき晴はるはスプーンを口元へ持って行き、息を吹きかけて軽く冷ましてからお粥かゆを食べる。卵と万ばん能のうネギ、それから梅干しというシンプルな中身だが、

「ん……！　美う味まいな、これ。塩加減も丁ちよう度ど良いいし、さっぱりしてるし」

「そ、そうか。口にあったのなら良かった」

「やっぱり大だい地ちは料理が上手じようずだな……」

　改めて思うけど、何をやっても抜群の結果を出せて凄すごい。コミュニケーションを取るのは少し苦手みたいだけど、気が利くヤツだから十分にお釣つりがくるし、親しくなると友人想おもいだっていうのもすぐに分かるし。

　二口、三口とお粥かゆを味わいながら秋晴は、向かいのベッドに腰こし掛かけてちらちらとこちらの様子を窺うかがっている大地のことを見る。

　三さん家けとは違うベクトルで男にしておくのは勿もつ体たいない綺き麗れいな顔をしているし、身長は低いけどさりげなく手足は長くてスタイルはいいと思う。

　内面もスペックも文句無しなルームメイトをしみじみ凄いと再認識していると、こちらの視線が気になったのか、大地は微び妙みように唇くちびるを尖とがらせた。

「……ど、どうして僕ぼくをじろじろ見ているんだ？」

「や、なんっつーか……大地が女なら良かったのになぁ、って思って」

「なっ、な、何をっ……?!」

　突とつ拍ぴよう子しのない発言だったからか、見ているこっちが驚おどろくくらい大地は慌あわてふためいた。いきなりルームシェアしている相手が気持ち悪いことを言い出したから仕方ないのかもしれないけど、自分の肩かたを抱だくように身を縮こませるのは止やめて欲しい。身の危険とか無いから。同性相手にそれは無いって。

　誤解を解いておかないと大変なことになりそうなので、秋晴はスプーンを持った手を軽く横に振り、

「いや大した意味じゃなくて、ふっと思っただけなんだけどな。家事も運動も出来て、勉強も平均くらいは取れるだろ？　性格だっていいし、顔も女顔だしさー……って、どうして躙にじり寄ってきてるんだ？」

　何な故ぜかベッドの上に正座した大地は、手で押すようにじりじりと移動して近付いて来ていた。気が付けばベッドの端はしまで来ていて、ぐぐっと真まっ赤かに染まった顔を寄せてくる。どうしてあんな前傾姿勢になってベッドからずり落ちないのか、かなり謎なぞだ。

　けどそんな疑問がどうでもよくなるくらい、切せつ羽ぱ詰つまった様子の大地が迫力満点のギラついた目で、

「大した意味じゃない、だと!?　お前は自分の発言がどれだけ重要なものか理解せずにっ……そういう男だと分かってはいるが……！」

「……いや、正直ただの雑談レベルだったと思うんだが……？」

「雑談、雑談か。雑談だというのなら答えろ。それでどうして『女だったら良かった』なるのかを答えろ」

　淡たん々たんとした口く調ちようだけど、鬼き気き迫せまるっていうのはこういうことなんだと思う。下へ手たなヤクザよりよっぽど怖こわい。分かり易やすく言うと、万年筆を両手で投とう擲てきスタンバイしている深み閑かんや匕首あいくちを抜いたヘディエくらいに。

　選せん択たく肢しを間違えたらスプラッタなことになるゲームと同じような状況に、秋あき晴はるは微かすかに口元を引き吊つらせて、

「……まあ、あれだ。こんな風に病気の時とかにメシ作ったり看かん病びようして貰もらったりするのって、男の理想のシチュエーションだろ？　それをこなしてくれる相手が同性より異性の方がいいって、当然思わないか？」

「…………つまり……その……そういう女が、日ひ野のの好みなのか？」

「あー……そうかも。甲か斐い甲が斐いしいってだけでもポイント高い」

「つ、つまり、付き合うなら、僕ぼくのような女がいいということかっ？」

「………………まあ、当たらずとも遠からずっていうか……」

　普通なら言うのも訊きくのも引く程ほど嫌いやがりそうなものなのに、どういう訳か大だい地ちは意気込んで問いかけてきた。ほんの少しだけど目は血ち走ばしっているし、ちょっと怖こわい。

　ベッドに寝ているので素早い行動も取れず逃げ場もない秋晴は、出来るだけ大地を刺激しないようにと考えて……すぐに、それはフルマラソン完走よりも難しいと気付かされる。

　だって間近に迫ったルームメイトの顔は見る見る内に赤くなって、全力疾しつ走そうしても簡単には乱れない呼吸が荒れていた。どれだけ取り乱せばこんな風になるのか、見当もつかない。

　取扱厳げん重じゆう注意な状況は変わらず、秋晴は次の一手が見つけられないまま誤ご魔ま化かすようにお粥かゆを食べる。さっきまで薄うす味あじながらあんなに美お味いしかったのに、ちっとも味が感じられない。

「……………………」

「……………………」

　黙もく々もくとお粥を食べ続ける秋晴に対し、大地は身動きこそしないものの視線をキョロキョロと彷徨さまよわせていて、落ち着きがない。

　気まずさが炸さく裂れつしたまま、お椀わんの中身が空からになるくらいの時間が経過し……

　耐え切れなくなった秋晴がトイレを理由に移動しようかと思った時、大地の唇くちびるが躊躇ためらうように動くのが見えた。

「…………変なことを訊きくが……いいか？」

「あ、ああ。遠えん慮りよしないで何でも訊きけよ」

「日ひ野のは、その……」

「おう、何だよ？」

「ぼ、僕ぼくが女なら付き合いたいということなのかっ!?」

「いや別にそういうのは──って、おい?!　大だい地ち、どうした？」

　意気込んで訊かれたことに反射的に即答すると、何な故ぜか大地は勢いよく後ろにぶっ倒れた。

　幸い後ろにベッドがあったので怪け我がはないだろうけど、見えない銃じゆう弾だんに頭を撃うち抜かれたのかって感じの倒れ方だったので、心配になった秋あき晴はるが思わず立ち上がると、弱り切って掠かすれた声が聞こえてきた。

「……………………な…………なぜ……だ……？」

「何な故ぜってお前、そう簡単な問題じゃないだろ？」

「……だ、だが…………さっきの、言い方だと……」

「いやまあ、確かに大地の女バージョンなら付き合うのに理想的だと思うけど、今はそういうことに──」

　そこまで話したところで、秋晴は次の言葉が出なくなる。強風に舞う綿わた帽ぼう子しみたいにどこを辿たどってどこへ行くのか分からない話の展開だったけど、おかげで一つ気付くことが出来た。

　以前にヘディエとの会話で『今は恋愛している余よ裕ゆうなんて無い』と言ったことがあるが、それは今だって変わりない。友達同士で遊びに行くくらいならまだしも、ちゃんとした交際なんて無理だと思う。

　なのに朋とも美みの告白に対してすぐに答えを出せないのは、気持ちだけ伝えればいいというセルニアへなんて言えばいいのか分からないのは……

　──と、暗い深海のような迷いの中で、ようやく光こう明みようらしいものが見つかった時。

「………………かげんに……」

　聞こえて来た微かすかな呟つぶやきに秋晴は我に返って、目の前でゆっくりと起き上がる大地の姿を見た。そして仰あお向むけのまま腕うでを使って体を起こすその様子に、思わず息を呑のむ。

　なんかこう、筆ひつ舌ぜつし難いけど……怒いかりと憎にくしみを糧かてに死の淵ふちから蘇よみがえった地じ獄ごくの戦士みたいなオーラを纏まとっていた。

　ただならない雰ふん囲い気きに、秋晴は無意識に唾つばを呑のみ込んで硬こう直ちよくしてしまう。

　何が大地をそうさせているのか分からないけど、これだけは分かる。下へ手たに刺激したら、やられる。間違いなく命に関わる事態になるはず……！

　動けないまま、ベッドとベッドの間の隙すき間まにゆらりと立った大地に見下ろされ、秋晴は何とか無抵抗アピールに笑おうとする……が、失敗した。こんな状況で笑うって無理過ぎだ。や、もっと死の予感が強くなったら諦あきらめの笑みくらい浮かぶかもだけど。

　とりあえず今は大地の出方を見て、ひとまず謝るか全力で謝るかよく分からないけど謝るかの三択でいくしかない。

　そう考える秋あき晴はるの前で、大だい地ちは半はん纏てんに隠かくれて見えづらくなっている拳こぶしを固く握にぎりしめて、初はつ遭そう遇ぐうの宇宙人でもダッシュで逃げそうな強きよう烈れつな目つきでこちらを睨にらみ、

「……お前は…………いつも、いつも……」

「…………な、何か気に障さわること言ったか……？」

　思い当たることがないので恐おそる恐る訊きいてみると、大地の眉まゆが過か敏びんにピクンと跳はねた。

　そして握ったままの右の拳を震ふるわせると、

「自分の発言がどれだけ人の気持ちを揺ゆさぶるのか、いい加減気付けっ、この馬鹿！」

「おぁぶっ……?!」

　怒ど声せいと共に顔面に強い衝しよう撃げきを受けて、秋晴は引っ繰くり返ってベッドの上に倒れてしまう。

　思わず頭がクラッときて視界も真っ暗になるが、殴なぐられた訳じゃない。何とか見えていたので、それは分かる。

　直ちよく撃げきしたのは大地が投げた枕まくらで、だからこの程度のダメージで済すんだ。殴られていたら、たぶん一発で気絶しているし骨くらい簡単に折れているはず。

　枕を顔から剥はがしながらも、軽い脳のう震しん盪とうを起こしてくらくらするので起き上がれずにいる秋晴の耳に、ヒステリックな声が聞こえてきた。

「少し出てくる！　その間に頭を冷やして反省しておけっ！」

　言うが早いか、秋晴がふらつきながら頭を起こした時には乱暴にドアが閉まる音が聞こえてきた。

　旋せん風ぷうのような一連の大地の行動の後、残された秋晴は静まり返った部屋の中でベッドに座り込み、枕アタックでジンジン痛む鼻の頭を擦こすり、

「……何が……どうしたっていうんだろーな……？」

　さっぱり訳が分からなくて、戸と惑まどってしまう。

　さっきの発言のどこに大地が怒おこる要素があったのか、これっぽっちも思い当たらない。何かの八つ当たりなんじゃないか、と思いかねないくらいに。

　ただ、

「…………あの大地があんなに感情剥むき出しにして怒るってことは……やっぱ俺おれが悪いんだろうなぁ……」

　まだ一年にも満たない付き合いだけど、それだけは分かる。

　だからこそ、自分のやらかしたはずなのにちっともピンと来ないっていうのが、頭を悩ませてくれた。

　あの様子だと、大地の怒いかりはすぐには治まらないだろう。少なくとも触ふれた逆げき鱗りんがなんなのか、こっちが理解するまでは無理だと思う。

　どうやらこれは……ようやく一つ答えが浮かびそうだった朋とも美みやセルニアの問題に加えて、新たな問題が起こったらしい。しかも問題文が穴あき状態でまともに読めないというおまけ付きで。

「……あー…………どうしたもんかな、これ……」

　呟つぶやいて、倒れるようにベッドに大の字になるけど、気分はちっとも晴れない。

　朝に比べると随ずい分ぶん体調は良くなったとはいえ、状況的にはむしろ悪化しているかもだ。特に大だい地ちは同じ部屋に寝泊まりしているんだから、一日も早く解決しないとまずいことになる。

　どれもこれも、全部放っては置けない問題なので、一つ一つ解決していくしかない。

「…………ちゃんと熱が下がってくれればいいんだけどなー……」

　他ほかの問題は自力で頑がん張ばるからせめてそれくらいはと神頼みをして、秋晴はもそもそと布団の中に潜もぐり込んだ。俯うつぶせになって、まだ痛みが残る顔を枕に押しつけ、目を閉じた。

　目が覚めたら全すべて解決しているような甘あまい展開は有り得ないので、瞼まぶたの裏に浮かんでくるいくつかの顔に悩まされながら、色々と考えて……




　──結局、眠ねむりに落ちるまでの間にハッキリとした結論が出ることはなく。

　接せつ触しよくせず何も言ってこない朋とも美みに、明らかにこちらを避さけているセルニア、それ以上に避けまくりでコミュニケーション断固拒きよ否ひの態度を示す大地という、ギスギスしまくった状況になり……

　数日後に一年生最後の従育科試験の告知がされるまで、そんな日々が続くことになった。
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　──私立白はく麗れい陵りよう学院の高等部従育科に入ろうと決めた時、こんな日々を送ることになるだなんて、ちっとも思っていなかった。

　小学生の時に転校していった、因いん縁ねんのある幼おさな馴な染じみに再会したり。

　初日に出会った金きん髪ぱつドリルなお嬢じよう様に、事ある毎ごとに何かと絡からまれたり。

　ルームメイトになった万能で小こ柄がらな同級生と、少しずつ打ち解けていったり。

　他ほかにも、スタイル抜ばつ群ぐんな美人だけどドジで生活能力ゼロな姉妹の世話をしたり、小学生にしか見えない天才画家と異国のオタク王女様と友達作りやら創作活動やらをしたり、中東の主従コンビに命と将来を奪うばわれそうになったり、背は高いけど内気な中ちゆう華かさんに色々と助けて貰もらったり、ボンクラだけど憎にくめない理事長と超絶クールなメイド教師がいたり……

　たぶん普通の高校に通っていたら一生出会うことのない連中がいて、濃のう密みつでだらけている暇ひまなんてない毎日を過ごして、様々なトラブルに巻き込まれて。

　もう両腕うでに抱かかえきれないくらいの思い出が出来たけど、きっと卒業する頃には、大きなトランクケースにだって入りきれない量になっているに違いないと思う。

　ただ──それはまだ、ずっと先の話だ。

　今は一つの決着をつけないといけない。

　ここから次に、新たなステージに進む為ために。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




　たぶんそろそろ何かあるんだろうな──という予感は、確かにあった。嵐あらしの前の静けさを感じて……って訳じゃなくて、昨日きのう何度か理事長が妙みように楽しげににたにた笑っていたのを目もく撃げきしていたので。

　なので秋あき晴はるは従育科生で席が埋うまった教室の中で慌あわてず騒さわがず、教きよう壇だんに立つ深み閑かんと、その横で無む駄だに偉そうに腕うで組ぐみしている楓かえでが告げる言葉を聞いていた。

「突とつ然ぜんですけど、今週末の土曜日に今年度最後の従育科試験をやっちゃいますよー！　皆さん、心の準備はどうですか〜？」

「どうなんかと訊きかれてもなぁ。オレはいつでも絶好調やけど……最後？　今週末はまだ二月やで？」

　理事長の軽い問いかけに、同じく軽く轟とどろきが脳天気に返す。

　それに応こたえたのは楓じゃなくて、今日きようも藍あい色いろのメイド服に身を包んでいる深閑だった。

「理事長の仰おつしやる通り、次回が一年次最後の試験です。つまり、三月は試験を行いません。理由の説明は必要ですか？」

　全体を見渡しながらそう言うので、秋あき晴はるはとりあえず頷うなずいておく。どんな理由かは知らないが、聞いて後こう悔かいするってことは無いはずだし。

　他ほかの生徒も同じ判断なのか、轟とどろきの横にいる三さん家けも頷うなずいているし、女子連中も殆ほとんどが似たような反応だ。ただ、大だい地ちだけはむっつりと無表情のまま動かない。

　……この前、体調を崩くずして授業を休んだ日に揉もめて以来、大地との間では冷戦状態が続いている。だから今日きようも隣となりの席には座ってなくて、最前列で『誰も近寄るな』オーラを出して一人で座っていた。

　試験も大事だけど、早いところ何とかしないとなぁ……と、真しん剣けんに考える秋あき晴はるの耳に、深み閑かんの落ち着いた声が届く。

「白はく麗れい陵りようでは三月の上じよう旬じゆんに卒業式が、その数日後に終業式があります。よって試験を行う時間的余よ裕ゆうは少ない為ため──というのが、一つ目の理由です」

「あの、二つ目もあるんですか？」

　恐おそる恐る手を挙げて訊きいたのは四し季き鏡かがみで、深閑はそれに小さく頷き、

「もう一つの理由は、『最後の試験は進級試験でもある』──ということです。つまり、試験結果によっては進級不可となります。追試はなく、従育科生の留年は認めませんので、強制退学して貰もらうことになるでしょう」

　…………なんかさらっと、とんでもなく重大なことを言われてしまった。

　教室内はシンと静まり返っているけど、断言出来る。これは皆、意表を突つかれすぎてリアクション不能なだけだ。だって自分もそうだし。

　言葉を失う秋晴達に、深閑は事務的な口く調ちようを崩くずさないまま話を続ける。

「今回はパートナーカードの配布は無く全員参加となりますが、試験中に上育科生の協力を仰あおぐこともあるかと思われます。そしてこれまでの授業、試験の成績を踏ふまえた上で、進級試験の成績によって皆さんの進級可否を決定します」

「……追試無しってことは、その試験で一発アウトになる可能性もあるんだよな？　もし病気とか法事が被かぶるとか、その手のことで不参加になったらどうするんだ？」

　当然織り込み済みなんだろうが、と思いつつ秋晴が訊いてみると、

「やむを得ぬ場合の不参加は最低得点とします。病欠等の場合は減点としますので、過去の成績次第では退学となるかもしれません」

「優しい優しい理事長先生がヒントをあげますけど、これまでの試験に全部参加出来ている子なら、欠席でも進級出来るくらいの成績になっていると思いますよ〜」

「……理事長、余計なことを言わないで下さい。士気が鈍にぶります」

「でも、あんまり張り切りすぎて怪け我がしちゃったり、病気なのに無茶されても困っちゃいますからね〜」

　珍めずらしく尤もつともなことを楓かえでが言い、深閑もそれには異論が無いらしく過激な対応はなかった。

　ただし秋晴にとっては、そこまで大きくプラスになる情報じゃない。自分の成績に自信がある訳じゃないので、ちょっとくらいの病気や怪け我がなら押して試験に参加するっていうのは変わらないし。

　せめて具体的な内容を漏もらしてくれたら対策も練れたんだけどなぁ、と残念に思っていると、

「──では不公平にならない為ために伝えておくことにしますが、試験の成績次第では進級不可能な生徒が数人います。無理は禁物ですが、試験当日に体調不良になど陥おちいらないよう、万ばん全ぜんの準備を怠おこたらないで下さい」

　……洒落しやれにならない重要な情報が聞こえてしまい、一いつ瞬しゆんで頭の中が真っ白になった。

　愕がく然ぜんとしたのは秋あき晴はるだけじゃないらしく、教室のあちこちでざわめきと緊きん張ちようの気配がする。例外は大だい地ちと、あとは四し季き鏡かがみくらいだと思う。まあ四季鏡の場合、ただ単にぼーっとしているだけなんだろうけど。

　そんな天然ドジ娘むすめは措おいておくとして──これは、ちょっとまずい。

　秋晴も成績に不安があるので頑がん張ばるしかないが、他ほかの連中も本気になる。進級と退学が掛かっているんだから元より全力対決にはなったんだろうが、全力以上を絞しぼり出してくるヤツが出て来てもおかしくない。

　ピリッとした空気が教室に満ち始め……しかしすぐに、それを掻かき破る明るい声が聞こえてきた。

「なんやなんや、皆してビビッとるんかい。日頃からやることやっとるんやし、そうそう簡単に退学コースにはならへんって！」

　希望に満ちたセリフを言ったのは轟とどろきで、わざとらしくオールバックにした髪かみを撫なでつけて、えらく良い笑顔をしていた。

　皆に勇気を与える発言だし、下へ手たに不安に駆かられるよりはずっといい。そこは褒ほめて良いと思う。

　ただ、恐おそらく全員が共通して思ったのは、

「意気込みは素す晴ばらしいですが……轟さん」

「おう、なんや深み閑かんセンセ？　オレに惚ほれて禁断の関係に発展するっちゅうお誘さそいなら、いつ何い時つでも受け付け──」

「貴方あなたの場合、試験で余よ程ほど優秀な成績を収めないと退学になります。覚かく悟ごを決めて励はげむことをお奨すすめします」

　現実を突つきつけるその一言で、見事に轟の舌したが止まった。

　何度か目をぱちくりさせて、伊だ達て眼鏡めがねがズレた間抜け面づらという見ていられない様さまになる。

「……………………ほわい？」

「これまでの従育科試験の参加率とその結果、問題のある行動、女生徒から日頃からの苦情……これだけ揃そろっていますので、当然かと」

「…………え、え？　マジなん？　あっきーやなくてオレっ!?」

「いや待て、流石さすがに俺おれだってお前とは比べられたくないから」

　常識の枠わくを破りたがる馬鹿と同類にされるとか、絶対に嫌いやだ。いくらなんでも轟とどろきよりはずっとマシなはず。

　……と、秋あき晴はるが白しらけ気味に思っていると、

「でもでも、秋晴さんも色々とペナルティがある身ですよー？　試験の参加率は高いですけど、油断しているともしかしちゃうレベルで」

　理事長の口から、聞き捨てならない衝しよう撃げき発言がきた。

「………………………………え？　冗じよう談だん？」

「理事長の仰おつしやることに間違いありません。日ひ野のさんの場合、奉ほう仕し活動での実績評価と一部生徒からの訴えが減点になっていますので、進級試験の結果が芳かんばしくない場合は基準ラインに届かない可能性が高いでしょう」

　淡たん々たんと語られる深み閑かんの言葉に、秋晴は絶句してしまう。

　……いや、元より楽に進級出来るなんて思って無かったけど……そこまでだったとは。甘あまく考えていたつもりは更さら々さら無いが、想像していたよりもかなり悪かったらしい。

　秋晴が轟と同じく強こわ張ばった表情になっていると、空気を読まない理事長の明るい声が聞こえてきた。

「まあまあそんな訳でしてー、土曜日に遊びに行く予定とか入れないでくださいね〜？　卒業式前の一大イベントですから、全校生徒が観戦しちゃいますので」

　うん、声の調子は軽いけど、内容はプレッシャーでしかない。全校生徒が観戦する中で試験、それで緊きん張ちようせずに全力を出せとか、いつから執しつ事じやメイドは大衆に観賞される役回りになったのか。

　納得がいかない気持ちにもやもやしつつ、秋晴は大きく息を吐はいて……それから、改めて試験のことを考えた。

　今週末の……つまり二月最後の土曜に、二年生になれるか、それとも白はく麗れい陵りようから去ることになるかが決まる試験が行われる。内容は不明だが、観客がいる以上は学校の敷しき地ち内で出来ることなんだろうし、何時間にも渡る試験にはならないはずだ。

　具体的には分からないが、深閑のギリギリを攻せめて来る過か酷こく設定と、理事長の勢いと思いつきだけの面白アイデアが合わさっているのなら……ハードな上に一ひと筋すじ縄なわではいかないものになるに違いない。

　何が起きてもいいように体調だけは万ばん全ぜんで臨のぞまないと、最悪の事態も有り得る。具体的には退学コース。

　それだけでも大変だっていうのに──もう一つ、秋晴には抱かかえている問題がある。

　タイムリミットはまだ切られていない……が、そろそろ決めないといけない。答えを先延ばしにするにも限度があるし、自分がスッキリしないので。

　彩さい京きよう朋とも美みと、セルニア＝伊い織おり＝フレイムハート──二人のクラスメイトから受けた告白に対する返事を、出さないといけない頃合いだった。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




　試験の発表があった翌日の放課後、秋あき晴はるは一人奉ほう仕し活動に励はげんでいた。

　馴な染じみのある食堂やカフェテラスでの給仕役じゃなくて、馬場の近くにある滅めつ多たに人の来ない教会の掃そう除じが本日の務めで、もう始めて二時間近く経たっている。

　板張りの床ゆかは箒ほうきで掃はくだけ、他ほかの祭さい壇だん等は水拭ぶきの後で乾から拭ぶきをしてと簡単なものだったけど、一人でやるには広かったので、そろそろ終わるとはいえ割と時間が掛かった。

　静かな場所で黙もく々もくと仕事をして、裏山を走り回るキツい授業の後っていうことも手伝って、軽い疲労感がある。ただ、一人黙もく々もくと単純作業をしていると余計なことを考えずに済んだので、そこはかなり有り難い。

　数日後には進級が掛かった試験があって従育科全体がどこか空気が重くなっている上に、秋晴個人の問題も片付いていないままなので、体を動かして仕事をするのはちょっとした気分転換にもなった。

　こういう時、抜群の成績を残していて進級もほぼ確定のはずの、ルームメイトの大だい地ちと話が出来れば気も紛まぎれるが……とても残念なことに、現在従育科生の中で一番話しづらいのがその大地だったりするので、自室にいても落ち着けない。

　少し前に体調を崩くずして学校を休んだ日に大地を怒おこらせてしまい、それからずっとまともに会話が出来ていなかった。翌日には怒いかりも冷めていたようだけど、向こうも気まずかったのか食事や登校の時間をずらされてしまっていて、同じ部屋で生活しているのに一いつ緒しよにいる時間が寝ている時くらいしかない。

　良くないなー、とは思うが、本気で大地に逃げられると追いかけるのは不可能に近かった。気配を消すのも上う手まいし。なかなか帰ってこないな、と思っていたら、いつの間にやらベッドで寝ていたなんてこともあったくらいだ。

　なら手紙かメモを残すかして謝ればいい、と考えるのが普通だけど、これがまた難しい。何な故ぜなら、こっちは未だに大地が怒った理由が分からないままだ。そんな状態でただ謝罪の言葉を並べても軽けい薄はくなだけで、逆効果になりかねない。

　そんなわけで大地とはぎくしゃくした関係のまま、昨日きのうの告知でさらに他ほかの仲間とも微び妙みような空気になり、結果として一人で仕事をしている時が一番落ち着くというなんか家庭崩ほう壊かいで冷戦中のサラリーマンみたいな感じになっていた。

「なんだかなー……全部自じ業ごう自じ得とくなんだろうけど」

　乾から拭ぶきが終わった雑ぞう巾きんをバケツの水で洗いつつ、秋晴はそんなことをぼやいてみる。流石さすがは教会で、ぽつりと呟つぶやいただけなのにやけに響ひびいて耳に残った。

　──と、そこに、

「あら、よく分からないけど随ずい分ぶんと情けないことを言ってるわね」

「ん……？」

　誰もいなかったはずなのに聞こえて来た声に顔を上げてそちらを見れば、換かん気きの為ために開けっ放しにしていた入り口の所に、コートと上育科の制服を身に纏まとった人物の姿が。逆光になっていて見えづらいけど、声で誰なのかは分かっている。

　幼おさな馴な染じみで現在抱かかえている問題の一つでもある彩さい京きよう朋とも美みの登場に、秋あき晴はるは眩まぶしさに目を細めつつ立ち上がった。

「どうしたんだよ、こんな所に。たまたまで通りかかる場所じゃないだろ？」

「分からない？　秋晴に会いに来たに決まってるでしょ」

　掃そう除じしたばかりの床ゆかを鳴らして近付いて来る朋美は、そんな意味ありげなことを言ってくる。告白されたっていう前置きもあって、普通ならドキッとしてしまうところ……だが、秋晴は眉まゆを顰ひそめた。

　だって頬ほおを赤く染めるとか恥はずかしそうに視線を逸そらしてとかならともかく、腹黒さんらしい楽しげな笑みを浮かべてるし。『会いに来た』っていうのは本当かもだが、本心では『からかいに来た』っていう方が正解だろ、これは。

　なので秋晴は心底嫌いやそうに問いかける。

「……お前、進級試験があるって聞いたな？」

「ええ、正解。凄すごいわね、よく一発で分かったじゃない」

「毎日教室で顔合わせてるっていうのに接せつ触しよくしてこなかった朋美が、わざわざこのタイミングで来るんだ。それくらい想像つくっての」

「可愛かわいげがないわねー。告白された相手と二人きりなのにそんな態度を取るだなんて、心が荒すさんでるわよ」

　誰が荒野レベルまで荒む原因を作ったのかと言いたくなる。しかも『もう無理、限界突とつ破ぱしてますから』って時にはグラス一杯の水を差し出してくれたりするもんだから、余計に性た質ちが悪い。

　まあでも、そんなことを言い出してもどうしようもないので、秋晴は雑ぞう巾きんと汚よごれた水の入ったバケツを手に持ち、

「こっちは仕事中だから、話があるなら終わらせてからにして貰もらうぞ」

「いいわよ。でも、それを片付けたら終わりじゃないの？」

「あー……そうだな。深み閑かんに報告しに行かなきゃならないけど」

「じゃあ片付けながらでいいわ。そう長くならないから」

　言って、朋美は道を譲ゆずるように身を引いた。

　その様子に、秋あき晴はるは少し考えてから頷うなずく。本当なら誰かが見ていないところでこそさぼらずしっかりやらなきゃいけないところだが、もう片付けだし手を止めずに話すくらいならいいか、と妥だ協きようする。

　バケツ片手に教会の外に出て、建物沿いに右手に回った。すぐ先に小さな花か壇だんと水道があるので、汚よごれた水を捨てて使った道具を洗い始めたところで、付いて来た朋とも美みが口火を切って話し出す。

「次の試験で進級出来るかどうかって話らしいけど、秋晴はどうなの？　自信ある？」

「自信って言ってもなぁ。何やるか知らないから、正直なところ分からないとしか言い様ようがないが」

「そこは嘘うそでも『余よ裕ゆうだ』くらい言いなさいよ。進級出来なかったら退学よ？　ちゃんと分かってるの？」

「分かってるっての。ここを追い出されて行く当てもないし、当日は死ぬ気で頑がん張ばるつもりだからな」

「ならいいけど、本当に頑張ってよね？　告白した相手が退学になってフェードアウトだなんて、いくらなんでも酷ひどすぎるもの」

　激げき励れいにしてはアレな言い方だが、本当に心配してくれているらしいのが何となく感じられたので、秋晴は黙だまって雑ぞう巾きんを洗う作業を続ける。怒おこるに怒れない、っていうのはこういう時に使うべきかもだ。

　何度か濯すすいで綺き麗れいになった雑巾を固く絞しぼり、空からになったバケツに放り込む。後は用具入れに仕し舞まえば終わりだ。

「……で、試験の話だけで終わりか？　こっちはもう仕事終わるけど」

　念の為ために訊きいてみると、朋美が口元を緩ゆるめて笑うのが見えた。その表情に、秋晴はしまったと一気に後悔する。

　今の反応はあれだ、うっかりＮＧワードを口にした愚おろか者を笑うのと同じ種類のリアクションだ。しかも『見え透すいた罠わななのに引っかかっちゃうの？　え、あんなのに〜？』という心の声が聞こえてきそうなレベルの。

「あら、もっと違う話があると思ったの？」

「………………ああもうそうだよ、あると思ってたよ！　というか、あれから殆ほとんど話なんてしてないんだから、あると思うに決まってるだろっ」

　秋晴が素直に逆ギレして睨にらむと、朋美はますます楽しそうに目を弓なりにして、クスクスと笑い声を零こぼす。

「そうね、普通はそう思うわよね。告白するだけで後は何のアクションも無しだなんて、まず有り得ないもの」

「………………………………、だよな」

　その『有り得ないこと』をどこかの金きん髪ぱつドリルさんにやられた経験のある身としては、物もの凄すごく微び妙みような気分になるけど、ここは頷うなずくしかない。下へ手たに追及されると厄やつ介かいなだけだ。

　相変わらずペースを握にぎられっぱなしなことに気を重くしつつ、秋あき晴はるはため息を堪こらえて朋とも美みの顔を見る。

　そして、ずっと訊ききたくて訊けなかった、肝かん心じんな質問を投げてみることにした。

「バレンタインデーの時、付き合ってくれとか言ってたけど……本気か？」

「何よ、疑うの？」

「や、疑うっていうか……現実味がまるで無いんだよ。朋美が俺おれのことを…………ほら、なんだ…………す、好き、とか」

　口に出すのも恥はずかしくて死にたいくらいだが、全身から勇気を絞しぼり出して訊いてみた。途と端たんに顔が熱くなって、背中がむず痒がゆくなる。

　照れ臭くささに我が慢まんしきれず、秋晴はバケツを片手に用具入れのある教会裏手へと歩き出す。

　すると後ろからクスクス笑いが付いて来て、

「秋晴ってば見かけに依よらずピュアよね。そういうところ、嫌きらいじゃないわよ」

「あー、そうですか。で、結局どうなんだよ？　冗じよう談だんであんなことするとは思ってないけど、お前らしくないだろ」

　半ば自や棄けになって訊たずねると、背後で少し考えるような気配があり、

「そう、ね。わたしらしくないかも知れないけど、考え方を変えると、凄くわたしらしいアプローチだったと思うわよ」

「…………え、謎なぞ掛かけ？　そういう流れだっけ？」

「もう、違うわよ。そもそも告白するっていうこと自体がわたしらしくないんだから、どうせやるならあれくらい振り切れた行動する方がらしいでしょ、ってこと」

「あー…………なんか納得出来たけど……なんでそう極端な生き方するんだよ」

　呆あきれと感心が入り交じった感想を抱いだいた秋晴は、歩きながらちらりと振り返る。後ろに手を組んだまま歩く朋美は楽しそうな目をして、

「普段なら考え抜いて自分なりに納得してから動くところを、思うままにやってみたらああなったの。理性のブレーキを外すのって、やっぱり危険ね」

　それは果たして明るく言ってしまっていい内容なのか。あれか、普段大人おとなしい子がイベントでテンション上がると何をしでかすか分からない、みたいな感じだったのかもだ。

　秋晴が微妙な納得の仕方をしていると、朋美は不意に視線を花か壇だんに植えられたクロッカスに落として、悪戯いたずらっぽい笑みを柔やわらかなものに変えた。

「凄くドキドキしたけど、後悔はしていないからあれで良かったのよ。尤もつとも、秋晴がどう思ったかは別の話になるけどね？」

「……告白云うん々ぬんはともかく、時と場所は選んで欲しかったかもな」

「気が利かない女で悪かったわね」

　ちっとも悪びれずにそう言う朋とも美みに、秋あき晴はるは呆あきれを通り越して潔いさぎよさを感じてしまった。

　たぶん、『後悔していない』という言葉にこれっぽっちも嘘うそ偽いつわりがないから、あんな風ふうに自然体でいられるんだと思う。

　そうでないなら、仮にも……いやまあ仮でも何でもなく事実あったことなんだけど、皆の前で告白するなんてことをした相手と、こうも普通に会話するなんて無理なはずだ。少なくとも秋晴には出来ない。きっと逃げ出したくなっている。今だって訊ききたいことは山ほどあるのに、気が引けて口に出せないでいた。

　目の前にいる幼おさな馴な染じみに自分との差を見せつけられている気がして、秋晴は雑ざつに頭を掻かき、用具入れにバケツを仕し舞まう。それから近くにある小さなタオル掛けに雑ぞう巾きんを広げて掛けて、風で飛ばないよう洗濯ばさみで留とめた。

　これで仕事は終わり、後は報告に行くだけだ。

　となるとここで会話は終了となるが……

「結局、お前は何を言いに来たんだ？」

　それを訊いておかないと、しこりのようなものが残ってしまう。

　まだ話の全部を聞いていないという不思議な確信は、たぶん相手が朋とも美みだからだ。子供時代と、今の優等生の仮面を使いこなす姿と、両方を知っている自分だから何となく感じるんだと思う。

　そして秋晴の予想を裏付けるように、朋美は引っかけ問題を間違えずに正解した子供を見るような笑みになり、

「告白の返事だけど、しばらくしないでいいわよ。ゆっくり考えて」

「それは……何でまた？」

　催さい促そくならともかく逆の提案をされるとは思ってもみなかったので、秋晴が眉まゆを顰ひそめて問い返すと、

「わたしが悩みに悩んでようやく行動を起こしたっていうのに、あっさり答えられちゃうのもなんだか悔くやしいでしょ？」

「…………なんつー理由だよ」

「まあ、半分は冗じよう談だんだけどね。残り半分は……大事な問い掛けだからちゃんと、秋晴にも後悔しないくらい考えて欲しいっていう感じかな。だから焦あせらなくていいわよ」

　主導権を握にぎって話す朋美の言い方は、普段とあまり変わりない。

　なのにその姿が不思議と大人おとなっぽく見えてしまい、秋晴はかなり動どう揺ようしてしまう。ほんの数日会話をしていないだけで、毎日顔は合わせていたはずなのに……この成長っぷりはなんだっていうのか。

　しかもこの感覚には覚えがある。

　体調を崩くずして学校を休んだあの日──部屋に来たセルニアとの会話の間まも、微かすかに同じものを感じていた。

　なんかこう……置いてきぼりを食らったような気分になってしまい、それがちょっとだけ悔くやしい。

　だからというわけでは無いが、秋あき晴はるは朋とも美みの言葉に素直に頷うなずかず、

「考える時間をくれるのはありがたいけど、そこまで長くはいらない」

「そう？　どうして？」

「なんっつーか……考えれば考えるだけ、分からなくなってくるんだよ。だから…………そうだな……」

　少し考えて、丁ちよう度どいいタイミングでイベントがあることを思い出す。

　そもそも朋美がここに来た切っ掛けの、従育科生にとっては進退のかかった大事な大事なイベントが。

「──今度の土曜日にある、進級試験。あれの後に言うことにするから、悪いけど時間空あけておいてくれ」

「ふぅん……すぐだけど、いいの？」

「ああ。もう殆ほとんど答えは出かけているし、試験が終わったらすぐに期末テストと卒業式だろ？　それも終わったら何日もせずに春休みになるんだ、ぐだぐだ引き延ばしていたら二年生になっちまう」

「そうねぇ。まあ、進級出来たらの話だけど」

「……………………」

　本当にこの幼おさな馴な染じみは人を落ち込ませる天才だと思う。どうしてああも簡単にキラーパスを投げ込んでこれるのか。

「ったく、お前はいつもいつも…………ん？」

　俄にわかに疼うずき出した不安に肩かたを落とした秋晴は、ふと視界に人影が映ったことに気付き、注意をそちらに向ける。

　こちらの反応に怪け訝げんそうな顔をする朋美の肩かた越ごしに、建物の陰かげから出てくる、西日に当てられて輝く金きん髪ぱつが見えた。

　それだけでどこのどなたかは分かったが、秋晴が気付くのと同時に向こうもこちらに気付いたようで──何な故ぜだか、思いっきり険けわしい表情になる。

「そこに一いつ緒しよにいるのは……朋美さんですのっ？」

「え……あら、セルニアさん？　どうしてこんな所に？」

　ズカズカと勢い込んで向かってくるセルニアの姿に、朋美はどこかわざとらしい驚おどろきを見せて問い掛ける。

　それが頭に来たのか、ただでさえ鋭するどかったセルニアの目つきがさらに二段階くらい迫力を増し、掴つかみ掛かりそうな勢いで朋とも美みに迫った。

「どうして、じゃありませんわよっ！　貴女あなたまさか、自分から持ち掛けた約やく定じようを破って抜け駆がけを──」

「そんなはしたない真ま似ねしないわよ。ちょっと連れん絡らくすることがあったから、それを伝えに来ただけ」

「…………なら……構いませんけど……っ」

　納得しきれない、と言わんばかりの表情だが、秋あき晴はるとしてはそこに触ふれない。この組み合わせが状況的に最悪なのは分かっているが、二人の交わしていた話の内容がいまいち不明なので、下へ手たに関わると大火傷やけどしそうな気がしたので。

　と、安全な距きよ離りを保とうとする秋晴に、くるりと体ごと振り向いた朋美が微笑ほほえみ、

「それじゃ、わたしはもう行くから。秋晴も仕事をサボッていると思われないよう、気をつけなさいよ？」

　仕事中に話し掛けてきたお前がそれを言うか、と秋晴が心の中で突つっ込んでいる間に、朋美は未練ゼロの足取りでさっさと寮りようのある方へと歩いていってしまう。

　そして残されたのは秋晴と、顰しかめっ面つらを隠かくそうともしないセルニアだけになる。

　こんな重い空気の中に置いていかれても、と思いはするが、秋晴としては一つ気になることがあったので、ぽつりとそれを口にした。

「朋美のヤツ、セルニアがいるのに素すのままだったな」

「……フン、猫ねこを被かぶるのが面倒になったのではなくて？　大体、彼女の考えることなんて一々気にしていられませんわ」

「…………お？」

　予想外の反応に、秋晴は小さく驚おどろきの声を上げた。

　自分の知る限り、セルニアはお嬢じよう様モードの朋美しか知らないはずだ。なのに憮ぶ然ぜんとする訳でも無く、処理しきれない腹立たしさを露あらわにしたような今の様子を見ると……どうやらここ数日の間に、朋美の本性を知る機会があったらしい。

　まあ、元々セルニアは白はく麗れい陵りようの生徒の中では、二面性というか分厚いコーティングをした腹黒さんの本性に触ふれる場面も多かったから、ともすれば自力で勘かん付づいたのかも知れないが。可能性でいうと、朋美のことだから自覚的に知らせたって方が高いと思う。

　一体何のつもりだかは分からないが、秋晴はまじまじとセルニアの顔を見ながら、

「随ずい分ぶんと仲良くなったみたいだな？」

「ッ、誰と誰が仲良くなんてなりますのよっ!?　そんなおぞましい発言、しないで欲しいものですわ！」

　全力で否定されたが、普通に考えればそう思うはず。セルニアは本気で嫌いやそうな顔をしているから誤ご魔ま化かしって訳じゃないんだろうけど。

　当然のように感じていた関係も日々変化していくんだなぁ……、と秋あき晴はるが改めて実感していると、むすっとした表情で腕うで組ぐみをする金きん髪ぱつ令れい嬢じよう様が「そんなことより」と切り出してきた。

「朋とも美みさんと何の話をしていましたの？　内容次第では……そう、明日あしたにでも通つ夜やが開かれることになりますわよ」

「さらっと殺人予告してんなよ、怖こわいから。単なる世間話と──それから報告というか、事務連れん絡らくだな」

「……意味が分かりませんわ。私を煙けむりに巻こうと適当なことを言っているのなら、ただじゃ済ましませんわよ？」

「そんなんじゃないって。朋美に『告白の返事はまだしないでいい』って言われたけど、今度の土曜日に答えるって返したんだよ」

　これが他ほかの相手ならわざわざそんなことまで言わないが、セルニアは特別だ。こいつには知る権利があるだろうし、そうじゃなくても伝えておくことが一つある。

　だから秋晴は、驚おどろきに目を丸くしているセルニアに向けて、

「お前に言わなきゃいけないことも、その時に──従育科の進級試験が終わった後に言おうと思うんだが、予定は空あいているか？」

「え、ええ……大だい丈じよう夫ぶですけれど……」

「ならそのまま空けておいてくれ。試験が終わって……何い時つぐらいになるのかは分からないけど、昼を跨またいでやるみたいだから三時には終わってる、か？　まあ遅くとも夕飯前には伝えるから、悪いけど白はく麗れい陵りようにいてくれな。タイミングが合わなかったら後ご日じつでもいいが」

　何が何でもその日の内に伝えないといけない、ってことでもないので、まあ駄だ目めなら後で構わない。単に朋美にはその日にするって言ったから同じの方がいいような気がしたのと、試験の勢いで伝えられればいいと思ったからだし。

　こちらの申し出に、セルニアは微かすかに下した唇くちびるを噛かむ仕し草ぐさをしてから、小さく頷うなずいた。

「…………分かりましたわ。試験の後、ですわね？」

「ああ、それで頼む」

「落第したら退学と聞きましたわよ。もし試験に不合格になったら、出て行く背中を指差して皆で笑って差し上げますから、楽しみにしているといいですわ！」

「…………」

　口元にたっぷりと笑みを含んでのセリフに、秋晴はあることに気付いて苦笑したくなる。

　今ので分かった。つまりこのドリルさん、朋美と一いつ緒しよで試験のことを聞きつけて自分なりの激げき励れいをしに来てくれたらしい。

　やっぱこいつら仲良いいよなぁ、と口には出さずにしみじみ思う。言ってしまうと絶対に認めない上にキレられそうだから、あくまでも心しん中ちゆうで呟つぶやくに止める。

　……言ったらたぶん面白いことになるはずなので、ちょっと残念だけど。まあでも、試験前に問題を起こしたらただの馬鹿だし、ここは我が慢まん。

　自分にそう言い聞かせると、秋あき晴はるは得意げな表情のセルニアに向けて片手を上げ、

「それじゃ、俺おれは仕事が終わったことを深み閑かんに報告しに行ってくるわ。土曜のこと、うっかり忘れるなよ？」

　言うだけ言って、さっさとセルニアに背を向けて歩き出す。これ以上遅れると、本気で深閑に説教される可能性もあるし。

　するといくらもいかない内に大きな声で、

「ッ、そんなハロウィンのカボチャみたいな頭してませんわよっ！　全く、忘れるなんて……そっちの方が難しいですわ……！」

　たっぷり怒いかりが籠こもった言葉を背中に投げられたものの、追いかけてくる気配は無かった。たぶん期日設定された土曜日までは、ここ最近と同じくなるべく接せつ触しよくしないようにするつもりなんだと思う。

　一人で特別校舎のある方へと歩きながら、秋晴は小さな達成感を覚えて、右手の親指と人差し指を折る。

　期せずして二つ、朋とも美みとセルニアの問題が片付く算段がついた。それも学生として一番大きな進級試験の日に。

　となると、手を付けていない問題は、あと一つだけ。

　その一つをどうするか、深閑のいる理事長室へと向かう間中、秋晴は考え続け……




「──なあ。勝負しないか？」

「…………勝負？」

　かなり唐とう突とつだったこちらの言葉に、寝ね間ま着きにしている作さ務む衣えの上から袢はん纏てんを着た大だい地ちは、胡う乱ろんげな目を向けてきた。

　着替えを済ませた大地が洗面所から出て来た瞬しゆん間かん、いきなり問いかけたので、まあ当然の反応だ。

　夕飯前のこの時間、食堂へ行く前に制服から着替える為ために大地は部屋に戻もどって来る。すれ違い生活が続いていたけど、その経験値で狙ねらうならここか教室内しかないと理解していた。

　なのでちょっと強引な話の進め方だとは思いつつ、秋晴は相手に逃げられる前に直球勝負を仕掛ける。

　今日きようの放課後、大地とのぎくしゃくした関係という残っていた問題をどうにかするべく考えた末に出た案は、かなりシンプルなものだった。

「大地としても色々と思うところはあるかもしれないが、とりあえずそれは一時的に忘れて、今度の進級試験で俺と勝負してくれないか？」

「……何の為ために？」

「最近、ずっと気まずいままだろ。お前を怒おこらせた原因は分からないままだし……だからいっそのこと、勝負して片を付けようと思ってな」

「…………それで片が付くと思っているのか？」

　大だい地ちの言う通り、根本的な解決にはならない。それは秋あき晴はるも分かっていた。

　けど、原因を突つき止めて謝るにしても、少し時間が経たってしまったせいでタイミングを逃してしまった感もある。

　だから発想の転換で──というか、半ば卓袱台ちやぶだい返しのような気持ちで、この手を使うことにした。

　微かすかに眉み間けんに皺しわを寄せる大地を、秋晴はベッドに腰こし掛かけたまま真まっ直すぐに見上げ、用意しておいた言葉をぶつける。

「だから試験で勝負して、それで勝った方が負けた方の言うことを一つだけ聞く──って条件でどうだ？」

「っ……?!」

　こちらの提案に、珍めずらしく大地が虚きよを突かれた様子で見つめてくる。

「な……言うことを、聞く？　それは、何でもかっ!?」

「えっと……あー、うん、そのつもりだぞ。勿もち論ろん、出来る範はん囲いでだけど。屋上からノーロープバンジー決めろとか全ぜん裸らで街中を走り回れとか、そこまで無茶なのは拒否権有りってことにするけど」

「……つまり、常識的に可能ならば何でも、ということか？」

「ああ。まあ、まだ試験で何をやるか分からないし、直接対決みたいに勝ち負けがハッキリするかは不明だけど、あの理事長が絡からむなら順位付けかそれに近いことをするだろ。だからまあ、その結果で決める感じかな」

「……………………言うことを……何でも……」

　こっちの話を聞いているのかいないのか、ぶつぶつと何度も咀そ嚼しやくするように大地は呟つぶやく。

　勝負事にありがちな条件のはずなのに、想像以上の反応をされた。まあ、よく考えたら田舎いなか育ちで人付き合いに乏とぼしかった大地のことだから、この手のやり取りは初めてに近いのかもだ。それならば…………いやだからって納得はしきれないけど。そう思って飲み下すしかない。

　ちょっと引きそうになる気持ちを抑おさえ込み、秋晴は改めて意図を告げる。

「俺おれが勝ったら、悪いがこの前の一件は水に流してくれないか？　正直、今みたいにぎくしゃくしたままっていうのは辛つらいんだよ。こっちの勝手な言い分だけど、出来れば大地とは来年度も仲良くやっていきたいし」

　言いながら、本当に我わが儘ままな発言をしていると思う。原因不明のままとはいえ、ひたすら誠せい心しん誠せい意い謝った方が良かったんじゃないかと、今いま更さらながら頭にちらつく。

　だが、それでも秋晴としては、ちゃんと理解して謝ることが出来ないくらいならこっちの方がマシだと思った。少なくとも自分なら、まだ納得がいく。それが大だい地ちも同じかどうかは分からないけど。

　かなり分ぶの悪い賭かけになるんじゃないだろーか……と内心では不安に感じつつ言ってみたが、肝かん心じんの大地の反応はというと、

「…………日ひ野のが、僕ぼくの言うことを……何でも……」

　俯うつむいてトリップしたままで、全く耳に入っていないみたいだった。……本当に、何がここまでこいつを虜とりこにしているのか。ひょっとして恨うらみ骨こつ髄ずいのレベルで、とんでもないことをさせられる可能性まで出て来た。

　物もの凄すごい後悔の念に襲おそわれながら、秋あき晴はるは頬ほおを強こわ張ばらせて確認の問いかけをする。

「えーっと…………じゃ、その条件でいいか？」

「……いいだろう。あ、後でやっぱり無効とか無しだぞ?!」

「あ、うん……分かった」

　背景に青白い炎ほのおが浮かんでいてもおかしくないくらい静かにヒートアップするルームメイトの様子に、秋晴はかなり早まった感を覚え……

　それでも、まあ一応は上う手まく乗り切る算さん段だんがついたことに、胸を撫なで下ろす。

　これで後は、試験を頑がん張ばるだけだ。

　朋とも美みの告白に対する返事も、セルニアに伝えないといけない想おもいも、全すべては無事に試験をクリアして進級を決めた後の話。

　とりあえずやるべきは、試験を突とつ破ぱして進級すること──

　直近の目標が一つに絞しぼられて明確になり、ようやく頭の中がスッキリした。やっぱり物事は出来るだけシンプルな方がいい。というか、複雑だとどうしていいのか考えるだけで動けなくなる。

　雁がん字じ搦がらめな状態から抜け出した気分で、秋晴は口元を引き締しめ、

「っし、決戦は土曜日だ。それまで怪け我がとか病気するなよ？」

「当然だ。勝負なら手加減しないぞ」

「それこそ当然だっての」

　エールの交換というにはちょっと互たがいのやる気が溢あふれすぎている気がするけど、久しぶりに大地とまともに話せているので、まあ良しとする。

　久しぶりにテンションが上向きになった秋晴は、大変なはずの試験の日がちょっとだけ楽しみに感じて、大地と顔を見合わせたまま笑った。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




　土曜日まで特別な事件やイベントは無く、一年生の間に少しぎこちない空気はあったものの、日々は淡たん々たんと過ぎて行き──

　ついに迎えた、試験当日。

『さあさあ、今日きようはいよいよ待ちに待った従育科進級試験ですよー！　皆さん、楽しみにしていてくれましたか〜？』

　スピーカーを通して聞こえて来る理事長の声は溌はつ剌らつとしていて、晴れ渡った天気にピッタリだった。何というか、うんざりするくらいに。

　わざわざマイクを使って話しているのは観客席にいる上育科生に配はい慮りよしたものだろうが、場所が陸上競技専門の競技場なだけに、運動会を彷ほう彿ふつとさせる。もし保護者の観戦もオーケーなら、メールで連れん絡らくした時に来たがっていた従い姉と妹この棗なつめも観客席にいたんだろうが、幸か不幸か観戦は生徒のみ。

　人を集める辺りこれも一つのイベントという捉とらえ方をしているんだろうが、秋あき晴はる達からすれば大事な試験なので、あまり茶化すようなことはしないで欲しかった。今の体調だと余計にそう思う。

　一周二百メートルのトラックの内側に他ほかの従育科生と同じく整列して座り込んだ状態で、秋晴は制服のズボンについていた乾かわいた泥どろを落としつつ、わざわざ設置された本部席で意い気き揚よう々ようとマイクを握にぎる理事長を眺ながめる。

　スタンド対面に位置する観客席の様子を左手に持ったオペラグラスで覗のぞいていた楓かえでは、反応が見て取れたのか満足そうにグラスを下ろし、にこにこ笑顔で大きく口を開いて……




『それではただいまより、皆さんお待ちかねの白はく麗れい陵りよう高等部一年従育科進級試験、第二種目を始めたいと思います〜。はい、拍はく手しゆー！』




　競技場全体に響ひびき渡るその声に、集まった上育科生達はというと拍手どころか歓声をあげることもなかった。

　どこか戸と惑まどうような空気を感じた秋晴は、そりゃそうだと心の中で頷うなずく。今の発言に違和感を覚えない方がおかしい。

　ただし発言者だけはそのことに気付いていないらしく、

『あれ〜、リアクションが薄うすいですよー？　皆さん、ちゃんと朝ご飯食べてきましたー？』

『……理事長、上育科生の皆さんはこれから始まるのが「第二種目」ということに疑問を抱いだいているだけです。まずはその説明を』

『あっ、そうだったんですか。深み閑かんちゃん、良く気付きましたね〜』

　感心した声を上げる理事長だけど、事情を知っているヤツなら大抵は気付くはず。

　というか、観客席の上育科生の中には、その前から怪け訝げんそうな表情をしている目め敏ざとい連中もいた。まあ、いつも通り執しつ事じ服とメイド服を着た自分達が、既すでに微び妙みように汚よごれていたり髪かみ型がたが酷ひどいことになっていたりしているんだから、何かあったと勘かん付づく人がいてもおかしくない。

『実はですねー、進級試験の第一種目は朝の六時スタートでやっていたんですよー。バスで三十分くらいの所にある山を借りて、ちょっとしたオリエンテーリングを。そこは全員クリアしたので、揃そろって第二種目に臨のぞむわけです〜』

　さらっと理事長は言うけど、あれのどこが『ちょっとしたオリエンテーリング』なのかと秋あき晴はるは問い質ただしたくなる。制限時間三時間で、初めて行く山にある地図でしか確認していないチェックポイントを半数通過して戻もどって来るとか、レクリエーションでやったら参加者から猛もう抗議が来るよ。

　試験前の、早朝に集合した時は、皆やる気と緊きん張ちよう感に満ちていた。空気はピリピリしていたし、誰もが口数少なく、普段は明るいヤツも固くなっていて……それが、試験が終わった直後には死し屍し累るい々るいの強制脱だつ力りよく状態に。電池切れかけのラジコンカーだってもう少し元気に動くだろ、っていうくらいぐったりして、すぐには立つことも出来ない生徒の続出だった。

　まあでも、そうなるのが当たり前だ。冷え込んだ山を走り回って、場所によっては雪が残っていたりもして、おまけに飲み水はチェックポイントと全然関係無い場所にある湧わき水を飲むしかなくて……正直、全員脱落せずにクリアしたのは軽い奇き跡せきだと思う。

　特に四し季き鏡かがみはギリギリだったし。一人だけ制服の汚よごれが酷ひどくて所々が破けているのは、文字通りゴールに転がり落ちてきたからで、たぶん普通の人なら骨折以上の大怪け我がをしているはず。どうして軽い打だ撲ぼくで済んでいるのか不思議過ぎる。

　そんな訳で、既すでに従育科生の半数以上はかなりギリギリの状態だった。

　秋晴もかなり消しよう耗もうしていて、殆ほとんど余よ裕ゆうはない。それでも頑がん張ばれば動けそうなのは、白はく麗れい陵りように編入してからひたすらハードな訓練を受けていたおかげだと思う。他ほかの連中もそうだろうけど、本気で倒れる寸前まで走れるだけの地じ力りきと根性を培つちかってきた。

　だから余計にここから先は悲ひ惨さんな泥どろ仕じ合あいになりかねない。

　例外なのは大だい地ちくらいだ。一時間弱という驚きよう異いの短時間で第一種目を突とつ破ぱした大地は、服の汚れもなく涼すずしげな顔をしている。

　勝負を持ちかけた以上、勝たなきゃいけない相手だけど……どうやればこんな無茶スペックのヤツに勝てるのか。スクラッチクジを一枚買って一等を引き当てるくらいの幸運が無いと厳しい気がする。

　身の程ほど知らずなことをしたかなぁ……と秋晴が陰いん鬱うつな気分を増ぞう殖しよくさせていると、スピーカーから楓かえでの明るい声が飛んできた。

『それでは改めましてですが、第二種目をやっちゃいますよー？　ここからは上育科生の皆さんにも協力して貰もらうことになるので、お願いしますねー？』

『対象になるのは競技場内に入る際、アンケートに協力して頂けた方々のみです。申し訳ありませんが、試験の間はアンケート用紙と引き替えにお渡しした襷たすきを掛けておいて下さい』

　深み閑かんの補足説明を聞いて秋あき晴はるが観客席を振り返ると、赤い襷たすきを掛けている生徒が結構な数いるのが見えた。中等部と高等部の上育科生のうち、八割方が観みに来ていて、その半数以上が参加協力してくれるらしい。

　協力対象が多いのがこっちにとって有利なのか不利なのか、何をするのか分からない内は読めない。

　朝っぱらから体力を削けずり取られた次は一体何をやるんだろうと、秋晴は眉まゆを顰ひそめて本部席の楓かえでを見た。

　第一種目の時はバスでぐっすり寝ていた理事長は、腹立つくらい元気一杯の笑顔で、

『進級試験第二種目は、題して「欲ほしい物は何ですか競争」ですよ〜！　ちょっと皆さん、先生から見て右側の方に注目してくださいー』

　言われて秋晴もそちらを見てみると、トラックの上に長テーブルを設置するメイドさん達の姿があった。普段は裏方として働いているプロの人達で、秋晴も見覚えがある。

　彼女等の手で会議室などで使われる長テーブルを数脚置かれ、その上に何やら封筒みたいな物が並べられていって……何だか似たような光景、体育祭の時に見た気がした。

　あの時はもっと高級なアンティークの机だったけど、今回は普通に足が折り畳たためるタイプのテーブルだ。

　もう一つ違うのは……座ったままだとよく見えないので確証は無いが、置かれていく封筒の数が、えらく多い気がする。

　そんな秋晴の予測を裏付けるように、

『ルールを説明します。従育科生の皆さんはスタート地点から時計回りに走り、机に置かれた封筒を一つだけ取って下さい。中には先さき程ほど上育科生の皆さんに提出して頂いた「欲しい物」が書かれた紙が入っていますので、それを書いた本人の元へ行き確認としてサインを貰もらい、ゴールをした人から試験クリアとします』

　スピーカーから深閑の冷たい声が響ひびくが、それだけでは終わらなかった。

『尚なお、中の紙には「欲しい物」が書かれていますが、書いた本人の名前はありません。誰が書いた物かは、これまでに培つちかってきたコミュニケーションから予測して下さい』

「…………なんつー無茶な……」

　思わず秋晴は呟つぶやくが、気持ちは他ほかの生徒も同じはず。

　もう一度観客席を見て確認するが……協力してくれる生徒の数は、少なく見積もっても百人以上。下へ手たすると百五十人はいるかもしれない。

　無記名で書かれた『欲しい物』を見て、その中から正解を選び出すって……ちょっと気が遠くなる。砂さ漠ばくで指輪を探すのに比べれば全然楽だろうけど、神しん経けい衰すい弱じやくをミス十回まででクリアするくらいの難なん易い度どはありそうだ。

　自分が挑いどむ試験の厳しさに秋晴が頬ほおをひくつかせていると、

『ここからが肝かん心じんなのですけど、本人確認をして違った場合はトラック一周のペナルティがありますからね〜？　あと、これはちょっと無理かなー、と思って違う封筒を選ぶのもありですが、その時もトラック一周ですよ〜』

　……さらに絶望感を煽あおる、脳天気な声が。あの無能系事務員、自分はやらないからって楽しそうに……！

　思わず秋あき晴はるは険けわしい目で睨にらみ付けるが、それにまるで気が付かない楓かえでは何やら紙の束たばを取り出し、それをパンパン叩たたきながら口を開いた。

『ちなみに、ゴール地点でサインをした人の欲しい物かどうかの確認作業をしますから、ズルは駄だ目めですよ〜？　その場合、失格にはなりませんけど、トラック十周してから再チャレンジして貰もらいますからね〜？』

「……その辺りはちゃんと考えてるんだな」

　善意の不正をしようとしても結果は逆に悪くなると、事前に言っておくことで公平な試験になるようなルールだった。ただ、わざと『正解です』とサインをされてしまわれた場合については言及していないけど……これは上育科生のモラルを信じてなのか、それともそんなことをされてしまう生徒の自じ業ごう自じ得とくなのか、どっちかなんだと思う。

　第一種目の時も感じたけど、たぶん理事長が適当なアイデアを出して、それを深み閑かんが試験として詳しよう細さいを仕上げている気がする。難なん易い度どが厳しいのは……何となく深閑が原因に思えるが、今いま更さらなのでそこに文句はつけられない。

　ともあれ、クリアするのが難しいことだけは間違いなかった。

「はぁ……もうくたくたなのに、厄やつ介かいだね」

　話し掛けて来たのは隣となりに座っていた三さん家けで、言葉通り疲れた表情をしていた。

　自分も似たような顔なんだろうなぁ、と思いながら、秋晴は小声で、

「きっついなー……でもまあ、一発ミスったら失格ってルールじゃないんだから、何とか数をこなせさえすれば──」

　どうにかなる、と言おうとした瞬しゆん間かん、それを遮さえぎるように、




『あっ、それからそれから、この第二種目は合格者が十人出たところで終了になっちゃいますからね〜。のんびりしているとアウトになっちゃいますよー？』




　空気を読まない明るい声が響ひびき、秋晴は言葉を詰つまらせて唖あ然ぜんとする。

　……時間制限じゃなくて、定員有りの勝ち抜け方式。

　それはつまり、虱しらみ潰つぶしの戦法を取っている暇ひまはないかもしれないということと──確実に半数以上がここで脱だつ落らくする、ということだ。

　顔を見合わせていた三家も理解しているようで、露ろ骨こつに表情が引き吊つる。たぶん三家だけじゃなく、他ほかの従育科生も一気に緊きん張ちよう感が湧わき出してきたはずだ。

　秋あき晴はるも例外ではなくて、二月末だっていうのに冷や汗あせを掻かき、俄にわかに心しん拍ぱく数が速まる。

　書かれている『欲ほしい物』を見て思い当たる人物が何人居るか、心配になってつい観客席を見直すが、学年もクラスもバラバラに座りたい所に座っているらしく、すぐには誰がどこに居るのかも分からない。朋とも美みにセルニア、それにアイシェとヘディエのコンビは目立つからすぐに見つかったけど、後はぱっと見じゃ無理だ。

「落とせない進級試験だってのに……なんつー難なん易い度どを……！」

　思わず秋晴は愚ぐ痴ちを零こぼすが、それで焦あせりが無くなる訳じゃない。

　そして気を落ち着かせる暇ひまも無いまま、

『ではでは、従育科進級試験の第二種目を始めちゃいますー。従育科生の皆さんはスタートラインの辺りに来てください〜』

　底抜けに軽い声が開始を促うながすので、秋晴は他の生徒と同じく立ち上がって移動する。そうしながら必死に対策を考えてみるが、これだという案は簡単には浮かんで来ない。

　トラックの外側を選んで位置につき、必勝法とまではいかないまでも何かベターな策はないものかと頭を悩ませ──

『じゃ、スタートしちゃいましょう〜！』

「だぁっ、早ぇよ!?」

　反射的に抗議の声をあげるけど、それは開始合図の火薬音で掻き消されてしまった。いつの間にか深み閑かんがピストルを握にぎっていて、銃じゆう口こうから薄うつすらと煙けむりが出ているのが見えて……と、そこで、秋晴はぼんやり眺ながめている場合じゃ無いと気付いた。

　他ほかの皆も一いつ瞬しゆん驚おどろいていたみたいだけど、すぐに気を取り直したようで一いつ斉せいに走り出す。それに遅れないよう、慌あわてて秋晴も走り始めるが、スタートダッシュを決めるどころか出遅れ気味になっていた。

　第一種目の疲れもあって思うようにスピードが出ないこともあって焦りは更さらに大きくなるが、『落ち着け』と何度も頭の中で繰くり返す。

　これはただの徒競走じゃない。普通の借り物競走とも違う。

　封筒の中に知り合いの書いたものが入っているかどうか、という運の要素が強いけど、それが全すべてでもないはずだ。日頃からどれだけ上育科生とコミュニケーションが取れているか、というのが重要になってくる。

　……ただし、自分でも不ふ甲が斐いないとは思うが、秋晴はあまり多くの生徒と懇こん意いになっていない。会って即そく逃げられたり気絶されたり、ということは殆ほとんどなくなったが、それでもあからさまに避さけられたり遠巻きに観察されたりしている。

　外見だけが理由じゃないんだろうから、これは自じ業ごう自じ得とくだ。反省するしかない。

　──だけど、反省するのは後で。

　今は開き直ってどうにかするしかない……！

「…………っし……！」

　腹を括くくった秋あき晴はるは、他ほかの従育科生に少し遅れて長テーブルの設置された場所に辿たどり着いた。一番速い大だい地ちはもう開けた封筒を手にして走り出しているし、他にも観客席に視線をやっている生徒は何人かいる。

　また焦あせりが疼うずくのを懸けん命めいに宥なだめ、秋晴は当たりを引けるようにと祈いのりながら目についた封筒を掴つかみ取り、ビリビリと破いて中の紙を取り出す。

　そこに書かれていたのは、

「……『モナコに、海が臨のぞめる別荘』……」

　どう考えてもこれ、女子中高生が個人で欲ほしがる物じゃないし。それをさらっとクリスマスプレゼント感覚で要求するって、相変わらず白はく麗れい陵りようの生徒に一般常識は通じない。

　ともあれ、宝くじの一等が前後賞込みで当たった人でもそうは欲しがらないリゾート物件が書かれた紙を手にした秋晴は、ほんの数秒だけ考えてから走り出した。

　行く先は観客席──ではなくて、

『うーん、皆さん苦戦しているようですねー……って、あれあれ？　秋晴さんはいきなりパスですかー？』

　こっちの動きに気付いた楓かえでの言う通り、秋晴は書いた本人を探すことはせずに、次の封筒を開ける為ためにペナルティのトラック一周をこなす為ために走っていた。

　広く付き合いが無い分、一部の生徒のことならそれなりに深く理解している。だから誰が書いたのかピンとくる内容に当たるまで、正解探しはせずに引き続けるという作戦だ。下へ手たに探して時間を食うより、一つでも多くの封筒を開けることに専念する。

　正直、これはかなり分ぶの悪い賭かけだと思う。けど、それ以外に十番以内にこの試験をクリアする手段が見つけられない。

　不安はたくさん残るが、もうそこは無視。頑がん張ばって無視する。スマートに最適な答えを出せない以上、余計なことは考えずひたすらやり抜くしか無い。

　あとは運と、体力の勝負──！

　そう自分に言い聞かせながら走った秋晴は、トラックを回り二個目の封筒を手に取り、雑に開けて中の紙を見た瞬しゆん間かん、また走り出す。『自分専用のリムジン車』とか、そんなの言い出す相手、分かる訳が無い。

　次だ次、と空振りを嘆なげく暇ひまも無く走っていると、どこからか歓声と拍はく手しゆが聞こえて来た。敢あえて反応はしないが、それがどうして起こったのかは何となく分かる。

　その予想を裏付けるように、スピーカーを通した理事長の声がグラウンドに響ひびく。

『おおっと、早くも合格した生徒が出たみたいですね〜。深み閑かんちゃん、これはかなり凄すごいんじゃないですかー？』

『そうですね。一番早い生徒でも恐おそらく五分以上はかかると予想していましたので、素す晴ばらしいタイムと言えるでしょう』

『なるほどー……と、そう言っている間に二人目の合格者が出ましたよー！　他ほかの皆さんも負けじと頑がん張ばってくださいね〜』

　本部席にいる二人の声に、秋あき晴はるは舌した打うちして速度を上げた。

　すぐにめぼしい中身を引き当てられるとは思えないから長期戦を見越したペース配分のつもりだったが、グズグズしていると体力が尽つきる前に合格枠わくが埋うまってしまう。多少の無理は覚かく悟ごで乗り切るしかない。

「ったく、優秀な仲間ばっかで嬉うれしいよなぁ……！」

　苦楽を共にしている連中のレベルの高さに複雑極まりない気分になりながら、秋晴はテーブルの上に置かれていた封筒を走りながら掴つかみ取り、滑すべるようにして靴くつ裏うらでブレーキをかけながら開封する……が、すぐにまた走り出す。また外れ、『二人だけの時間』とか書かれても分かる訳がない。

　そうして何度も外れを繰くり返す内に、同じく失敗しながら再挑ちよう戦せんを繰り返していた他の従育科生のクリア報告が流れ、どんどん焦あせりが募つのってしまう。

　早く当たりを引かないとまずいが、封筒の数は残っているだけでも百以上あって、分かってはいたけどそう簡単にはいかない。

『オーストリア辺りのお城』──スケールはでかいが、誰の願いかは分からない。駄だ目め。

『桜おう沢さわさんの描いた絵』──頼めばくれそうだけど、問題は誰が書いたかなので駄目。

『もう少しバストを大きく、ウエストを細く』──そんな理想書かれても。駄目。

　引いても引いても外はずれで、次第に方針転換した方がいいんじゃないかという考えがちらついて、頭の隅すみから離はなれなくなる。

　けど、今いま更さらやり方を変えても成功するとも限らない。

　疲れで休みたいという体の訴えと不安を押し殺し、秋晴は息を切らしながらもう何通目か分からない封筒を開け…………動きを止めた。

　取り出した紙に書かれていた文面を何度も読み直し、間違いないことを確認して──さっきまでとは違い、全力ダッシュで観客席へと向かう。

　これはたぶん当たりだ。書かれている物を欲ほしがる人物はそういないはずで、自分には心当たりがある。ならばトライするしかない。

　唯ゆい一いつのチャンスかもしれないと、秋晴は一直線に目当ての人物のいる場所へと走る。トラックを走っている間に観客席には目を配っていたので、知り合い限定でどこに誰が居るかは把は握あくしていた。

　目指すのは本部席から見て右手側、グラウンドと繋つながっている階段を上った先の、一番高い席に座っている。

　秋あき晴はるが向かってきていることにはとっくに気付いていたようで、ボリューム満点の金きん髪ぱつをくるくる巻いた同級生は目を丸くして、二段抜かしで駆かけ上がるこちらを見つめていた。

　近くの席にいた生徒が蜘く蛛もの子を散らすように逃げる中、秋晴は息を切らせたまま目立ちまくりのセルニアへと走り寄って、

「っ、これっ！　書いたの、お前だよなっ?!」

　大きな声で訊ききながら、『欲しい物』が書かれた紙を突つき出した。

　ただしセルニア本人じゃなくて、隣となりに座っていた人物に。

「ァ……那そ个の……？」

　眼鏡めがね越しに目をパチクリさせた鳳フオウ水スイ蘭ランは、まさか自分に振られるとは思ってもみなかったらしく、呆ぼう然ぜんとこちらと差し出した紙を見比べていた。

　その仕し草ぐさはかなり可愛かわいらしいものがあるけど、状況が状況なので急ぎたい秋晴は、鳳の顔の前で紙を両手で広げて持ち、

「だからこれっ！　欲しい物に『蛇じや矛ほこ』って書いて出したの、鳳だよなっ?!」

「ァ、是ハイ。ワタシのデス」

「っし、ならサインくれ！　悪いけど急いで！」

　言いながら紙と、胸ポケットから取り出した万年筆を鳳へと渡す。こっちの慌あわただしさと切迫した雰ふん囲い気きに戸と惑まどいの表情を浮かべていたものの、ちゃんと事情は分かっているようで、すぐに真しん剣けんな目つきでサインを書いてくれた。

「完成デス！　これを──」

「よっしゃ、助かった！　礼は改めてするからっ」

　差し出された紙と万年筆を殆ほとんど奪うばい取るようにして、秋晴は踵きびすを返して今来たばかりのルートをダッシュで走る。

「ちょっと、秋晴っ?!　この私を無視するだなんて──」

「それどころじゃないからまた後でなっ！」

　当然のように噛かみついてきたセルニアの声を背に受けながら、秋晴は階段を駆かけ下りてグラウンドに戻もどる。一刻を争うので、今はあのドリルさんの相手をしていられない。

　鳳のサインの入った大事な紙を握にぎり締しめ、トラックを回ってスタートした場所でもあるゴール地点へと走る。そして、ゴールで待たい機きしていたチェック係らしきプロメイドに『欲ほしい物』の書かれた紙を渡した。

　秋晴の他にも岡おかがチェック待ちをしていて、膝ひざに手をついて苦しそうに荒い呼吸をしている。何か声を掛けようかと思いはしたが、張り詰つめた空気がそれを邪じや魔まし、無言のまま息を整えることしか出来ない。

　この状況でただじっと待つだけというのも苦痛で、秋晴が耐え切れずにクリア済みのヤツは何人いるんだろうかと視線を移した時、確認作業をしていたメイドさんが襟えり元もとに付けた小型マイクを手で引き寄せて、何やら呟つぶやく姿が見えた。

　そして直後に、

『っととー、クリアした人が十人になってしまいましたので、ここで第二種目は終了になりますー。皆さんお疲れさまでした〜』

　……スピーカーから聞こえて来た理事長の声に、秋あき晴はるは目の前で自分の心臓が叩たたき潰つぶされたような気分を味わう。

　今の放送は、岡おかのクリアで十人になったということなのか。

　それとも──




『ええと、十番目の滑すべり込みクリアの人は……あっ、秋晴さんですかー。殆ほとんどトラックを走ってただけに見えましたけど、ちゃんとやってたんですね〜』




「………………セーフ……！」

　思わずガッツポーズを取って、秋晴は喜びを露あらわにする。本当にギリギリだったみたいだけど、何とかクリア出来た。

　駄だ目めかも知れないという考えが過よぎった後だから、なんかもう余計に嬉うれしい。下へ手たすると泣きそうなくらいに。

　秋晴が痺しびれるような嬉しさを噛かみ締しめていると、後ろからポンと軽く肩かたを叩たたかれた。

　振り向けば疲れた笑顔の三さん家けがいて、

「お疲れさま。僕ぼくもやっとでお題はクリアしたんだけど、ちょっと遅かったみたい」

「あー……悪いな」

「ううん、僕が未み熟じゆくだっただけだから。試験は脱だつ落らくしちゃったけど、二年生になれたらもっと体力つくよう頑がん張ばるよ」

　大事な進級試験だっていうのに恨うらみ言一つ言わない三家に、秋晴は申し訳なさよりも純粋に尊敬の念が湧わいてくる。こいつだって不安はあるだろうに、こっちを気き遣づかって前向きなコメントをするとか、ちょっとやそっとの善人レベルじゃ出来ないはずだ。

　良いヤツで仕事も出来る真ま面じ目めなタイプで、従育科試験の参加率は高かった。たぶん三家なら進級ラインは超えている……と思いたい。

　少なくとも秋晴にしてやれることはないので、代わりと言うのも自分勝手な話だけど、

「お前の分まで次も頑張ってくるな。あ、他ほかの連中は？」

「それが……僕も驚おどろいているんだけどね……」

　やや言葉を濁にごして苦笑する三家に、秋晴は眉まゆを顰ひそめる。

　この反応はどういうことなんだろうと疑問に思うが、それを問い質ただす前に、新たに話しかけて来る声があった。

「際きわどかったみたいやな、あっきー。で、ミケは惜おしくも脱だつ落らくかいな？」

　本部席側から近付いて来たのは轟とどろきで、普段はテンションと同じでどうしようもなく軽い口く調ちようが、今日きようは少しだけトーンが低い。こいつなりに真ま面じ目めにやってる、ってことなんだろう。

　だがそんなことより問題なのは、轟が余よ裕ゆうの表情で歩いて来たことだ。

　見る限り、本部席の方にはクリアした生徒達がいたから……それはつまり、この馬鹿があの難題を自分達より早く終わらせていた、ということになる。

「うん、残念ながらね。慎しん吾ごくんはよくクリア出来たね？」

「ま、余裕やな。日ひ頃ごろから気ぃ配ってたんが結果として出た訳や」

「へぇ……でも、ちらっと見たけど一位通過だったでしょ？　大だい地ちくんより早いっていうのは、やっぱり凄すごいよ」

「ぇ？　大地より先にクリアしたってことか？」

　衝しよう撃げき発言を聞いて秋あき晴はるも会話に加わるが、轟は特に自じ慢まんする風ふうでもなく「おう」と言い、

「別に大したことやあらへんって。大地がミスって一周走っとる間に、オレはノーミスでクリアしただけや」

「一発でクリアしたってことか?!　え、そんなに親しい相手の書いたヤツを引けたのか？」

「そない親しい人やなかったけども、中々に暴力的な胸をしとる上級生やったし覚えてたで。欲しい物も、あれや。日頃から聞き耳立てて全力で情報収集しとれば、そこまで難しいことやないしな」

「…………」

　なんかこの馬鹿、とんでもないこと言ってるし。ストーカーとか変質者とか罵ののしられて当然のことを、堂々と。

　都内の普通の学校に比べれば生徒数の少ない白はく麗れい陵りようとはいえ、殆ほとんど接点の無い上級生のことを、見覚えだけでなく会話内容まで頭に入れているって、ただの変態に出来ることじゃない。

　分かっていたけど、飛び抜けた変態だ。色んな意味で驚きよう異いの存在と言える。

　第二種目はすぐにクリアしたとはいえ、第一種目では自分達と同じく走り回って疲れているはずなのに、キチッと整えたオールバックを手で撫なでつけた轟は余裕の笑みを浮かべ、

「まっ、今回ばかりはちょいとばかりマジモードでやらせて貰もらうで？　このユートピアから脱落する訳にはいかんのや」

「……いかんってお前、願望と欲望全開にしているだけだろ？」

「おうっ、それこそ男の張り切る理由やんか！」

　いっそ清すが々すがしいまでに自分に正直な轟の姿勢に、秋晴は感心してしまう。人間、突つき抜けるとここまでいくのか。ちっとも目指したくない境地だけど、凄いとは思う。

　そして厄やつ介かいなことに、この本気モードの轟に加えて、大だい地ちを含む強きよう敵てきが九人。

　皆を抑おさえてトップになるのがどれだけ難しいことかを、今いま更さらながらに実感して……つい、口元が緩ゆるんでしまった。

「そんな場合じゃ無いんだろうが……燃えるシチュエーションだよな」

　負けず嫌ぎらいの血が騒さわいで、疲れで重くなっていた手足に力が籠こもる。少なくとも、怯ひるんで縮こまってしまうよりはずっとマシだ。

　──と、秋あき晴はるが好戦的な笑みを浮かべていると、やる気に水を差す楽天的な声がスピーカーから聞こえて来た。

『はいはーい、第二種目が終わったばかりですが、長引くと風か邪ぜを引いちゃう人が出てしまうかもしれないので、サクサク次に行きますよー？　試験を通過した従育科生の皆さんは、先さき程ほどと同じく本部席前のスタート地点に集合してください〜』

「あ、次が始まるみたいだよ？　二人とも頑がん張ばってね」

「おう！　志こころざし半なかばで倒れたミケの分も目立ってくるで！」

「んじゃ、行ってくるわ」

　三さん家けの声援に送られる形で、秋晴は轟とどろきと並んでスタート地点へ向かう。

　そうしながら残った面子メンツを見てみると……大地と岡おかが残っているのは知っていたけど、意外なことに四し季き鏡かがみもいた。ドジってミスすることは多いが、体力はあるしコミュニケーションは一番取れているから、そういう意味では順当なのかもだ。

　他ほかの連中も基本的には成績の良い生徒が残っていて、油断は出来ない。まあ、初めからそんなことしていられる余よ裕ゆうなんてどこにもないけど。

「さてと……次は何だ？」

　スタート地点で軽く手首を回して調子を確かめながら、秋晴は呟つぶやく。トラックに設置されていた長テーブルは片付けられて、新たに何かが出て来た様子は無し。

　となると、陸上競技で試験を……なんて普通の展開、あの理事長がやるとは思えない。じゃあどんな試験を用意しているんだろうと、眉まゆを顰ひそめて本部席を見る。

　呑のん気きにオレンジジュースを飲んでいた楓かえでは、手元にメモでも置いているのか視線を落としたまま、右手をマイクに添えて口を開いた。

『それでは第三種目なのですが、まず従育科生の皆さんにはこの種目限定のパートナーを選んで貰もらいますよ〜。第二種目をクリアした順番に、この競技場に来ている上育科生の中から一人、自分のパートナーを選んでくださいー』

『……補足ですが、上育科生の皆さんには拒否権があります。ですが一度誰かのパートナーになることを拒否した場合、他の生徒のパートナーになる権利も失いますので、よく考えて返答をしてください』

　理事長の説明に、秘書の役割も兼ねている深み閑かんが丁てい寧ねいなフォローを入れる。それを聞きながら秋あき晴はるは、観客席へと目を向けた。

　さっきの種目で滑すべり込みクリアだった自分は、当然ながら最後に選ぶことになる。まずは轟とどろき、それから大だい地ち……という順番で、下へ手たをすると普段親しくしている上育科生の誰も残っていない可能性もある訳だ。

　まあ、たぶんだけどアイシェに声を掛ける猛も者さはいないだろうし、人見知りな有名人のみみなにこの場面で頼みに行くヤツもいないだろうから、何とかなるとは思う……けど、選んだ後で何をするか不明なのが怖こわい。

　もし走ったり体を動かしたりすることなら、アイシェもみみなもまるで向いてないから、パートナーになって貰もらえても致ち命めい的な結果になりかねないし。逆に頭を使うタイプの試験だとすれば、下級生のピナとかを選ぶと辛つらいかもだ。

　さあどうしようかと考えている間に、一番手の轟はパートナー選びを終えて戻もどって来た……が、その相手を見て、秋晴は思わず口を半開きにして呟つぶやきを漏もらす。

「……あの、エロ馬鹿大王が…………パートナーに大だい吉きちを選んだ、だと……!?」

　まず『灯とう一いち朗ろう』という自分で付けた名前を名乗っている風かざ祭まつりさんちの大吉がここに来ていたことにも驚おどろくが、それ以上にこの手の機会に轟が女性を選ばなかったのは、宇う宙ちゆう人じんを目まの当たりにするくらい驚きよう愕がくの事態だ。

　見慣れた開かい襟きんシャツにベルボトム、エナメル靴という白一色に統一した服装に加え、防寒用なのかより目立つ為ためなのか分からない白いファーコートをボタンを留めずに着こなした大吉は、轟の横で相変わらず無む駄だにポーズを決めて立っている。

　白はく麗れい陵りようの汚お点てんになりかねない二大馬鹿男子だけど、共通項として能力は高い。だからこそ轟も、下心を出さずにこいつを選んだんだと思う。

　厄やつ介かいな、と頬ほおを引き吊つらせて二人を眺ながめていた秋晴だったが、すぐに別の人物に視線を奪うばわれた。

　それは二番手でパートナーを選んで戻もどって来た大だい地ちで、隣となりにいるのは──朋とも美みだ。

　……以前、従育科試験で組んだことのある二人だから、このケースも有り得なくはない。だが、ただでさえ能力が高くて手に負えない大地が、オールラウンダーで何でもこなせる腹はら黒ぐろ優等生と組むだなんて……悪夢としか言いようが無いだろ、これは。

「全員マジなのは分かりきっていたが……辛いなー……」

　他ほかの従育科生も次々とパートナーを選んでいく中、最後まで動けなかった秋晴は、勝つ為ためには誰を選ぶべきか懸けん命めいに考え──




「……よくもまあ、あれだけ無視をしておいて、のこのこ選びに来れましたわね？」

　デフォルトの態度が針はり鼠ねずみみたいなセルニアから痛つう烈れつな皮肉が飛んで来たが、それは秋晴も織り込み済みだった。というか、何を今いま更さらと返したくもある。

「事情はお前だって分かってるんだろ？　だから断らずにパートナー受けてくれたんじゃないのか？」

「何度断ろうと思ったか分かりませんわっ。全く……朋とも美みさんが参加していなければ……」

　どうやら『パートナーになってくれ』と頼んだ時、渋じゆう面めんながらオーケーしてくれたのは、ライバルが参戦しているからという要素が強かったらしい。秋あき晴はるにとっては有り難いが、あまり喜んでもいられなかった。

　総合力で考えてセルニアをパートナーに選んだけど……向こうにいる朋美が、めっさ睨にらんできてるし。たぶん他ほかの人にはただ眺ながめているだけに見えるだろうが、目の奥に剣けん呑のんな光が宿っているのが、自分には分かってしまう。

　……いやだって、先に大だい地ちがパートナーで選んでいて、こっちには選せん択たく権けん無かったよ？　それとも選よりに選ってドリルさんを指名したのがまずかったのか？

　他の皆と同様に秋晴も私情を挟はさまず、試験パートナーとしてベターだと思う相手を選んだだけだ。……ただ、朋美だけでなく何な故ぜか大地までこっちを睨んでいるのを見てしまうと、何故か『やらかしちゃったのかなぁ……』という気分になってくる。

　しかも肝かん心じんのパートナーも、あからさまに機き嫌げんが悪い。この状況で勝ちをもぎ取るのは相当難しそうだ。

　肝心なのは試験の内容次第だが、それを説明してくれるはずの理事長は深み閑かんと話をしていて、まだ発表されていない。

　おかげで各所から居い心地ごこちの悪い視線を受け続ける羽は目めになり、秋晴は『勘かん弁べんしてくれ』と心の中で呟つぶやいて、

「……なあ、どんな試験やるか聞いてないのか？」

「……フン、知りませんわよ。何であろうと、この私に出来ないことはありませんわ」

「……まあ、大体はそうなんだろうけどなぁ……」

　だから自分もパートナーになって貰もらった訳だが、このドリルさんは熱くなってポカをすることもあるので、油断は出来ない。特に相手が朋美だと、良くも悪くも限界まで頑がん張ばって制せい御ぎよが利かなくなることがある。

　小声で話しながら、その辺りを上う手まいこと舵かじ取とり出来ないと大変なことになるなぁ、と考えている間に、どうやら本部席の打ち合わせも終わったようだった。

　マイクを握にぎり直した楓かえでの姿に、秋晴は落ちかけていたテンションと集中力を上げようと気を引き締しめる……が、

『はいはーい、それではこれより第三種目を始めますので、まずはパートナーになった上育科生の皆さんは本部席前に集まってくださいー。あ、並ばないで大だい丈じよう夫ぶですよー。なんかこう、適当な感じで〜』

　気が抜けるいい加減な言葉が来たことに、眉まゆを顰ひそめてセルニアを見た。

　まあ、上育科生と一いつ緒しよに走り回る可能性は少ないだろうと思ってはいたけど、具体的に何をやるかはまだ言ってない。事前打ち合わせとか出来ないままなのは、ちょっと不安だ。

　そんな秋あき晴はるとは対照的に、一いつ切さい気にする様子の無いセルニアはちらりとだけこちらを見て、さっさと前へと出て行く。……本当にあのドリルに好意を持たれているのか疑いたくなる突つき放されっぷりだよ。

　ぞろぞろと本部席前に上育科生が集まっていき、スタート地点には再び従育科生だけが残される形になった。しかも誰より早く前に出ていた朋とも美みが意味有りげな視線を送ってきて、それに他ほかの生徒も気付いているらしく変な注目が自分に集まって、えらく落ち着かない。

　もう何でも良いからさっさと開始してくれないものかと居たたまれなくなる秋晴の耳に、今度は深み閑かんの声が聞こえて来た。

『それでは進級試験第三種目の説明に入ります。理事長、どうぞ』

『えーっとですねー。第三種目ですが、これから従育科生の皆さんには、パートナーになった上育科生のお洋服を取って来て貰もらいます〜。あっ、お洋服と言っても着る物ということで、和服を選んでも構いませんよー？』

『……具体的には、競技場を出て体育館へ行って貰もらいます。そこに衣服がサイズ違いも含め、約六千着用意してありますので、その中から自分のパートナーに似合う服を選び、ここまで持って来て下さい』

『大事なのは、パートナーのセンスとサイズを理解しているかどうか、ということですよー。ちなみにパートナー役の上育科生の皆さんは、着たくない服の場合は拒きよ否ひして構いませんし、サイズが違う時はちゃんと申しん告こくしてくださいね〜？　実際に着て貰って、その姿を見てこちらの方でも点数をつけますから』

　二人の話す試験内容を聞いて、秋晴は少しだけホッとした。

　良かった、セルニアの私服ならよく目にしている。あいつがどういう服を好むか分かっているし、サイズの方も、身長は自分より少しだけ低いはずだから、それを参考にすれば何とかなるはずだ。

　となれば、後はいかに早くクリアするか──と、思考がまとまりかけた矢先。

　まだ説明が終わってなかったようで、ジュースを一口飲んで喉のどを潤うるおした楓かえでが、

『あ、制限時間は二十分なので、急がないと失格になっちゃいますよー。服を着替えて貰う時間も含めてなので、従育科の皆さんは更こう衣い室しつ前で自分のパートナーに服を渡して、着替えが終わった時点でゴールですからー』

『サイズのチェック、一般的な観点からの服装センス等はゴールの後に行います。到着順位は加点対象になりますが、少しでも手間取ると時間制限内にゴールするのが困難になると想定していますので、他ほかの人は気にせず自分なりのベストを尽つくすことをお勧すすめします』

「………………ぅおー……」

　説明を聞いて、『二十分』という時間の短さに、秋晴は思わず変な声を出してしまった。

　ここから体育館まで往復するのに、たぶん全力疾しつ走そうしても十分近くかかる。それに加えて着替えもあるんだから、服を選んでいる時間なんて殆ほとんどない。恐おそらくだけど、たくさんある服をざっと全部見る時間すらないはずだ。

　現場での判断が全すべてになりそうだが、どれだけ手て際ぎわよくやれるか分からない。最悪、手近なところにあったそれっぽいサイズの服を掴つかみ取って戻もどる羽は目めになるかもだ。

　また困難な内容にしてくれたものだと恨うらみ言ごとの一つも言いたくなるが、

『はーい、それではスタートですよー！』

　──現実はそんな余よ裕ゆうすら与えてくれず、殆ほとんど前まえ触ぶれもなく開始の合図をされてしまった。

「っ、いきなりすぎるだろーが……！」

　毒づきながらも秋あき晴はるは走り出し、誰よりも早く反応して前を行く大だい地ち、そのすぐ後ろに続いた轟とどろきを追う。

　服選びの時間を少しでも多く取る為ためには、移動時間を削けずるしかない。一分一秒を争う以上、突とつ然ぜんの展開とはいえボーッとなんてしていられなかった。

　無事に進級が決まったらあのいい加減なボンクラ理事長を全員でとっちめてやろう、と心の中で誓ちかい。

　くたくたな体を気力だけで酷こく使しして、秋晴は負けじと全力で構内を走り抜けた。










　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




「…………随ずい分ぶんとエキセントリックな段取りですわね」

　競技場に残される形となったセルニアは、内部施設の更こう衣い室しつ前に移動しながら、ため息混じりに呟つぶやいた。

　トラックでは時間潰つぶしと成績つけを兼ねてなのか、惜おしくも第三種目に進めなかった従育科生達が二百メートル競走を始めていて、観かん覧らんしている生徒達も楽しんでいるらしく僅わずかながら歓かん声せいが聞こえてくる。

　賑にぎやかな声を背に、セルニアはパートナー役の上育科生の列の最さい後こう尾びを歩く。

　──と、前にいたはずの生徒が、まるで自分のことを待つようにして立ち止まっている姿が見えた。わざわざこちらの顔を見ているのだから、間違いではないはずだ。

　相手は良く知っている人物で、だからこそこのタイミングで待ち受けていたことに、セルニアは眉み間けんに皺しわを寄せた。

「私に何か用でもありまして、朋とも美みさん？　今は試験中ですから、後にして貰もらいたいものですけれど」

「どれだけ早くてもあと数分はかかるでしょう？　ちょっとした雑談くらいする余裕はあるはずですよ」

　そう言われて、セルニアは突つっぱねることも出来なくなる。ここで頑かたくなに拒こばんだり無視をしたりすれば、まるで自分に余よ裕ゆうがないみたいだ。

　誰かに知られれば考えすぎと言われそうだが、少なくとも自分は気にしてしまう。相手が他ほかの誰でもない彩さい京きよう朋とも美みだから、強く意識してしまうのはどうしようもない。

　軽く唇くちびるを噛かんで、セルニアは僅わずかに歩く速度を落とす。それだけで会話が成立すると理解したのか、朋美は横に並ぶ形で歩き出した。

　さっきの秋あき晴はるに対して感じていた腹立たしさにプラスして、こうして宿しゆく敵てきに何食わぬ顔で話しかけられていることに苛いら々いらが増し、他の生徒の目があるのを分かっているのに取り繕つくろう気になれない。

　だからセルニアは胸に溜たまった感情を吐はき出すように、朋美の横顔をちらりと見やって、

「それにしても、大だい地ちさんのパートナー役だなんてよく引き受けましたわね？　普通、告白した相手に操みさおを立てて断るものではなくて？」

「あら、そういうものですか？　わたしはただ、機会を無くさないようにと思って引き受けることにしたんですが」

「……機会？」

「ええ。理事長は『第三種目』と言ってましたから、この後もまだ試験はあると思ったんです。それなら断るより、次の種目でパートナーになれるかもしれない可能性を残した方がいいでしょう？」

　言い分は完かん璧ぺきなものに聞こえて、セルニアはそれ以上の追及が出来なくなった。全く、この女は……パートナー役を申し込まれてすぐにその考えに至ったとしたら、計算が速いとか思し慮りよ深いとか、そういう類たぐいとは別種の賢かしこさが図抜けている。

　この調子で中等部に入学した時から、その場に最適な言葉や仕し草ぐさを選び、誰もが一いち目もくを置く非の打ち所がない優等生として認識されてきた訳だ。当然のようにセルニア自身も、底そこ意い地じの悪さのようなものは感じつつ、それが演技だとは思わなかった。

　ただ、彼女の口く調ちようから察するに、基本的に本性を知らない第三者がいる場では以前と同じ態度を貫くらしい。

　それが今のセルニアにとっては少し違和感があるが、きっと本質的には前と変わらないはずだ。これまで通り、自分にとって一ひと筋すじ縄なわではいかない宿敵のまま。

　だから戸と惑まどうことはともかく、怯ひるむ必要は一切無いと自分に言い聞かせて、普段通り強気の言葉を投げつけた。

「随ずい分ぶんなセリフですわね。秋晴がこの種目をクリア出来るかどうかは分かりませんわよ。それに自分のパートナーから不ふ審しんを買いかねませんわ」

「大地くんの了りよう解かいはとってあります。それに試験ですから、誰に対してであれ評価は公平にしますよ。裏をかいたり策を練ったりするのは好きですけど、ルールは守る方なので」

「ッ……」

　そんなこと、セルニアだって十分過ぎるくらい分かっている。正々堂々の真まっ向こう勝負はしてこない癖くせに、フェアプレー精神はある相手だから、余計に負けた時に自分が劣おとっていると思い知らされるようで悔くやしい。

　出会ってからそろそろ四年、ずっと意識していた、勝ちたいと思い続けていた相手だ。

　その彩さい京きよう朋とも美みが隣となりで小さく笑みを作り、

「わたしのことより、セルニアさんの方こそどうして秋あき晴はるくんと組むことにしたんですか？　あんなに怒おこっていたのに」

「……フン。そんなの、今いま更さらだからですわ。あの愚ぐ図ずな庶しよ民みんが人の神経を逆さか撫なでした回数なんて、それこそ数えきれませんわよ」

「……あの、それって答えになっていませんよ？」

「だから──ああいう男だと理解して、それでも突つき放す気になれないのだから、今更長々と気にしないということですわ」

　言い捨てるとセルニアは目つきを鋭するどくして、脳裏に浮かぶここにはいない秋晴の顔を睨にらみ付ける。

　何の間違いか呪のろいかは知らないが、あれだけ欠点だらけで相あい性しようも悪い相手を好きになってしまったのだ。

　だからこれくらいのことは受け入れる。腹立たしいのも怒ってしまうのも止められないが、それを引っ括くるめて飲み下すくらいの度量はあるつもりだ。

　怒りはする。ただ、仕方ないと許容もする。度が過ぎたら容よう赦しやなく制せい裁さいもする。

　それがこの数週間でセルニアの辿たどり着いた答えなので、簡単に揺ゆらぎはしない。大体はこれまで通りだ。

　変わるとしたら秋晴からのアクション次第で……つまり、不安と期待を押し殺して待つことしか出来ない。

　だが、その意味では彼女も同じはずなので、セルニアは他ほかの生徒には聞こえないよう声を落として、隣を歩く朋美に話しかけた。

「大体、少し怒ったくらいで簡単に拒きよ絶ぜつしてしまえるようなシチュエーションじゃないでしょう？　秋晴の進級……というより、在学か退学かが掛かっているんですから」

「ええ。ですからわたしなら、引き受ける代わりに様々な条件をつけていたところですね。大抵のことなら聞いてくれるはずですもの」

「…………」

　その言葉にセルニアはハッとする。呆あきれるべき発言なのかも知れないが、どちらかというと『その手があったか』という想おもいの方が強い。あれもこれもと秋晴に要求出来たことを考えると、とんでもなく勿もつ体たいないことをしてしまった気がした。

　思わず奥歯を噛かみ締しめて……すぐに『いや違った』と変な方向に行きかけた思考を否定する。確かに勿体ない、凄すごく勿体ない気持ちはあるが、今大事なのはそんな話じゃ無い。

　いつもいつもペースを乱してくれる宿しゆく敵てきに対し、セルニアはもう誑たぶらかされないと気を引き締めてから、

「──代わりの条件に『交際しろ』とでも言うつもりでしたの？」

　直球の言葉をぶつけ、反応を窺うかがう。

　これで少しくらい動どう揺ようでもすれば可愛かわいげがあるのに、朋とも美みはくすりと微笑ほほえんで、

「まさか、そんな。それこそ冗じよう談だんで言える状況ではないでしょう？」

「……貴女あなたなら言ってもおかしくはないですわ」

　本気か冗談か、どちらとも取れない揺ゆさぶりを何度かけられたことか。その実体験があるので、セルニアは簡単に頷うなずかない。

　こちらが疑ぎ心しん暗あん鬼きになっていると察したのか、朋美は微かすかに頬ほおを緩ゆるめて笑い……それから歩みを止めた。

　もうすぐで更こう衣い室しつ、という所で立ち止まった彼女に、セルニアは眉まゆを顰ひそめながらも遅れて止まり、振り返る。

　そして、どうかしたのかと訊たずねる前に、相手からの言葉が来た。

「……言えないわよ。だって、拒否されたら怖こわいもの」

「…………ぇ……？」

　思わず自分の耳を疑うくらい、彩さい京きよう朋美らしからぬ発言。

　ただ、囁ささやくように呟つぶやかれた言葉に重ねて、向かい合ったまま朋美が言ってくる。

「そうでしょう？　言ってしまって、もし秋晴が本気だと受け取って……そこで断られてしまうことを考えたら、怖くてとても言えないわ」

「それは……ら、らしくない発言でしてよ？」

「あら、言ったはずよ。わたしね、臆おく病びようなの。出来れば告白の返事なんて聞きたくない……なんて思ってしまうくらいね」

　自じ嘲ちようするように微笑む姿は、とても臆病な人間には見えない。

　だが聞いていたセルニアは、本音を話しているのだと思った。

　何な故ぜかというと──自分も似たような心境だから。

「試験が終わったら返事を聞かせて貰もらうことになっているけど、その為ためにもまずは進級を決めて貰わないとね。落らく第だいして返事は無し……なんていうのは、流石さすがに締まらないもの。それだけは勘かん弁べんして貰いたいな」

「……それだけは同意しますわ」

　本当は『それだけ』でなく、同意見な部分も多々あるのだけれど、それは口にしない。

　弱い部分を見せられる相手と、見せたくない相手がいる。朋とも美みは後者だ。

　逆に彼女の場合、秋あき晴はるや自分には見せてくれるのかも知れなくて……非常に不本意なことに、それを少し嬉うれしく感じてしまっている自分がいて、だからこそ余計にセルニアは本音を言いたくなくなる。

　顔が熱くなってしまいそうで、そんな表情を宿しゆく敵てきに見られたくないとセルニアはそっぽを向いた。

　そして更こう衣い室しつの前に留とまって興味深げにこちらを眺ながめている上育科生達を見やり、

「──もう試験に集中した方が良い頃ころ合あいですわ。パートナーの遅れでクリア出来ず、だなんて最悪の事態を避さける為ためにも」

「そうですね。それではセルニアさん、お互たがい頑がん張ばりましょう？」

「頑張るのは私達ではないですけれど、ね」

　外向けの口く調ちようでエールを送ってくる朋美に、やや皮肉っぽい返事をする。

　そしてセルニアは更衣室に向かって歩き出しながら、ここにはいない秋晴に対し、心の中で呟つぶやく。

　──可か憐れんな乙女おとめ二人をこれだけやきもきさせておいて、退学なんかになったら承しよう知ちしませんわよ、と。
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『はいはーい、それでは皆さんの準備も整ったみたいなので、これより第三種目の審しん査さに入りますよ〜』

「…………あー……ようやくか」

　呟いて、競技場のトラックに大の字になって寝ていた秋晴は、むくりと体を起こす。

　更衣室前で担たん当とうのメイドさんに衣い装しようを渡した後は特にやれることもなく、発表は後のちほど行うというのでトラックの方へ誘ゆう導どうされ、第二種目で脱だつ落らくした他ほかの生徒達の活かつ躍やくを見ながら寝転んでいた。もう呼吸が簡単には正常状態に戻もどってくれず、手足の怠だるさも合わせて、そのまま本気で寝てしまいたい……と何度も思ったけど、拡声された理事長の声を無視することはせずに気力で立ち上がる。

『これから画面の方に一人ずつ着替え終わったパートナーの生徒さんを映していきますから、いいなー、と思ったら配ったスイッチを押してくださいね〜？　皆さんの押した数と、実際に着たパートナーの評価を合計したものが第三種目の点数になりますからー』

　秋晴はのんびりした説明を聞きながら、ゆっくりと本部席前まで移動する。

　ちゃんと衣装を届けはしたけど、無事に時間内に着替えられたかどうかはまだ分からない。もしかしたら失格になっているかもだが……そこまで着るのに時間の掛かる衣い装しようじゃないし、たぶん大だい丈じよう夫ぶだとは思う。

　問題は評価の方だが──

『ちなみに合格は得点順に上から三名にしますけど、残念ながら何人かは制限時間オーバーということで失格になっちゃってます。ねぇ深み閑かんちゃん、やっぱり着替え時間を含めるのは難しかったんじゃない？』

『確かに難なん易い度どは上がりますが、センスと判断力の両方を試すには丁ちよう度ど良いかと。それに主人が着替えに掛かる時間の把は握あくも出来ないようでは、従者としては失格ですので』

　深閑の解説を聞くとなんか納得しそうになるが、あんなダッシュで服を取りに行くなんてことにどうすればなるのか。少なくとも日常風景ではないはず。

　ともあれ、気になるのは既すでに何人か脱だつ落らくしてしまっていて、それが誰だか分からないということだが──

　セルニアは間に合ったんだろうか、と秋晴が不安に駆かられて本部席の上に設置された大きな画面を見てみると、グラウンドに繋つながる通路が映っていた。

　その光景に見覚えがあって右手側を振り向けば、すぐ近くに画面と同じ通路口があって、やや遠巻きに二台のカメラが設置されている。やっぱり、ここを映しているらしかった。

　となると、着替え終わった上育科生が出て来るのはここからってことになる。

「さて、どうなったのか……」

「なんや、あっきー？　不安なんか？」

　独り言のはずだったが、いつの間にかすぐ横に来ていた轟とどろきが反応して話しかけてくる。

　自分と違ってまだまだ余よ裕ゆうがありそうな笑みを浮かべていて、しかもこの競技場に戻もどってきたのも誰より早かった。大だい地ちは服選びに時間が掛かったようで珍めずらしく遅かったし、最後の四し季き鏡かがみに至っては残り二分も無かったはずだ。

　皆、割と苦戦していたと思う。その中で、普段は馬鹿とエロを煮に詰つめたようなこの男だけは軽々こなしたみたいだった。

　能力的には優れているのを知ってはいるが、とはいってもこれは出来すぎな気がする。

　どんな魔ま法ほうを使ったんだと秋晴は眉まゆを顰ひそめるが、そんなこちらの疑問を感じ取ったのか轟はにやりと笑った。

「日頃の行いっちゅうヤツやな。万が一に備えて大だい吉きちをパートナーに選んどいて良かったわ。これが女の子やったら、オレ好みのエロス＆セクシーな服を持って来てしまうところやったからなぁ」

「あー……けど、大吉の着る服だって相当アレだろ？　選ぶのに苦労はなかったのか？」

「男物は殆ほとんど無かったから余裕やで。そこにオレのセンスも加われば……ほら、見てみぃ」

　言われて轟が指差した方向を見れば、丁ちよう度ど通路から上育科生がぞろぞろと出て来るところだった。

　先頭を歩いているのは、話題になっていた風かざ祭まつり灯とう一いち朗ろうこと大だい吉きちで、真っ白な開かい襟きんシャツの上に金色のジャケット、下は銀のスパンコールパンツという、どこのステージでマジックショーをやるのかと訊ききたくなる服装だった。

　パッと見の感想を一言で言うと、

「……お前のセンス、最悪だな」

「バッ、何を言うとんねや！　まともな服を選んだら大吉が着る訳ないやろ?!　せやから、あのナルシーがノリノリで着た時点でオレの眼鏡めがねに間違いなかった、っちゅうことや！」

「…………まあ、そうかもしれないけどさぁ」

　実際にアレを見て『俺おれのセンスどうよ？』とか言われても。まあ肝かん心じんの大吉は誇ほこらしげにしているから、本人にはマッチしたんだろうが。

　今も観客席に向けて胸を張り、

「ふっ……輝かしい衣服は着る者を陰かげらせてしまう諸もろ刃はの剣つるぎだが、それすらもこの風祭灯一朗が纏まとえば、僕ぼくを際立たせる引き立て役の添そえ花になってしまう……大輪の薔ば薇らにも勝まさる艶あでやかさとは罪なものだね！」

　……なんかポエミーなことを言ってるし。衣装負けしていないのは事実だけど、あそこまで誇らしげに新装開店みたいな格好を喜べるのは、ちょっと何かが違う気がする。

　と、大吉に気を取られている内に他ほかの上育科生達が通路前に揃そろい始め、その中にセルニアの姿があったのを見て、秋あき晴はるはホッと胸を撫なで下ろした。ちゃんと自分が選んだワンピース型の赤いワンショルダードレスとミンクのストールを着ていて、よく似合っている。

　ただ……何となく、ちょっとだけ違和感があった。それが何なのかは分からないが、セルニアの表情がやや厳しいことも加味すると、ただの気のせいじゃなさそうだ。

　秋晴が首を傾かしげている間にも続々とパートナー役の上育科生が出て来るけど、制服姿の生徒ばかりだ。あれはつまり、制限時間内に着替えが間に合わなくて元の服に戻もどした、ということなんだろう。

　となると、大吉とセルニアはセーフ。他に着替えを済ませている生徒はというと……たった二人だけしかいなかった。

　その内の一人は朋とも美みで、最後から二番目にいる。カットソーにニットのカーディガン、ロングスカートという格好なので、むしろよく着替えが間に合ったと言うべきか。

　ただ、先に来る感想は……

「あいつ、凄すごく地味だな……」

「ん？　おう、彩さい京きようの姫ひめさんのことか……ホンマや、えらい地味やな。誰かの葬そう式しきでも行ってたんかって感じや」

　カーディガンは藍あい色いろで、カットソーは黒。スカートも黒地に、微かすかにラインが入っているように見えるけど、その色が焦こげ茶色で、目立たないことこの上ない。

　これはきっと、大だい地ちのセンスが原因だ。あいつの私服、原色系の暗いのや渋しぶいのが多いし。一いつ緒しよに服を買いに行っても、明るい色のズボンに興味を示したことなんて一度も無い。

　まあ朋とも美みも実は地味系の服が似合うから、あれはあれで有りなんだけど……やっぱり周りと比べると、華はなやかさに欠けて目立たなかった。評価にどう響ひびいてくるのか、ちょっと気になるところだ。

　──ただ、本当に気になる人物は、そんな朋美の後ろにいた。

　焦げ茶色のシンプルな丈たけ長ながのワンピースを着ている四し季き鏡かがみ沙さ織おりさんで、当然のように妹の四季鏡早さな苗えのパートナー役。

　問題は、そんな沙織さんが着ている服が……というか、何の素材を使ってるんだ、あの服。妙みように生き地じが硬かたそうだったりテカって見えたり、物凄すごい違和感がある。

　薄うす着ぎで寒そうっていうのも手伝って、朋美と同じく地味系の色なのにやたらと目立つ沙織の姿に、秋あき晴はるは違和感の正体を確かめようと近付いてみた。

　他ほかの生徒が本部席の前に並んでいく中、おっとりゆっくりな沙織さんが遅れているのはいつも通りと言えばいつも通り……だけど、やっぱり何かがおかしい。妙みように小こ股またで歩いているし、腕うでも殆ど振ほとんっていないし……？

　──と、秋晴が眉み間けんの皺しわを深くして注視している前で、二メートルくらいの距きよ離りまできていた沙織がふと足を止め、

「ふぅ……少し疲れてしまいました。休きゆう憩けいが必要かもしれません」

　少し歩いただけで何を言い出してるんだこの人は、と突つっ込みたくなる発言がきた。

　それに休憩ってこの場で座り込みでもするんだろーかと、秋晴は益ます々ます疑惑の視線を強くして……いたが、すぐにそれが驚きよう愕がくに変わる。

　何な故ぜなら沙織さんが、やおら胸元に手をやったと思った瞬しゆん間かん──パリッ、と服を千ち切ぎるように引き剥はがしたので。

　しかもそれを口元に運び、躊ちゆう躇ちよなくポイと口の中に入れて、食べてしまった。

「…………あの、沙織さん？　今、何を……!?」

「はい？　どうかしましたか？」

　どうかしたのはあんたの方だよと言いたくなるのをぐっと堪こらえた秋晴は、混乱する頭を懸けん命めいに落ち着かせる。ひょっとしたらここまでの試験内容がハードすぎて、変な白はく昼ちゆう夢むか幻覚を見ているのかもだ。それくらい今のは有り得ない。

　と、そこにパタパタとメイド服姿の四季鏡が走って来て、慌あわてた風ふうに姉へ話しかけた。

「おっ、お姉ねえちゃん駄だ目めですよっ?!　いくらお菓子で出来ているからって、服を食べたら駄目です！」

「でも早苗さん、この服動き難にくくて疲れてしまって。それに寝坊してしまったので、今日きようは朝食を食べてないんです」

「だからって食べちゃ駄だ目めですからっ」

　試験中とは思えない姉妹の会話に、秋あき晴はるはやや頭痛を感じながら沙さ織おりの服を指差し、

「四し季き鏡かがみ……お菓子って、それがか？」

「えっ？　あ、はい、そうなんです。以前イタリアのファッションショーで注目を浴びた、特別に精製した溶とけ難にくくて柔やわらかめのチョコレートを使ったもので……」

　その説明に、ようやくで違和感の正体が分かった。何かおかしいと思っていたら、あの服、ちっとも裾すそが揺ゆれないし、動いても服の皺しわが寄ったりもしなかったからだ。

　道理で……と納得したものの、これっぽっちもプラスな情報でなかったので、秋晴は慌あわてて四季鏡に抗議の声を上げる。

「おいっ、どうしてこんなの持って来た!?　沙織さんの性格を考えたら、まともに終わるわけ無いだろ?!」

「で、でも、お姉ねえちゃんに流は行やりの服を着せてあげたら喜ぶかなと思いまして……」

「こんなの流行るかっ！　ショーに出たのだって、受け狙ねらいとまでは言わないが、コンセプトカーみたいな感じで『うちはこういうの作る技術力があるんだぜ』ってアピールの為ためにやったんだろ、きっと！」

「あら、そうなんですか？　着ることが出来て、お腹なかが空すいたら食べることも出来るという画期的なアイテムだと思ったのですが……」

「とんでもない手間が掛かってそうなのに食べちゃったら一いつ瞬しゆんで無くなるだろっ?!」

「でも日ひ野のさんっ、チョコは食べるものですよ？」

「だからって服として使っている時に、しかも人前で食べてどうするん──って沙織さん、話している間に食べ進めないでください！」

　駄目だ、もう十分過ぎる程ほどに分かっていたけど、この姉妹が揃そろっていると突つっ込みが追いつかない。しかもどうして沙織さんは胸元とか肩かた口ぐちとかを率そつ先せんして食べているんだ。

　スカート部分ならまだしも、あんな所から食べていったら──と、秋晴が危き惧ぐしたばかりなのに、まるで気にする様子の無い沙織は左肩の部分のチョコレートを千切り取り、

「……あら？」

　片方だけでは本体の重さを支えきれなかったのか、無事に残っていた右肩のチョコレートが、パキパキと音を立てて壊こわれてしまい、

「ちょっ…………ぉ？」

　野外露ろ出しゆつというとんでもない事態を避さけようと、秋晴は慌あわてて着ていたモーニングコートを脱ぬいで、沙織に渡そうとしたが、右腕うでを抜いたところで動きを止めた。いや嬉うれしいハプニングが見たかったからとかそういうのじゃなくて、もっと違う理由で。

　何な故ぜなら落ちると思っていた服は、肩の部分が無くなってしまったのに、少し位置を下げただけで止まっていた。

　その原因は、一目で分かる。沙さ織おりさんの大きな胸が、そこから下への落下を阻そ止ししているからだ。

「なんつー……というか、どうやって着たんだよ、これ……」

「着る時は下から被かぶるように、です…………はむ……少しは柔じゆう軟なん性せいもあるので、慎しん重ちように着れば破けも壊こわれもしないんですよ？」

「いや説明しながら追加で食べるなよっ?!」

　酷ひどいトラブルが起きているっていうのにまるで動じることなくチョコ服を食べ続ける沙さ織おりさんに、呆あきれを通り越して軽い恐きよう怖ふまで感じる。どう見ても胸の下着は着けていないのに、なんなんだこの余よ裕ゆう。もしくは望むところの露ろ出しゆつ狂きようなのか。

　フリーダムな先せん輩ぱいに、秋あき晴はるがどうにも手に負えないでいると、意外なことに救いの声がスピーカーから聞こえて来た。

『えーっと、四し季き鏡かがみさんはお姉ねえさんが審しん査さ対象の服を食事にしてしまっているので、失格ということにしますー。残念ですが、納得してくださいねー？』

「あうう……」

　理事長の裁さい定ていに四季鏡はがっくり肩かたを落とすが、まあ妥だ当とうだ。このまま続行は有り得ないし、そもそもこの服を似合ってると判断する観客はいないだろうし。

　だから判定としてはこれで正しいと思う……が、秋晴にはまだ一つだけ気になっていることがあった。

　なので確認すべく本部席の方を向き、

「なあっ、誰があんな服を置いたんだ?!　おかしいだろ、どう考えても！」

　大きな声で仕切っている二人に問いかけると、返事はすぐに戻もどってきた。

『私が手配した服の中には無かったはずです。どういうことですか、理事長？』

『あー、面白いかなぁ、と思っていくつか個人的に運んで貰もらっておいたんですよね〜。いやー、まさか選ぶ生徒さんがいるとは、先生もびっくりですよ〜』

『……後でお話がありますので、理事長は午後の自由時間無しだと思って下さい』

『はえっ?!　そ、そんなの横おう暴ぼうだよ深み閑かんちゃん……！』

　お約束のように楓かえでの情けない声が競技場に響ひびき、秋晴はやれやれと大きなため息を吐ついた。

　これから審しん査さがあるっていうのに、随ずい分ぶんと余計な時間だったと頭を掻かいて……




『──続報ですが、ただいまの四季鏡沙織さんの失格により、制限時間内に着替えを終えられた方は三名のみとなりました。依よって、順位決めの為ために審査は行いますが、試験通過者は確定となります』




　……衝しよう撃げきのニュースに、手を止めて本部席を見た。

　落ち込んだ様子の楓かえではともかく、いつものクールな無表情を貫いている深み閑かんは冗じよう談だんを言ったように思えない。そもそもあの冷れい凍とうみかんがこの手の冗談なんて言うはずないし。

　それによく考えてみれば、着替えていたのは四人だけ。沙さ織おりさんが失格になった今、自動的にその三人と組んでいる従育科生がクリアしたってことになる。

　ということは、つまり、

「第三種目、通過か…………なんつー感かん慨がいも達成感も無い……」

　進級が掛かった大事な試験だっていうのに、なんだろう、この萎なえる展開は。

　逆に考えると、それだけこの種目が難しかったってことになるが……まあうん、やっぱ盛り上がりには欠けるよ。ただでさえ疲れてるのに、気持ちまで萎えるって最悪だ。

　思わず秋あき晴はるがその場に座り込んで黄昏たそがれていると、後ろから誰かが近付いて来る足音が聞こえて来た。

　のろのろと振り返ればそこにいたのは従育科生の岡おかで、疲れたような笑みを浮かべて片手を上げ、

「や、お疲れー。無事のクリア、おめでとう」

「あー……そっちは残念だったな？」

「うん、まあ、仕方ないかなー。サイズは合ってたと思うけどね。着替えの時間をもっと取れなかった……というか、相手が筋すじ金がね入いりのお嬢じよう様だって忘れていたことが敗因かなぁ」

「ん？　どういう意味だ？」

「つまりね、遅刻しそうだからって全力ダッシュはしないし、急ぎの用があるからって朝のパンを歩きながら食べる人種じゃないってこと。……たぶん急いではくれたんだろうけど、ドタバタ埃ほこりを立てる勢いで着替える、ってのは無かったんじゃないかなぁ」

「あー…………そういうことか」

　岡の説明に、秋晴は合が点てんがいったと感かん嘆たんの声を漏もらした。

　残っている三人は、確かに着替えが早そうだ。朋とも美みはテキパキしている上に庶しよ民みんの出だし、セルニアの場合はいざという時に形なり振ふり構わずやってくれる。アクシデントで失格になった沙織さんは脱ぬぐのが得意だから、たぶん着るのにちょっとだけ時間があれば大だい丈じよう夫ぶだったんだろう。残る大だい吉きちは……あのナルシスト、普段から早着替えしてるし。

　そう考えると、セルニアを選んだのは正解だった訳だ。……まあ、個人的に親しくしている上育科生は皆ある意味で他ほかのお嬢様と違うから、大たい抵ていは上う手まくいったかもだけど。

「どうにせよ次に進めるんだから、あたし達の分まで頑がん張ばってよ？　残ったのが男の子三人っていうのは、ちょっと悔くやしいけどね」

　苦笑混じりに岡は言うが、秋晴は小さく首を横に振って、

「俺おれの場合、運が良かっただけだ。試験内容が分かっていたら、皆もっと適役な相手を選んでいただろうし」

「そう？　フレイムハートさんを選んだのも含めて、日ひ野の君の実力……っていうか、成果だと思うよ。あたし達に運が無かったのも確かだけどね」

「成果、な……だといいんだが」

「折せつ角かく残ったんだからポジティヴに行こーよ。……さ、あたしは早さな苗えを励はげましてくるから、そっちは頑がん張ばって」

　最後は明るい口く調ちようで言うと、岡おかは軽い足取りで去って行った。あいつだって疲れているはずなのに、リーダーシップのある気の利くヤツだ。

　岡だけじゃなく、ここで脱だつ落らくした他ほかの女生徒だって、自分より優れているところがいくつもある。そんな連中を押し退のけて次に進めるんだから、情けない姿は見せられない。

　仲間に活かつを入れて貰もらって気を取り直した秋あき晴はるは、いつまでもだらだらしてはいられないと勢いよく立ち上がる。

　すると向こうの方からやって来たドレス姿のセルニアと目が合ったので、軽く手を上げて礼を言った。

「お疲れ、良く間に合ってくれたな」

「……本当ですわ。もう少しで失格になるところでしたわよ」

「え？　そんなにギリギリだったか？」

　着替える時間は五分と無かったはずだけど、あのドレスなら二、三分あれば着れそうな感じだったので、秋晴にとっては意外な発言だった。

　だが、セルニアはこちらの言葉に眉まゆをピクンと跳はね上げ、苛いら々いらを堪こらえるように僅わずかに口くち端のはをあげて、

「時間じゃありませんわっ。服の方ですわよ！」

「サイズのこと、か？　お前なら余よ裕ゆうだと思ったんだが……」

　実際、身長がある割にウエストは細いようで、持って行ったドレスの腰こし元もとは窮きゆう屈くつそうに見えない。

　なのにセルニアは怒いかりに顔を赤らめて、歯を剥むいて抗議の声を上げてきた。

「だからっ、胸が苦しいんですのよ、胸がっ！　無む理り矢や理り押し詰つめましたのよ!?」

「………………おお」

　言われてみれば確かに、胸の谷間がえらいことになっていた。そういうデザインの服かと思ったけど、本来はもっと慎つつましいものなんだろう。

　秋晴としては喜ばしい光景だが、どうやらセルニアにとっては違うらしく、

「圧迫されて息苦しいのを我が慢まんして着ていますのよっ!?　全く、気の利かない……」

「いやそんなこと言われても、身長とかなんとなくの体格ならともかく、正確なスリーサイズなんて知らないから無理だっての。第一、それのワンサイズ上だと、ウエストが余って格好悪いことにならないか？」

「なら秋あき晴はるもこの苦しさを味わってみるといいですわ。生き地じと縫ほう製せいが良いから破けはしていませんけど……本当に、今にもはち切れそうですのよ……！」

　それは育ちすぎなのが原因なんじゃなかろーか、と言いたいところだが、そんな突つっ込みをすれば張り手かハイキックが飛んで来るのは必ひつ至しなので、秋晴は黙だまって同情していますと言わんばかりの表情をつくる。

　しかし、これでようやく分かった。ずっとセルニアが不ふ機き嫌げんそうな表情をしていたのと、自分が微かすかに覚えていた違和感は、胸元のサイズが原因だったらしい。

「全く……普段はオーダーメイドのドレスしか着ませんから、予想外でしたわ。早く脱ぬいで楽になりたいものですわね」

「審しん査さが終われば着替えていいんだろ？　まだ終わってないのか？」

「終わりましたわ。ただ、今は集計中で、念の為ためにそれが終わるまでは──」

　と、不意にセルニアが途と中ちゆうで口を噤つぐんだ。

　それは近くに設置されたスピーカーが微かなノイズを発したからで、秋晴もつられて口を閉ざし本部席を見る。

　少し時間が経たったことで説教のショックから抜け出せたのか、理事長は視線を手元に落としたままやんわり笑っていて、

『お待たせしましたー。集計と審査の結果が出ましたので、これより発表しますー。じゃ、深み閑かんちゃんいっちゃって〜！』

『……第三種目ですが、一位は日ひ野の秋あき晴はるさん。二位に轟とどろき慎しん吾ごさん。三位が大だい地ち薫かおるさんという結果になりました』

『これは意外な結果ですねー。次の最終種目で大逆転があるのか、楽しみですよ〜』

　本部からの発表に、観客席からまばらな拍はく手しゆが聞こえる。まあ、一位と二位がアレなので、反応はこんなもので妥だ当とうだろう。

　それでも暫ざん定てい的てきにトップになった秋晴としては喜ばしくて、拳こぶしを握にぎって小さくガッツポーズを決める。

　この一位がどれだけの意味があるのかは分からないが、少なくとも勢いはついた。次が最後の試験だっていうのも今のアナウンスで確定したし、後は全力を尽つくすのみだ。

　問題は最後に何をやるかということで、秋晴は息を殺してスピーカーから聞こえてくる理事長の声に耳を傾ける。

『さあ、最終種目ですが、この後すぐにやっちゃいますよー。最後に相応ふさわしく、残った皆さんにはアピールをして貰もらいます！』

　それを聞いて、秋晴は眉まゆを顰ひそめる。アピールって、意味が分かり難にくい上に漠ばく然ぜんとし過ぎだ。これから面接でもするってことなのか。

　秋あき晴はるが浮かんだ疑問を解消出来ずに腕うで組ぐみしていると、無表情の深み閑かんがやや呆あきれたように息を吐はくのが見えた。

『……理事長、アピールでも間違いではありませんが、正確にはスピーチです。詳しよう細さいな説明をして下さい』

『えーっと……三位の人から順番に、この場でアピー……じゃなくて、スピーチをして貰もらうのが最終種目の審しん査さになりますー。制限時間は一分間で、内容は……意気込み？』

『白はく麗れい陵りよう従育科に入って学んだこと、そしてこれから進級し、卒業することを踏ふまえてのビジョンを話して貰います。尤もつとも、内容は自由裁量に任せますので、単に自分への応援を頼むだけでも構いません』

『そうそう、さっきも使いましたけど、上育科生の皆さんには手元にある投票スイッチで「あ、この人がいいなー」と思った生徒さん一人に投票して貰うことになりますよー。その投票数で、最終的な順位を決めたいと思います〜』

　静かな競技場に響ひびく二人の声に、秋晴は右耳の安全ピンに手をやりながら考える。

「つまり……人気投票、みたいな感じか？」

「ニュアンスとしては選挙の方が正しいと思いますわ。これまでの積み重ねに加え、短いスピーチの中でどれだけ観衆の心を掴つかめるかが肝きもになりますもの」

「なるほどなぁ……そうなると、やっぱ一番の強敵は……」

　呟つぶやきながらルームメイトのいる方を向こうとしたが、その前に聞こえて来た理事長の声に、秋晴は見事に動きを止められてしまう。

　何な故ぜかというと、その内容が、




『それでは従育科進級試験の最終種目、スタートになります〜。トップバッターの轟とどろきさんは、グラウンド中央のマイクスタンド前まで行ってくださいー』




「……随ずい分ぶんと余よ裕ゆうの無いスケジュールですわね。着替える暇ひまもありませんわ」

　ため息混じりにセルニアは言うが、秋晴にとってはそれどころじゃない。

　一いつ瞬しゆんボケッと呆ほうけてしまったものの、すぐに事態の深刻さに追い立てられ、ガシガシと後頭部を掻かいて、

「もうかよっ!?　まだ何言うか、全然考えてないぞ?!」

「みっともないですわよ。三番手なのですから、もう少し落ち着くべきですわ」

「そんなっ…………いや、そうだな。轟に比べればまだマシか」

　反射的に怒ど鳴なってしまいそうだったが、寸前でそれは回かい避ひ出来た。

　珍めずらしくセルニアの言う通りだ。ここはさっきの種目で一位になって、スピーチ順が最後になったのを喜んで有効利用するべきのはず。

　とはいえ、それでも時間が無いことに変わりない。一分間何を喋しやべればいいのか全然浮かんでこないので、結構なピンチだ。

　こちらがじんわり焦あせっているのが伝わったのか、セルニアは小さく鼻を鳴らして腕うで組ぐみを……しようとしたみたいだけど、途と中ちゆうで止やめて手を腰こしに当てた。たぶんあれ、腕を寄せたら胸が大変なことになりかけたに違いない。

「それでは、私は一度観客席に戻もどりますわ。貴方あなたは少しでもマシな発言が出来るよう、精々足りない頭で足あ掻がくと良いですわよ」

「……ああ、頑がん張ばってみるわ」

　普通に聞けば挑ちよう発はつか馬鹿にされたかって感じだけど、これでもあのドリルさんからすれば激げき励れいのつもりだと分かるので、秋晴は大人おとなしく手を挙げて応こたえる。

　いつも通り女子にしては速い歩みで観客席へと戻っていくセルニアの、背中で揺ゆれるボリュームのある縦たてロールを見送っていると、どうやら轟とどろきのスピーチが始まったようだった。

　秋晴はスピーカーから聞こえて来る声を極力無視して、思考に没ぼつ頭とうする。早ければ数分後には自分の番が来てしまうので、それまでに少しでも考えを纏まとめておかないと。

　……とはいえ、実際のところ、何を言えばいいのやら。進級、卒業してどうしたいか、みたいなことを語るにしても、一分じゃ短すぎて全部は話しきれないだろうし……要点だけ纏めればいいのかもだけど、推すい敲こうもなしに上う手まくやれるのかどうか……

「──日ひ野の、少しいいか？」

　改めて最後の試験の難しさを感じていた秋晴に、すぐ横から声を掛けてくる人物が。

　気配はまるで無かったものの、声こわ音ねで誰かは分かったので、秋晴は取り乱すことなくそちらを振り向き、

「あんまり良くないな。それに次はお前の番だろ？」

　そう返すと、大だい地ちはちらりと背後を見て、

「僕ぼくは問題ない。轟が終われば、すぐにでも始められる」

「……で、何の用で来たんだ？」

　別に『忙いそがしいから一人にしてくれ』でもいい場面だったとは思う。大事な試験だ、突つっぱねても文句は言われないはず。

　なのに秋晴が応対したのは、そんなことは大地だって十分に分かっているのにこうして話しかけてきたのと、目が真しん剣けんそのものだったからだ。あんな静かなやる気に満ちた表情をされて、それを無視するっていうのは不可能に近い。

　わざわざ来た理由は、何となく分かる。伊だ達てにルームメイトとして長い時間を一いつ緒しよに過ごしてない。

「……勝負のこと、覚えているか？」

　案の定というか、やっぱりその話だった。

　思っていた通りの展開だったので秋あき晴はるが迷わず「ああ」と返すと、大だい地ちは小さく頷うなずいて、

「それならいい。競い合う内容じゃないのが残念だが、全力で挑いどませて貰もらう」

「ま、『手加減してくれ』とも言い難にくい内容だし、仕方ないか」

「……初めからそんなことを言うつもりなんか無い癖くせに」

　言って、大地はほんの少しだけ口こう角かくを上げて笑う。戦いに臨のぞむなら不敵な笑みがピッタリなはずなのに、不思議なことに一番しっくりくるのは『愛らしい』とか『可か憐れん』とかその手の表現で、不ふ意い打うち過ぎてドキッとしてしまった。

　綺き麗れいな顔をしているとはいえ男相手に何を血迷っているのか、秋晴はちょっと自分が分からなくなる。あれか、疲れが脳にまで浸しん透とうしたのか。走り回る類たぐいの試験内容だったら、途と中ちゆうでぶっ倒れていたかも知れない。

　ある意味運が良かったのか、と秋晴が変な納得の仕方をしていると、大地は笑みを消して引き締しまった表情になり、

「──轟とどろきのスピーチが終わったな」

「お？　うわ、本当だ」

　言われてからようやく、邪じや魔まな雑音としか感じていなかった轟の声が聞こえなくなっていることに気付く。もう一分経たってしまったらしい。

　そしてそれが間違いじゃ無いと証明するように、近くのスピーカーから理事長の声が聞こえて来た。

『はいはーい、トップバッターの轟さんのスピーチでしたー。それでは流れるように、大地さんのアピールタイムに入りましょうか〜』

　試験の緊きん張ちよう感なんて吹き飛ばす軽い口く調ちようだが、大地は表情を変えず、

「……行って来る」

　短く、挑いどむような声で言うと、グラウンド中央に置かれたマイクスタンドへ向かって歩き出した。

　そして入れ替わるように、一番手で喋しやべっていた轟が真まっ直すぐこちらへと近付いてきて、会心の笑みを浮かべてくる。

「どうやった!?　オレの、心に染み渡り映画化もやむを得ない名演説は！　あっきーにはプレッシャーやったか？」

　褒ほめよ讃たたえよと言わんばかりの得意げな轟に、秋晴はどう対たい処しよすべきか一いつ瞬しゆんだけ迷ったものの、結局ストレートに返すことにした。

「悪い、ちっとも聞いてなかった」

「酷ひどぉっ?!　さ、最終試験やん、仲間達の屍しかばねを踏ふみ越えて残った三人の最終決戦やんか！　せやのにその無関心っぷりどういうことや!?」

「いや最後だからこそ自分のことに集中してたんだって。それで何を喋ったんだよ？」

　本当は考える時間に割さきたかったが、今日きようの轟とどろきは一ひと味あじ違う。ひょっとしたら何かの参考になるかもしれない。

　そう思って聞く態勢になった秋あき晴はるに、轟は気を取り直してグッと握にぎり込んだ右手の親指を立てて、

「近い将来に完成予定の、オレのハーレム計画についてや！　あまりのスケールのでかさに、皆惚ほれ惚ぼれと聞き入っとったで！」

「…………聞いて損したよ」

　率そつ直ちよくに感想を口にして、秋晴は大きくため息を吐ついた。駄だ目めだ、やっぱり馬鹿は馬鹿のままだ。しかも夢見がちとか、蜘く蛛もの糸レベルの慈じ悲ひも与えられない救いようのなさだよ。

　秋晴が『ないわー』と存在ごと全否定していると、受け入れられなかったのが意外だったのか、轟はファウルにカードが出たことに不服を示すサッカー選手みたいな大袈げ裟さな身振りで地じ団だん駄だを踏ふみ、

「なんでやねん?!　あっきーやって本音では何人もの女の子に囲まれてウハウハハッピーライフを送りたいと思っとるんやろ!?」

「いや思って無いから。その『分かってるんだぜ』みたいな顔止やめろ、殴なぐるぞ」

「素直になりぃや！　あのむっつりな大だい地ちもきっと賛同してくれるで!?　ほら、今から話すみたいやから、ちょい聞いて判断しよか？」

　何な故ぜか既すでに勝者の余よ裕ゆうを漂ただよわせて、そんな提案をしてきた。どうしてこいつは自分の正しさを一ミリも疑わないでいられるのか、ちょっと不思議だ。

　まあでも、一番の敵である大地が何を言うのか、そこはかなり気になる。

　なので秋晴がマイクスタンドの前に立つ大地へ視線を向けると、丁ちよう度ど良いタイミングで話し始めたらしく、スピーカーから拡声された声が聞こえて来た。




『僕ぼくはあと二年、白はく麗れい陵りようで自分を磨みがいて望む道を行ってみせる──以上だ』




　切り上げる言葉と共に、大地はさっさと踵きびすを返してマイクに背を向けてしまう。

　その様子を見ていた秋晴はぽかんと口を開けて、

「……いや以上て。五秒で終わったし」

　本当に意気込みを語っただけだった。しかも端たん的てきすぎて、観客から拍はく手しゆすら起きないし。たぶん皆、自分と同じで呆ぼう然ぜんとしているに違いない。轟ですら何も言えずにいる。

　そりゃあ大地は雄弁に語るタイプじゃないが、いくらなんでもこれは予想外だ。一言に全すべてを込めたつもりなんだろうが、スピーチで一いち撃げき必ひつ殺さつとか無理だよ。

　だらだら喋しやべるより好感は持てる。大地らしい、とも思う。

　しかし、何より秋晴にとって大きいのは、

『もう終わりですか〜？　それじゃ、ラストの日ひ野の秋あき晴はるさん、張り切ってどうぞ〜』

　……考える時間がゼロになった、ということだった。

　せめて規定時間いっぱいはシンキングタイムを与えて欲しいけど、どうやら無理らしい。本部席にいるメインイベント直前みたいにわくわく顔の楓かえでと、サイボーグでももう少し温かみがあるだろってくらいに冷たい深み閑かんの視線で、否いや応おうなく分かってしまう。

「ほれほれ、見せ場やであっきー！　ここで笑い取ったら最高に格好ええで！」

「……ったく……行ってくる」

　悪ふざけとしか思えない轟とどろきの声を背に、秋晴はノープランのまま前に出る。

　大だい地ちはこっちには来ないで横にずれるように移動したので、すれ違い様ざまに文句を言うことも叶かなわない。まあ、あいつはあいつで真しん剣けんにやった結果だから、単なるこっちの都つ合ごうだけど。もし戦略として時間を削けずってきたのなら、それは凄すごいとも思うし。

　陸上競技の為ためのグラウンド中央、そこに立てられたマイクスタンドへと近付きながら、秋晴は必死で何を話すべきか考える……が、やっぱり上う手まい言葉なんて浮かんで来ない。奇き跡せき的な閃ひらめきは起こらないまま、あっという間にマイクの前まで辿たどり着いてしまう。

　するとスピーチ内容が纏まとまらない焦あせりだけでなく、観客席からの視線も気になってしまい、秋晴は背中に冷たい汗あせを流す。轟も大地も、よくこんな所で喋しやべれたよ。緊きん張ちようして噛かんでしまいそうだ。

　心の準備がまるで出来ていない状態で、深呼吸をして落ち着こうにもそれすら覚おぼ束つかない。

　そんな状況だっていうのに、

『じゃ、これで最後ですねー。秋晴さん、スタートしちゃってください〜』

　容よう赦しやなく開始の合図がきてしまい、秋晴は唇くちびるを噛かみ締しめる。

　頭が真っ白になる、っていうのはこういうことかと思うくらいに、まともに思考が働かない。静せい寂じやくで満ちた競技場の真ん中で、ここにいる全員から注目されて、果たして何を言えば良いのか、さっぱり分からなかった。

　そうしている間にも時間は過ぎてしまうと思うと余計に焦り、秋晴はテンパったまま視線を左右に彷徨さまよわせ、

「…………ぁ」

　じっ──と、こちらを見ている大地と目が合った。

　もう自分の番は終わったというのに真剣な表情を維持しているルームメイトの顔を見て、秋晴は小さく息を呑のむ。

　そして、殆ほとんど無意識に後ろを振り返り、本部席前に並んでいた二人を見やる。

　第三種目の時にパートナー役になった他ほかの上育科生達と一いつ緒しよに、朋とも美みとセルニアはこっちを見ていた。どんな心境の変化があったのか、二人並んで、似たような表情で。

　どちらかでも不安そうな顔か、なかなか話し出さないことに苛いらついているような仕し草ぐさをしているかと思っていたが、その予想は見事に外れた。

　……仲が悪い癖くせに、二人して戦いに臨のぞむような凜り々りしい顔つきで、自分のことを見つめている。ただ見ているだけ、注目しているだけで、それ以外の『頑がん張ばれ』だとか『しっかりしろ』だとかいう類たぐいの感情さえ窺うかがえない。

　ただ──そこに、抱かかえきれないくらいの『信頼』を感じた。

　そのことに秋あき晴はるは思わず苦笑する。そして、前へと向き直った。

　……あんな風ふうに、何の疑いも無くただひたすらに信じられてしまうと、とてもじゃないがへまなんて出来ない。そんなの格好悪すぎだ。

　せめてあの信頼に値するヤツだって証明しておかないと、自分で自分が許せなくなりそうだった。




『──俺おれは、白はく麗れい陵りように来て多くの人に会ったし、色んなことを学べたと思う』




　マイクに向かって喋しやべった声がスピーカーから跳はね返ってきて、秋晴の耳を打つ。

　いつの間にか頭の中はスッキリしていて、しっかり考えた訳でも無いのに自然と言葉が出ていた。

　こういう時は、雑念が無くなって集中出来る……って感じなんだと思うけど、自分の場合はそうじゃないらしい。

　スピーチの為ために必要な言葉や構成はまるで頭にないままで、浮かんでくるのは人の顔だ。




『他ほかの学校じゃ絶対に無い出会いがあったし、上流階級に生きる連中が想像以上の生活をしていたことに驚おどろいたし、無む茶ちやでしんどい従育科の授業で死にそうになったし……一年に満たない間なのに、白麗陵での毎日はえらい濃のう密みつで、充実していた』




　──脳のう裏りに浮かぶのは、編入初日に再会した腹黒幼おさな馴な染じみの顔だったり、いきなり不ふ審しん者しや扱いをしてきた挙げ句に事ある毎ごとに絡からまれるようになった金きん髪ぱつドリルだったり。

　世界に通用する画家なのに内気で人見知りな先せん輩ぱいとか、先輩と同じく白麗陵という大きな箱庭に馴染めずにいた王女様とか。

　どうしようもなくドジだけど頑張り屋で姉思いの同級生に、殆ほとんど何も出来ないけど妹思いでとびきり美人な最上級生。

　淑しとやかで無む垢くな中東の令れい嬢じようと、そんな彼女に命がけで仕つかえている毒どく舌ぜつ侍じ女じよの主従コンビや、背が高くてスタイルも抜群なのに自信なさげな中ちゆう華か娘むすめ。

　寡か黙もくなルームメイトの万ばん能のうっぷりにはよく感心させられたし、唯ゆい一いつの上育科男子生徒が同じくハイスペックな癖くせにナルシズム全開な変態なのには辟へき易えきした。

　似え非せ関かん西さい弁べんを駆く使しして本能剥むき出しに生きる万能馬鹿と、そのフォローに追われながら殆ほとんど愚ぐ痴ちりもしない献けん身しん的な相あい方かたは、身近な目標としていつも見てきた。

　他ほかの従育科の仲間にも、普段はあまり接しない上育科のお嬢じよう様連中にも、色んな場面で助けられたり気付かされたりして、人との関わり合いが大事だと教えられた気がする。

　それからボンクラで怠たい惰だで遊び好きな理事長に、それに振り回されながら自分の役割をキチッと果たす優秀なメイド教師を始めたとした先生達には、かなり世話になった。

　毎日が慌あわただしくて、午後の授業は大変で、奉ほう仕し活動を上う手まくやれなくてヘコんだ時もあったと思う。それらを全部引っ括くるめて、充実した毎日だった。

　ただ──そう思うからこそ、強く感じることもある。




『だけど、まだまだ自分には出来ないことばかりで……全然駄だ目めだな、って思うんだよ。誰かの役に立つ為ためには、全然足りてないって』




　従育科仲間と比べてもだけど、特にプロとして実際に役目を果たせている先せん輩ぱい方を見ると強くそう思う。

　自分は深み閑かんやヘディエの足下にも及ばない。技術的な意味では勿もち論ろん、誰かを支えるという精神的な役割においてもだ。

　悔くやしいくらい実感しているからこそ、こんな中ちゆう途と半はん端ぱなところで終わりたくない。




『だからあと二年の間に、もうちょいマシな使えるヤツになる──それが今の、精一杯の目標だ。やらせて貰もらえると有り難い』




　そこまで話して、秋あき晴はるは小さく息を吐つく。

　……言い尽つくした、という達成感みたいなものは無かった。けど、今の自分の思っていることを飾らずに話せたな、って思いはする。

　どっと疲れが出たのか、頭がぼうっとするのを感じていると、秋晴の耳に理事長の声が聞こえてきた。

『うん、時間内に終わったみたいですねー。それでは秋晴さんは下がってください〜』

『観客席、並びに本部席前の上育科生の皆さんには、これより投票をして頂いただきます。一人一票のみの受付となりますので、手元のスイッチを押し間違えないよう注意してください』

　絶ぜつ妙みようの呼吸で補足する深閑の声を聞きながら、秋晴は指示通り元いた方へと戻もどる。特に拍はく手しゆも起こらないのが、ちょっと切ない。

　本部席側を見ると、朋とも美みは後ろ手に組んでいるしセルニアは腰こしに手を当てているしで、拍手する気はゼロっぽかった。おかしい、あの二人には少なからず特別な好かれ方をしているはずなのに。

　まあでも、ただ試験を終えただけで拍はく手しゆするような性格の二人でもないかもだ。

　やるなら結果発表の時。それも一位を取った時だけかも知れない。

『さーさー、それでは今から順番に名前を挙げていきますので、良かったと思う人に投票してくださいね〜？　いきますよー？』

　各所に設置されているスピーカーから聞こえて来る声に、秋晴は足を止めて本部席へと振り返る。

『ではでは、一番の轟とどろき慎しん吾ごさんが良かったと思う人は、スイッチをどうぞー！』

　そして、秋晴達の将来に関わるかもしれない最後の審しん査さが始まり──




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




「……なあ、本当にいいのか？」

　つい何回目かの確認をしてしまう小しよう心しん者ものな秋あき晴はるに対し、目の前にいる二人はちっとも気にした風ふうのない堂々とした態度で、

「ええ、構わないわ。セルニアさんとは話し合い済みだし」

「そういうことですわ。今いま更さら秋晴が気にすることじゃありませんわよ」

　朋とも美みとセルニアがそう言うなら、確かにこっちが気にしても仕方がない。

　ただ、この事態はちょっと考えてなかったので、秋晴は小さく息を吐はいて気を落ち着けようとする。試験が終わってシャワーと替えの制服への着替えを済ませた後なのに、試験並の緊きん張ちよう感に汗あせが出そうだ。

　元の制服姿に戻もどった二人を呼び出したのは秋晴だが、それぞれ時間をずらして違う場所に呼んだ……のに、まずはと上育科寮りよう近くにある花園まで来てみれば、既すでに二人揃そろっているとか。思わず回れ右して帰りたくなったし。告白の返事なのに第三者──いや正確には第三者じゃないけど、それでも内容が内容だけに胃いが痛くなるよ。

「……というか、いつから？　どこからどこまで互たがいに知ってるんだ？」

「そこまで多くは知らないわ。わたしの場合、セルニアさんが秋晴に告白済みで今日きよう返事を貰もらう、ってことくらい」

「私も似たようなものですわ」

「…………お前等ら、本当の本当は仲良いんじゃないのか？」

　どうして『ご飯の時も移動教室の時もお手洗いの時も一いつ緒しよ』みたいなノリが好きじゃない二人が、ピンポイントで『気になる告白の返事イベント』の時だけ連れ添そうのか。まあ普通の仲良し女生徒のそれとは意味合いが全く違うけど。

　何にしろ一緒にいることで心労が数倍増しになったとこめかみに手を当てる秋晴に、腕うで組ぐみしてどこか居い丈たけ高だかな態度になったセルニアが、

「そういえば、一応ですけれど『おめでとう』と言ってあげますわ」

「あ？　何のことを……」

　流れが分からない唐とう突とつな発言に眉まゆを顰ひそめたが、すぐにピンときたので秋あき晴はるは口を噤つぐんだ。というか、祝いの言葉をかけられる理由なんて一つしか思いつかない。

　その答えを秋晴が言う前に、セルニアの横で微笑ほほえんだ朋とも美みが小さく唇くちびるを開き、

「あら、秋晴ってば疲れすぎてボケちゃったの？　それとも、褒ほめられるに値しない結果だなんて格好付けているとか？」

「そういう訳じゃないっての。……まあ、素直に諸もろ手てを挙げて喜べるかっていうと、微び妙みようだけどな」

「でも、それって高望みなんじゃない？　少なくともわたしは満足していいと思うわよ？」

　そう言うと、朋美はいつもの優等生演技をする時のように優しく微笑み、




「無事に進級出来んだもの、誇ほこっていいわよ」




　……こいつがそんな風ふうに言うと、何か裏があるんじゃと邪じや推すいしてしまうのが嫌いやだ。たぶん本ほん音ねで言ってくれているんだろうが、素直に受け入れるには色々と経験しすぎているし。

　ただまあ、喜ぶべきだとは秋晴も思う。試験の結果、従育科の生徒は皆無ぶ事じに進級出来ることが決まったんだから、喜ばない方がおかしい。

　ぽろっと理事長が漏もらしたことに依よれば、殆ほとんどの生徒は第一種目をクリアした段階で進級可という判断になっていたそうな。ただし自分と轟とどろきは例外的に第二種目のクリアが条件で……正直、結構危あぶなかったと思う。

　同時に、第三種目があれだけ無茶だったのも理解出来た。つまりそこから先はボーナスステージみたいなもので、だからこそ深み閑かんも理事長の遊び心をそこまで封ふう殺さつしなかったんだろう。順位決めは必要だけど、一番重要な項目は果たした後だし。

　それでも秋晴が諸もろ手てを挙げて喜べずにいるとすれば、それは自分の問題だ。

「……とはいえ、負けたしなぁ」

「二位では不満、ということですの？」

「あー…………そういうことなんだろうな、きっと」

　セルニアの言葉に、頭を掻かいて心の中で頷うなずく。

　試験の結果、一位は大だい地ちが、秋晴は二位になった。それを悔くやしいと思うと同時に、結果事態には納得もしていて、なんだかもやもやが残っていたけど……つまり、満足出来ていないってことだったんだろう。

　余あまっていたピースが納まるべき所に嵌はまった感じがして、少し気持ちが落ち着いた。

　だから──というのはおかしいのかもしれないが、自分の中では気持ちの整理がついた、いいタイミングだ。

　そう思い、秋あき晴はるは右手で軽く耳に付けた安全ピンに触ふれてから、




「二人に対する返事なんだけど……言っていいか？」




　まさかもう一人がいる状況でやるとは思ってもみなかったので、前以もつて用意していた勇気がふわっと逃げかけてしまったけど、どうにか覚かく悟ごが決まった。

　こちらの予告に、まず朋とも美みが「ええ」と小さく頷うなずき、セルニアが何な故ぜかむすっとした表情で顎あごを引く。

　否いや応おうなしに花園に緊きん張ちよう感が満ちていき、空気が薄うすまったような息苦しさまで感じる。この雰ふん囲い気きに押し潰つぶされて逃げたい気持ちに駆かられるけど、それは駄だ目めだ。

　もう賽さいは投げたんだ、と己に言い聞かせた秋晴は、ここに呼んだ相手に視線を向ける。

　それだけで向こうも自分に来ると理解したようで、セルニアの瞳ひとみが少しだけ揺ゆらいだ。ただしそれは一いつ瞬しゆんで、すぐに『やんのかコラ』と言わんばかりの強気な目で見返してくる。

「……まずは私から、ですのね？」

「ああ。順番的にはそうするべきだし……というか、そもそもここに呼んだのはお前だけだろ？　そっちが勝手に朋美を連れて来ただけで」

「う、うるさいですわねっ。いいから早く結論を言いなさいな！」

　普段より若じやつ干かん切れ味が悪い口く調ちように、こいつも緊きん張ちようしているんだと気付かされる。よく見れば腕うで組ぐみしている手も、コートの生き地じが傷いたみそうなくらい強く握にぎり締しめているし。

　こういうところは可愛かわいいよなぁ──と、秋あき晴はるは素直に思う。

　だから用意しておいた言葉に気持ちを上乗せして、息が詰つまりそうな緊張を吐はき出すように、言い放った。

「──俺おれ、結構お前のこと好きだと思うんだよ」

「ッ…………そう、なんですの？」

「ああ。一いつ緒しよにいて楽しいし、告白されたのも落ち着いてみたら嬉うれしかったし。少なくとも、普通の友達以上に好きだって気持ちはあると思う」

　言っていてかなり小こっ恥ぱずかしいが、そこは我が慢まん。顔が熱くなるけど、セルニアの顔だって真まっ赤かになってるし、聞いているだけの朋とも美みだってほんのり頬ほおを染めている。

　これはそういう試練みたいなものなんだと懸けん命めいに自分に言い聞かせ、秋晴は続きの言葉をセルニアに──ではなく、朋美に向けて話す。

　目が合った瞬しゆん間かん、『えっ、こっちなの？』と意外な顔をされたが、気にせず押し切る。

「朋美に付き合ってくれって言われた時、混乱したし冗じよう談だんか罠わなかと疑いまくったけど、それでもやっぱり嬉うれしかった」

「……何だか、随ずい分ぶんな言い様ように聞こえるわよ？」

「事実だから仕方ないだろ？　俺おれはお前のことを裏うら表おもて引っ括くるめて七割方は把は握あくしているつもりだが、真まっ当とうに褒ほめられる人格じゃないだろーが。普通に考えればまともに付き合うのなんてまず無理なレベルだぞ、絶対」

　この際だから、もう言い切ってやる。この恥はずかしい空気の中だ、日頃は恐きよう怖ふ心でストップがかかることも言ってしまえばいい。

　少し楽しくなってきた秋あき晴はるに対し、朋とも美みはドン引きというのがぴったり来る引き笑いの表情になっていて、

「…………うっわぁ……振るにしても、もう少しまともなセリフがあるでしょうに……」

「日頃の行いって大事だよな。俺も今日きよう大だい地ちに負けて、改めて身につまされた」

「だ、だからって物には言い様ってものがあるでしょう!?　ただでさえ傷心のわたしに、鉈なたであえて撲ぼく殺さつするような真ま似ねをするだなんて、ちょっと酷ひどすぎない？」

「いつも人の傷口見つけたら喜び勇いさんで塩を塗ぬりたくるお前に言われてもなぁ……それと、ついでに言うけど」

「……何よ？　まだ抉えぐり足りないわけ？」

　いつもの澄すました演技はどこへやら、朋美はぶんむくれで睨にらんでくる。しかもその目がちょっと潤うるんでいて、なんか妙みように可愛かわいらしかった。

　どうしてだか悪いことをしている気分になるけど、そもそも勘かん違ちがいをされているみたいなので、まずはそれを正すべく秋晴は口を開く。

「そもそも、どうしてお前は振られる前提で話してるんだよ？」

「えっ？　だって……話の流れからすると、そうでしょう？　セルニアさんのことを好きって……まさか秋晴、二ふた股またをかける気!?」

「極端な解釈をして凄すごむなよ?!　そうじゃなくてだな──」

　一転して呪じゆ殺さつしそうな目つきになる幼おさな馴な染じみに、秋晴は慌あわてて手を横に振って、

「セルニアは好きだけど、お前のことも好きだっての。白はく麗れい陵りようみたいな特とく殊しゆなところじゃない普通の学校で、どっちかとしか出会ってなかったら……たぶん、殆ほとんど迷わずオッケーして付き合っていたか、もしくはこっちから告白していたかしていたって思うくらいに」

「……ふぅん。やっぱり二股ですのね？」

「随ずい分ぶん堂々とした二股宣言ねー……自分がモテ系だと勘違いしちゃったの？」

　……おかしい、二人から好意どころか殺意に近い冷たい感情が流れ込んでくる。どうしてこんな殺さつ伐ばつとした雰ふん囲い気きになっているんだろーか？

　どこでミスったのかなー、と秋晴は冷や汗あせを掻かきながら手を胸の前で広げて『落ち着け』とアピールをし、出来る限り真しん剣けんな表情で話をする。

「だからそうじゃなくて、二人とも好きだけど──」

　一度言葉を区切り、秋あき晴はるは必要な勇気を絞しぼり出すよう息を吸って、

「……悪い。今は誰かと付き合う気になれない」

　こんなセリフ言いたくないけど、言わなきゃならないことなので、それこそマカオタワーの世界一高いバンジージャンプを飛ぶくらいの気持ちで口に出した。

　反応が怖こわいが、自分の決めたことだから責任は取らないといけない。最悪、今までの友人関係はぶち壊こわれてしまうかもしれないけど、『特別な関係』になれないと拒否する以上、その覚かく悟ごは必要だ。

　そんなことにならないよう努力する為ためにも、目を逸そらすことは出来なかった。

「…………それは……どういう意味ですの？」

　黙だまったままこちらを窺うかがう朋とも美みの横で、ややむくれた表情のセルニアが腰こしに手を当てて訊きいてくる。

　まあ当然訊きかれるとは思ったので、秋晴は右耳に手をやり言葉を選びながら、

「今日きようの試験でも痛感したけど、やっぱり全然足りてないんだよ。二位にはなれたけど殆ほとんど運が良かっただけで、現実には……平均レベルまでいっていればいい方、ってところだと思う。謙けん遜そんでも何でもなくな」

「………………それで？」

　何な故ぜかセルニアが一段と苛いら立だたしげに眉み間けんに皺しわを寄せているが、今はそこをスルーしておくことにして、秋晴は促うながされた通り続ける。

「白はく麗れい陵りように編入するって決めた時、絶対に自分からは辞やめないし、出来る限りやってやろうって決意したんだよ。けど、実際は進級ギリギリだ。あんな一発逆転システムみたいな進級試験がなければ、俺おれと轟とどろきは落第していた可能性高いし」

「だから女の子と付き合っている暇ひまなんてない、と言いたいの？」

　辛しん辣らつだが的確な朋美の言葉に、頷うなずいて応こたえる。

「もし進級試験でトップを取れたら……何ていうか、そこそこちゃんとやれてるってことで、交際してもいいんじゃないかと思ったけど……現にこの様ざまだしな。傍はた目めには惜おしかったけど、差は歴然としていたし」

　理事長が発表した得票数は、大だい地ちが百票オーバー。自分は十票足らずで、轟には奇き跡せきの一票があっただけだ。二位と三位の差は僅きん差さだが、一位とは高級タワーマンションとボロアパートくらいの差があった。

　聞いた時、悔くやしさよりも『やっぱりか』という気持ちが先に来て……我わがことながら、それがちょっと許せない。

　駄だ目めな自分を、全力を尽つくして駄目だったんだから現状では仕方ない、なんて楽な切り替えをしようとすれば、きっと次も負ける。そんなことじゃ大地や轟には勝てないし、いつまでも上育科の多くの生徒に認められないままだ。

　だから──

「……だから俺おれ、しばらく誰かと付き合うつもりはない。せめて他ほかの上育科生達や深み閑かんに認められるようになるまで、それなりに使えるヤツになれるまでは」

「別に、付き合いながらでも頑がん張ばって成長は出来ると思うけど？」

　朋とも美みの言うことは尤もつともだ。静かな口く調ちようだから、余計に説得力がある。

　それでも秋あき晴はるは頭を掻かくだけで、揺ゆらがず返した。

「出来る人には出来るんだろうけど、俺にはキツい。あっちもこっちも両立して全部上う手まくやれるような器用なタイプじゃないし、」

「──もういいですわ」

　こちらの話を遮さえぎったのはセルニアで、声には明らかな怒いかりが混ざっていた。

　でもそれは当然だと秋晴は思う。自分勝手な理由で告白を断られたんだから、怒おこらない方がおかしい。特に感情的なセルニアなら尚なお更さらだ。

　やっぱり殴なぐられる展開は避さけられないかな、と秋晴は甘あまんじて受け入れる覚かく悟ごをして……いたものの、そこでちょっとおかしいと気付く。

　確かにセルニアは怒っている。それはもう間違いない。

　……けど、苛いら立だたしげに怒ってはいるものの、どうして睨にらむ対象が自分じゃなくて、朋美の方なんだろーか？

　しかも朋美の方も、どこか楽しげというか誇ほこらしげというか、少なくとも今の流れからするはずのない明るい表情になっていた。

　これはどういうことなのかと秋晴が訝いぶかしんで、とりあえずセルニアの方に訊きいてみようとした瞬しゆん間かん、ドリルさんの厳しい視線がギロッとこっちに飛んで来て、

「ちょっと秋晴っ！　貴方あなたっ、もっと他ほかの言い方が出来ませんの?!」

「ぉう、ぃ？　え、と…………どういう……？」

「全く、腹立たしいくらいに朋美さんの言う通りでしたわ！　どうするかはともかく、発言まで殆ほとんど同じだなんて普通有り得ませんわよ?!」

「待まっ、言う通りって……!?」

　半ば混乱しつつ秋晴は説明を求めて幼おさな馴な染じみに視線を向けるが、そこにあった朋美の我が慢まんしきれないといった風ふうの笑顔を見て、瞬しゆん時じに『もしかして』と悟さとる。

　ただしそれを上う手まく頭の中で言語化する前に、朋美の唇くちびるがにんまりと笑みを作り、

「──セルニアさんに、一いつ緒しよに話を聞くって段取りをつける時にね、ちょっとした予想をしたの。『試験の結果を踏ふまえて、秋晴がわたし達に何て言うつもりか、それを当ててみましょうか？』って」

「待て、待てよ………………つまり、俺おれは……？」

「一字一句、とはいかないけど、大体は当たりだったかな。ねぇ、セルニアさん？」

「そうですわね、実は二人が打ち合わせをして台本があったのかと思ってしまうくらいそのままでしたわよっ」

　語気を荒げて不ふ機き嫌げん丸出しのセルニアだけど、今の秋あき晴はるはそれに構う余よ裕ゆうすらない。衝しよう撃げきの事実に頭がくらくらして、なんかもうこのまま倒れてしまいたかった。

　……予想されていた、って。あんなに熱入れて語ったのに、予想されていたって……！　つまりあれか、朋とも美みがらしくない感じで表情変えまくっていたのって、予あらかじめリアクションを考えてやっていたからってことですか。

「……………………お前は…………魔ま女じよか……」

「あら、可愛かわいい幼おさな馴な染じみになんてこと言うのよ？　それにわたしだって、結構ドキドキしていたんだから」

「……うーわー、これだけ真実味と説得力のないセリフ聞くの初めてだ」

「フン、誰に責任があると思ってますの？　貧困な発想でボキャブラリーの少ない貴方あなたのせいですわよ」

　脱だつ力りよくして項垂うなだれる秋晴に、セルニアの容よう赦しやない言葉が降り注ぐ。もう泣いて帰っても許されるんじゃないかな、これ。

　ただし現実にはそうもいかないので、秋晴は大きくため息を吐ついてから顔を上げ、指先で眉み間けんを揉もみながら口を開いた。

「……予想されていた通りだったみたいだが、俺おれの出した結論はそういうことなんだ。悪い」

「別に謝らなくてもいいわよ。それとも、今のは口こう実じつで単にわたしやセルニアさんとは付き合いたくないだけ？　もしくは結論を先延ばしにしたいだけなの？」

「っ、んな訳ないだろ！　これでも俺は──」

「分かってるわよ。だから謝らなくていいって言ってるの。付き合って欲しいっていうのはわたしの希望、今は無理っていうのが秋晴の希望で、答えでしょ？」

　さらりと朋美が言うと、それに追従するようにセルニアが頷うなずくのが見えた。

「少し癪しやくですけれど、朋美さんの言う通りですわね。それに……秋晴が私のことをどう思っているかを言ってくれただけで、とりあえずは十分ですわ」

「……そういうもんなのか？」

「理由に納得出来たから、というのも有りますわよ。自分の務めを果たせない未熟を恥はじるなら、その選せん択たく肢しを選んで当然ですわ」

　こういう物言いを聞くと、やっぱりこいつはただのドリルじゃなくて貴族のお嬢じよう様なんだな、と改めて思う。偉えらそうなんだけど、傲ごう慢まんさはなくてごく当たり前のことを言っているだけの感じがして、それがさりげなく凄すごい。

　伝える前にこっちの出した結論を読み当てていた朋美も凄いし……この二人に好かれているっていうだけでも自分には勿もつ体たいない気がする。少なくとも、今の自分には。

　だから──少しでも早く一人前になれるよう、努力しないと。

「これから頑がん張ばって貰もらって、秋あき晴はるなりに一人前になったと思えたら改めて付き合うかどうか訊たずね直せばいいことだもの。それに……」

　秋晴が決意を新たにしていると、不意に朋とも美みが口元を綻ほころばせて、

「──それを待たなくても、今の決意を反ほ故ごしたくなるくらいにわたしのことを好きになって貰もらえばいいだけだしね。うん、そっちの方が早いかな？」

「なっ……朋美さん!?　貴女あなた、何を言っていますの?!」

「あら、別におかしなことは言ってないはずよ？　時が経たって心変わりするなんて、よくあることじゃない」

「それはそうですけれど、この流れで言う内容では有ありませんわよ！」

「そう？　何も言わずにこっそりやるよりはフェアだと思ったんだけどなぁ」

　楽しげにクスクス笑う朋美の姿に、セルニアはあっさり怒いかりゲージがマックスまで溜たまったみたいで、歯を剥むいて威い嚇かくし始めた。やっぱり一人ずつ説明して納得して貰もらう流れがベストだったよ。三角関係っぽい状況、っていうのを横に置いても、この二人の相性が最悪すぎる。

　宥なだめようか、それとも火に油を注がないよう沈ちん黙もくを貫くのがいいのか、どちらがマシか秋晴が迷っていた時、花園に誰かが入って来る姿が見えた。

　ここで痴ち話わ喧げん嘩かみたいになっている場面を見られるのはまずいので、秋晴は慌あわてて二人の姿を隠かくすように位置を変える。大した時間稼かせぎにもならないけど、察しの良い朋美ならすぐに切り替えてくれるはず。

　二人に第三者の存在を気付かせる為ためにも、やってきた誰かに声を掛けようとして……すぐにそれが見知った相手だと分かった。

「あれ、大だい地ち？　どうしてこんな所に……」

　今日きようは奉ほう仕し活動が免めん除じよになっているので、てっきり試験の疲れを癒いやす為に休んでいるか、轟とどろき達と従育科寮りようで夜にやる試験終了記念パーティーの準備手伝いをしていると思ったのに。

　どうやら偶ぐう然ぜん花園に散歩に来た訳ではないらしく、こちらを発見すると、大地は小走りで近付いて来た。私服のジャージに着替えていて、よく見ると髪かみはまだ濡ぬれている。

　何をそんなに急いでいるんだろーかと首を傾かしげていると、秋晴のすぐ目の前で止まった大地は、不安げに後ろにいる朋美とセルニアに視線をやり、

「日ひ野の、少し用があるんだが……取り込み中か？」

「あー……まあ、取り込み中といえばそうだけど」

「………………まさか……どちらかと、その……つ、つ、付き合うことになったとか……!?」

　よもや大地の口からそんな質問が出て来るとは思わなかったので、秋晴はちょっと面めん食くらってしまう。

　まあでも、こいつもクラスメイトで、朋とも美みの告白現場にいた訳だから、当然の疑問なのかもだ。どうしてセルニアまでカウントされているのかは不明だけど。

　とりあえず変に誤ご魔ま化かして妙みような噂うわさが流れると二人に悪いので、秋あき晴はるは端たん的てきに説明しようと決め、苦笑混じりの笑みを作る。

「試験でお前に負けて、それで誰かと付き合えるような軽いノリは俺おれには無理だっての。そういうのはせめて従育科でトップになるか、深み閑かんから一人前って認めて貰もらえてからだな」

「…………つまり……誰とも付き合ってないまま、か？」

「ハッキリ言うと、そうだな」

　そう答えると、何な故ぜか大だい地ちはホッとしたように表情を和やわらげる。どことなく嬉うれしそうなのは、もしかして先に彼女を作られなかったからだろーか？

　秋晴がそのことに言げん及きゆうする前に、後ろから朋美の声が飛んできた。

「それで大地くん？　秋晴くんに何か用があるんじゃないんですか？」

「あ、ああ。だが──」

「別にこちらは気にしないで構いませんわ。もう用件は終わりましたもの」

　セルニアまでそう言うので、秋晴は自分の意見は言わないでおくことにした。何の話をしていたか深く突つっ込まれるよりはいいし、大地の登場で荒れた展開にならなくて済んだのも確かだし。

　朋美とセルニアが二人して引いたので逆に後に引けなくなった形になり、大地はやや緊きん張ちようした面おも持もちになる。

　こんな表情で話される内容に覚えがないので、どんな用事で探していたんだろうと秋晴が眉まゆを顰ひそめていると、

「…………その……賭かけのことだが……」

　ぽつりと呟つぶやかれたその言葉で、大事な約束を忘れていたことに気付く。最終種目の時にも確認されたっていうのに、告白の返事に頭が一杯ですっかりどこかへ消え失うせていた。

「あー、そっか、そうだな。お前が勝ったんだから、何でも言っていいぞ」

「……ほ、本当か？　本当に何でもいいのかっ？」

「ああ。そういう約束だっただろ？　まあ、俺おれの出来る範はん囲いでだけど」

　食い気味に確認して来られたので、何でも来いと言う代わりに胸を張って答える。

　大地のことだからそこまで無む茶ちやは言わないだろうが……しかしあの気合い。興こう奮ふんしているのか、いつもよりちょっと血色もいいし。

　ここまで反応が良いと、果たしてどんな要求が来るんだろーかと、少し腰こしが引ける。

　何を言われるんだろうかと秋晴が固唾かたずを呑のんで見守っていると、大地は自分の胸に両手を当てて、数回深呼吸をした。

「僕ぼくが、その……日ひ野のに望むのは……」

　それでも気持ちは納まらないのか、やや目を赤くして、ぐっと唇くちびるを噛かみ締しめて……




「──僕ぼくのことを、名前で呼んで欲しい」




　一いつ世せい一いち代だいの告白みたいな雰ふん囲い気きで言われたのは、まるで予想外の要求だった。

　もっと精神的か財さい布ふ的にダメージのある内容だと思い込んでいた秋あき晴はるは、拍ひよう子し抜ぬけして何度も瞬まばたきを繰くり返してから、念の為ために訊きいてみる。

「名前で、って……それでいいのか？　もっと他ほかにも──」

「僕はそれでいい。それがいいんだ」

　大だい地ちの主張は変わらず、真しん剣けんな瞳ひとみも真まっ直すぐにこちらを見たままだ。

　その目に射い貫ぬかれたまま、秋晴は指先で軽く左眉まゆにかかった傷きず跡あとを掻かき……気が抜けたように小さく笑った。

「おっけ、じゃあこれからは薫かおるって呼ぶな？」

「っ……あ、ああ」

「折せつ角かくだから、だい……じゃなくて、薫も俺のこと名前で呼んでくれよ。賭かけとは関係無いから、嫌いやならいいけど」

「い、嫌じゃない！　僕も、その………………ぁ……秋晴と呼ぶようにする」

　もじもじとかなり恥はずかしそうに言うと、大地は真まっ赤かになって俯うつむいてしまった。この分だとすぐには慣れなさそうだが、

「二年に進級してから卒業まで同じ部屋で過ごすんだから、そのうち慣れていこうな」

「ぁ…………う、うん……」

　照れ臭くさそうにはにかむ大地は、誤解を恐おそれずに言うと男にしておくには勿もつ体たいないくらい可愛かわいくて、正直くらっときかけた。より女顔なはずの三さん家けとは全然違うこの可愛さは何なのか。もしそっち方面への目覚めだとしたら、春休みの間に山やま籠ごもりでもした方が良いかもだ。

　秋晴がむず痒がゆい妙みような感情にやられないようにしていると、不意に後ろから不ふ穏おんな空気が流れてくる。

　見れば朋美が、物凄すごくコメントしづらい現代芸術作品を前にしたような難しい表情になっていた。

「…………一番要注意なのって、やっぱり大地くんなのかなぁ……」

「何を言ってますのよ？　まさか朋美さん、男相手に嫉妬しつとですの？」

「………………男相手に嫉妬なんてする訳ないでしょう？」

　嘲あざ笑わらうようなセルニアの言葉に、朋美が澱よどんだ目で言い返す。

　そんなやり取りの間も、大地はどこか熱病にやられてしまったような、ぽーっとした表情のままで……

　台風の目の中に置き去りにされた気分の秋あき晴はるは、大きくため息を吐ついて、どうしようかと頭を掻かく。

　当初の目的は達せたし、どうやら大だい地ち──じゃなくて、薫かおるとの関係も修復出来たらしい。

　試験も無事にクリアして進級出来そうだし、やるべきことをやる為ためのけじめもつけた。

「……まあ、これからだな」

　呟つぶやいた通り、問題はこれからだ。

　あと一週間もしないで三年生は卒業し、それから一ヶ月もすれば自分達は二年生になる。

　白はく麗れい陵りように入ろうと決めた時に思い描いていた『一人で生きていけるだけでなく、他ほかの誰かの支えになる』という目標には、まだまだ遠い。

　もっと頑がん張ばって、従育科生として誰からも認められるくらいまでになって。

　そこまで辿たどり着けたら……たぶん、今よりもう少しだけ周りに目を向けることが出来て、自分に差し伸のばされた手を握にぎり返すことも出来るようになるはずだ。

　簡単にはいかないだろうけど、やれる限り駆かけ足で。

　でないと、こんな自分に好意を寄せてくれている人達に悪いし、幻滅させてしまう。

　そんな格好悪いことにならないように、男として最低限のプライドはあるんだから、精一杯の努力をしていくしか──

「ねえ秋晴くん、やっぱり前言撤てつ回かいして、今すぐわたしと付き合うってことにしません？　色々とサービスしますよ？」

「なんっ、何を言い出しますのよ貴女あなたはっ?!　抜け駆がけにも程ほどがありましてよ!?」

「だって、危険なんですよ！　形だけでも取り付けておかないと、近い将来後悔することになりかねないんですからっ」

「意味が分かりませんわよ、意味が！　大体、それなら朋美さんではなくこの私が──」

「…………名前で………………秋、晴…………ふふ……」

　……静かな決意を燃やすのに全く適さないこの喧けん噪そうは、果たしてどうしたものだろーか？

　何だかやけに焦あせっている朋美が詰つめ寄ってきているし、対抗するように迫るセルニアは殴なぐりかかってきそうな雰ふん囲い気きで、さっきまでの落ち着いた空気はどこへやら。

　一方、薫かおるはどこか意識が旅立ったままで、戻もどって来る気配がない。ただ、なんだか幸せそうに見えるから、これはもう放って置くのが良さそうだ。

　花園という場所にまるで相応ふさわしく無い騒さわがしさに、秋晴はやれやれと肩かたを竦すくめて……小さく、笑った。

　たぶん明日あしたも、二年生になってからも、それ以降も。

　楽しいことや大変なこと、キツくて泣きたい時とか叫さけびたいくらい嬉うれしい時とか、色々なことがあるんだろうけど。

　──きっと毎日、こんな風に、退たい屈くつする暇ひまだけは無い日々になるに違いなかった。







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]










「ねえ、一つ訊きいていい？」

　いつもの放課後──といってもいいはずの、特別なイベントでもない、カフェテリアでの奉ほう仕し活動をしていたある日のこと。

　そろそろ衣替えも近い過ごしやすく穏おだやかな空気の中、秋あき晴はるの担たん当とうエリアにいるたった一人の客である朋とも美みが、唐とう突とつに話しかけてきた。

　自分やセルニアの前でだけ見せる、悪戯いたずらっぽい笑みを口元に浮かべた幼おさな馴な染じみの顔を見ると、嫌いやな予感しかしない。それでも相手をしない訳にはいかないのが、ウエイターの辛つらいところだと思う。

　モーニングコートに身を包んだ秋晴はこっそりため息を吐ついて、手招きして近くに来いとアピールしている朋美の隣となりに行く。

「……何だよ？　仕事中なんだから、関係無いことなら手短に頼むぞ」

　さあ何を言われるんだろうと思いながら、離はなれたテーブルにいる他ほかの客には聞こえないように声を落として訊たずねると、

「今ね、ふと聞き忘れていたことがあるって思い出したの。一年生の時の、進級試験の日のことなんだけど」

「へえ。何を聞き忘れてたって？」

「あの日、告白の返事を貰もらったじゃない？　セルニアさんと一いつ緒しよに」

　嫌な予感は更さらに膨ふくらむが、なるべくそれを悟さとられないよう平静を装い秋晴は聞き返す。

　だが朋美は、そんなこちらの心のハリボテを見み透すかした目を向けてきて、

「秋晴はこう言ってたわね……『試験で一位だったら交際してもいいかもしれないと思ったけど』、って。正確ではないかもしれないけど、大体合ってるわよね？」

「……ああ。それがどうした？」

　あの時のことを思い返すとかなり恥はずかしいが、それを堪こらえて秋晴が頷うなずくと、




「もし一位になれていたら──『誰と付き合ってもいい』って思っていたの？」




　……穏やかなカフェテリアの空気を一いつ瞬しゆんにして凍こおらせる、魔ま法ほうの言葉を放ってきた。

　一人直ちよく撃げきを受けた秋晴は、見事に硬こう直ちよくしてしまう。まさかあれから何ヶ月も経たって、今いま更さらそんなことを訊かれるとは思ってもいなかった。不ふ意い打うちで急所を殴なぐられた気分だよ。

　確かにあの日、試験でトップになれたらそうすることも考えていた。だから一応、もしそうなったら──というのも、ちゃんと決めていた。

　ただ……それを今訊いてくるか。特別な何かなんて無い、日常の一ページで終わりそうな奉仕活動の時に。

　厄やつ介かいなことに、逃げられない。仕事を放り出す訳にはいかないし、朋美の顔は微笑ほほえんでいるけど、目はマジだ。

「わたし？　セルニアさん？　それとも告白した二人は断って、それ以外の誰かにするつもりだった？」

「や、それは…………あの時は、だな……」

「ほらぁ、正直に答えなさいよー。もう過ぎたことなんだからいいじゃない。別に他ほかの女の名前を出しても怒らないわよ？」

　そう言われたって、物凄すごく答えづらい。というか、ここで答えられる勇気と度胸と甲か斐い性しようと漲みなぎる自信があるくらいなら、自分のしょぼさに耐え切れず誰とも付き合わないなんて選せん択たくしてないっての。

　だが現実として、大だい魔ま王おう並の存在感を出している朋とも美みの追及から逃れるのは困難だと、これまでの経験で分かる。それは十分過ぎる程に理解していた。

　これはもう言うしかないのか──と、秋あき晴はるは異様な息苦しさに耐え切れず、今にも陥かん落らくしそうになって天を仰あおぎ……




「──いましたわねっ?!　ついに見つけましたわよ！」




　周囲一帯に響ひびく大きな甲かん高だかい声に、ビクッと体を震ふるわせて……しかしすぐに、秋晴は肩かたの力を抜いた。

「……残念、邪じや魔まが入っちゃった」

　ぼそっと呟つぶやかれた朋美の言葉通り、どうやら二人だけでの会話はここで強制終了になるらしかった。

　足早に、というかほぼダッシュに近い速度でカフェの中に入ってくる金きん髪ぱつ巻き髪がみ貴族お嬢じよう様の姿が、今だけはヒーローに見える。

　そんなこちらの感想など知るはずのないセルニアは、ツカツカと足音を鳴らして至し近きん距きよ離りまで近付いて、綺き麗れいな碧みどり色いろの瞳ひとみを鋭く細めて睨にらんできた。

「探しましたわっ！　ちょっと秋晴、どういうことですのっ!?」

「は、い？　何が……？」

「聞きましたわよ！　昨日きのうっ、エストーさんと街中でデートしたのですって?!　さっき本人が自じ慢まん気げに仰おつしやってましたわ！」

「あー……まあ一いつ緒しよに出掛けはしたけど、みみな先せん輩ぱいも同行してたぞ？」

「両手に花ですのっ?!　この前も四し季き鏡かがみさん達と旅行に行ったばかりだというのに……！」

「いや旅行じゃなくて仕事の手伝いだからな!?　沙さ織おりさんが姉妹で同じ誌面に載のりたいっていうから、仕方なくフォロー役として……」

　ついこの間も同じ説明したはずだけど、こういう時はそんなの関係無いらしい。

　セルニアの眉まゆは吊つり上がるばかりで、ちっとも収まる気配無し。熱しやすくて誤解の多い辺り、一年前に初めて会った頃と何一つ変わっていない。

　まあ、でも──長くて短いこの一年で、得たものはとても多いと思う。

　えらく密度の濃こい一年を過ごして、色々な人達と会って、関わって……しかも出会った連中がどいつもこいつも個性強いから、振り回されて大変だった。

　大変で、最高に楽しくて、白はく麗れい陵りように来て良かったと心の底から思う。

　けど──まだ、一年しか経たっていない。

　卒業まであと二年近い時間が残っている。それに、卒業したからって終わりじゃない。まだまだ先に繋つながっているはずだ。

「ちょっと秋あき晴はるっ!?　聞いてますの?!」

「ほら、秋晴くん？　いい加減、相手をしてあげないとセルニアさんが拗すねて暴あばれ出してしまいますよ？」

「なっ……誰が拗ねますのよっ!?　そんな幼よう稚ちなことしませんわっ！」

　だからたぶん──この騒さわがしい二人とは、長い付き合いになるんじゃないかな、と思う。勿もち論ろん、他ほかの仲良くなった上育科生や従育科の同どう僚りよう連中、それから世話になっている教師陣じんも、すぐに切れる縁えんじゃないはずだ。

　将来、どんな関係に変化しているか──それはまだ、分からないけど。

　もう会うことはないだろうと思っていた朋とも美みと再会したように、第一印象が最悪で毛け嫌ぎらいされていると思っていたセルニアから好意を寄せられることになったように、可能性はいくらでも広がっているに違いない。

　とりあえずは愛あい想そを尽つかされないように、成長しないと。欲を言えば、薫かおるに勝てるくらいまで。……なんかえらい時間掛かりそうだけど。むしろ高校卒業までに足下に辿たどり着けるかどうかも怪しい。

　自分で設定した目標の厳しさに、秋晴は思わず苦笑し──

「…………ま、やるしかないな」

　それでも頑がん張ばって行こうと心に決めて、まずは目の前でじゃれ合いみたいな口喧げん嘩かをしている二人をどうにかするべく、動き出した。







あとがき




　──というわけで、『れでぃ×ばと！』シリーズ最終刊でした！

　無事に完結まで書けて、とてもホッとしています。上こう月づきです。ここまで読んできてくれた読者の皆様、ありがとうございましたー！




　……とまあ、飛ばし気味にあとがきを書いている訳ですが、ちょっとペースとテンションを落として色々と振り返ってみます。

　思えば色々ありました。前担たん当とうさんに企画書を出したところからスタートし、「ちょっと調査しに行こうぜ！」と執しつ事じ喫きつ茶さに行ったのがもう五年以上前のこと。

　どうなるのかドキドキしながら一巻を出させて貰もらい、有り難いことにその後も続巻を出せて、僕ぼくとしては初めてのメディアミックスも組んで貰えました。コミック化にドラマＣＤ、そしてアニメと、色々な媒ばい体たいに『れでぃ×ばと！』が広がっていくのはとても嬉うれしかったです。

　イラストを描かいて頂いたむにゅうさん、前担当の川かわ本もとさんに新担当の三み木きさん、他ほかにも編集部の方やアニメ関係の方など様々な人のおかげで最後まで書くことが出来たのは、幸せなことだと思います。ありがとうございました！







　……さて、なんかカーテンコールっぽいことはここまでにして、十三巻の内容についてざっくり触ふれていきますー。まだ未読の方はネタバレ注意。

　三十一話はセルニア告白からの流れと、バレンタインデーの話です。朋とも美みがやらかす訳ですが、四し季き鏡かがみも違う意味でやらかしてます。ちなみに従育科女子は仲良しなので、四季鏡が誰のことを好きなのかは皆が知っている状態。総員態勢で応援しよう、ってことになってます。

　三十二話は秋あき晴はるが情けないことになっていますが、問題は大だい地ち。他ほかのヒロインはちょっと格好いいところもあるのに、女の子と認識されていない大地は……可哀かわい相そうに……

　そして最終話は一年最後の従育科試験の話です。進級の掛かった試験も大事ですが、告白の返事も大事……ということで、秋晴なりのけじめというか、決着をつけた形です。

　ただし最後まで読めば分かる通り、白はく麗れい陵りようでの日々はまだ続いてます。

　二年生になって、朋とも美みとセルニアは相変わらずライバル関係のまま秋晴にアプローチをかけてきますし、最後に美お味いしいところを掻かっ攫さらっていった大地はある意味一番秋晴を射止める（というか仕留める）チャンスが多いポジションで頑がん張ばっていくことに。

　早さな苗えはドジを振りまきながら一いち途ずにアピールして、四季鏡姉こと沙さ織おりは卒業したのに秋晴に仕事の手伝いやら妹との仲を取り持とうとしていつの間にか自分が美お味いしいところを持っていく展開を繰くり広げるはず。

　最上級生になったみみなは最後の一年を少しだけでも積極的にいこうと決意するし、アイシェ＆ヘディエは初遭そう遇ぐうから一年の期限内に決めてしまおうとあの手この手で翻ほん弄ろうしてきます。ある意味、秋あき晴はる最さい大だいのピンチ。

　そしてようやく高等部に進学したピナは従育科試験や同人活動で関わることで気の置けない後こう輩はい兼妹キャラとしての地位からの脱だつ却きやくを目指し、なんだかんだでいつの間にやら一番落ち着く女友達という立ち位置になっていた鳳フオウとの関係も進展があったり。

　──と、そんな感じでこの後も色々と起こる訳です。

　なので後日談や、卒業の頃に秋あき晴はるがどういう決断を下しているのか等は、皆さんがそれぞれで『こうなるんじゃないかな？』と想像してみてください。

　一応、僕の中ではゲーム感覚で『このキャラと仲良くなって行こうとしたら、こんな展開になってこういう結末になる』みたいな個別エンドも考えてあるのですが、唯一ハーレムエンドだけは想像していなかったのがある意味無念。全員と上う手まく絡からめてハッピーエンドって、どうすれば……待てよ、ピナとくっついて王族になれば、或いは……！

　ともあれ、皆さんの中で『きっと秋晴はあの子と付き合うことになったに違いない！』みたいに考えて貰もらえれば幸いです。







　そんなこんなで、『れでぃ×ばと！』はこれにて完結です。

　なので次の本は新作ということになりますが──現段階でこの本が出る三月から二ヶ月後、五月に出す予定になってます！　今書いている途と中ちゆうですが、これ間に合うのかなぁ！

　新作はド直球なラブコメで、恐おそらくは『れでぃ×ばと！』が好きだった人の趣味には合うと思います。

　どんな話かというと、『ちょっとした不幸な出来事を切っ掛けに、一つ屋根の下で暮らすことになった主人公とヒロイン達が織おりなす、ドキドキシチュエーションとツッコミ溢あふれるラブコメディ』って感じです。大体これで合ってるはずなので、ご期待ください。




　ここまで付き合って頂き、本当にありがとうございました！

　それでは、また次の新作でお会いしましょう〜。

















本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先
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電撃文庫編集部
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本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。











上こう月づき司つかさ

１９８２年生まれの豊島区民。引越しをしましたが、区内のあっちからこっちへ移っただけという地味移動でした。画像は「テニスしたい！」という気持ちの表れ。都内はコート高いのです。
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むにゅう

横浜市在住のイラストレーター・漫画家。

漫画『朝まで授業Chu!』を月刊コミックアライブにて連載中。

公式ＨＰ http://munyu.neko.ne.jp/
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